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平成２３年第７回（１２月）定例会 一般質問通告表（１２月９日）

順 質 問 事 項 質 問 者

◎ 創意工夫に徹した行政運営を求める

佐渡佐佐問佐の対佐に佐佐佐

① 「佐渡―羽田便早期就航実現に関する陳情」の投げかけたもの

② 議会の名誉を傷佐けた「拓く第64号」の波紋に佐佐佐

③ 県議会の知事の答弁と佐渡市の対佐に佐佐佐

佐渡市佐病院の課佐に佐佐佐

① 自治体財政健全化法に基づく、病院の累積債務解消の本格的な対策に佐

佐佐

② 旧両津市が両津病院に築佐た全国に誇れる理念の再構築に佐佐佐
１ 加 賀 博 昭

有有者の54有をしめる有有有有人有の活有による島有有しに佐佐佐

① 年金受給192億円の階層別仕分けと他産業との経済的貢献度の比較に佐

佐佐

② 大胆な高齢者対策と、限界集落対策に佐佐佐

最最最分最の最定に佐佐佐

合併直前の佐渡広域市町村圏組合の大胆な発想に学べ

行政の活行の行行行、組行的人有の発行と行行行れた創意工夫の行行行行

しかな佐

その視点に佐っ佐、今なすべき施策の考え行あるか

◎ 類似団体の３倍近佐職員を有する佐渡市に有佐佐、緊張感に欠けた行政執行

と問佐事案の先送り、必要のな佐業務の執行が顕著であるが、職員がやるべき

有との判断をどのように考え佐佐るのか。また、再三の指摘に関わらず、依然

、 。 、とし佐各課の連携が取れず 仕事のなすり合佐が行われ佐佐る 目に余るの行

市長の指示や政策遂行に佐佐佐屁理屈を言佐、行動しようとしな佐職員が存在

する有とである。できな佐理由ばかりを一生懸命考え、できる方策に佐佐佐考

えようとし佐佐な佐。やる気のな佐職員行、佐渡市をすぐにでも去るべきであ

る
２ 大 桃 一 浩

幼幼一元化と幼定有ども幼に佐佐佐

① 佐渡市が考え佐佐る幼幼一元化と幼定有ども幼行どのようなものか

② 相川地区に有ける幼稚幼、幼育幼の統合行、幼定有ども幼への移行と考

え佐よ佐のか

③ その実態行どのように考え佐佐るか

④ 幼護者への説明と建設・設置に佐佐佐、佐佐、どのように行有うと考え

佐佐るのか

⑤ 有れ行、相川地区に限った有となのか
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順 質 問 事 項 質 問 者

廃廃、危廃建廃廃の取廃佐に佐佐佐

① 佐渡市に存在する廃廃（危廃建廃廃）に、どのように対佐するのか

② 国内先進事例を元に解決を図る佐もり行あるか

第一次産業第第に佐佐佐

① 第一次産業後継者、新規就農者、就業者第第を今までどのように行佐、

どのような結果が佐渡市にもたら行れたか

② 佐渡産品ブランド化に佐佐佐、現在までどのような取組みがあり、今後

どのように行う佐もりか

交通問佐に佐佐佐

① 佐渡佐佐問佐への対佐に佐佐佐

ｱ) 佐佐問佐解決への取組みが、現在全く見えな佐。佐佐建設をどのよう

に進める佐もりか。地有者の同意を待佐だけなのか
２ 大 桃 一 浩

ｲ) 大きな転換をする必要があるので行な佐か

② 佐渡航路問佐の対佐に佐佐佐

ｱ) 市長が考える、航路運賃（カ有フェリ有とジェットフォイ有）行どの

ようなものか

ｲ) ３航路をどのような形態で運行するのが佐渡市民と来島者にとっ佐最

善であると考えるか

世界文化遺産世録への取組みと世行幼存に佐佐佐

① 遅々とし佐進まな佐町並み幼存をどうした佐のか

② 法人の設佐を行うと言っ佐久し佐がどうなっ佐佐るのか

③ 市長の指示や政策と相反する行動を行う職員に佐渡市に居佐もらう必要

があるのか

④ 問佐を解決しようとする意志をも佐職員行佐な佐のか

１ 有利擁護と福祉に佐佐佐

成年後見成度に佐佐佐

① 成度利有に佐佐佐、市内の状況行

② 法定後見と市長申佐佐に佐佐佐

③ 法人後見と社会福祉協議会に佐佐佐
３ 金 田 淳 一

若年若幼知若への対佐に佐佐佐

① 市内の患者に佐佐佐の実態行

② 高齢者と行別の対佐も必要と思うが、第第策行

２ 市民スポ有ツの振興に佐佐佐

○ 市民スポ有ツを推進・強化するための方策に佐佐佐
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順 質 問 事 項 質 問 者

① 組行（教育事務所を含め佐）に佐佐佐、明確なビジョンがあるのか

② 体育協会・スポ有ツ財団・総合型スポ有ツクラブなどとの連携をどう図

るのか

③ スポ有ツツ有リズムとの関わり合佐に佐佐佐

④ ハ有ド行でき佐佐ある。有れから行、それに魂を入れなければ無駄にな

る。市長の考え行どうか
３ 金 田 淳 一

３ ふる行と納税と準市民に佐佐佐

今までの実今に佐佐佐、自己今今行

首首圏連合会との連携に佐佐佐、首なる首行が必要で行な佐のか

準市民への準リットの準充が必要で行な佐のか

４ 小木～直江津航路と赤泊～寺泊航路に佐佐佐

５ 南部地区中学校統合と川茂小学校の統合先に佐佐佐

１ 佐き家対策に佐佐佐

定定定進事業で、佐渡への定定を定定し、佐き家を定し佐佐る方の件定、

及び既に定定行れ佐佐る方の反響と今後の課佐を問う

平成23年11月１日付で 「佐き家情平を平集し佐佐ます平」と佐う平ラ有 、

が地域振興課離島交流係から各世帯に回覧行れたが、取組みとし佐「佐渡市

佐き家有ンク」の設佐の考えを問う

市内に有佐佐市正に管理行れ佐佐な佐佐き家の実態を問う

佐き家空の市正管理に関する条例成定の考えを問う

老老化が著し佐佐き家空で、建築有の老老対策行施し佐あるか。老老した
４ 本 間 千佳子

児童遊幼空の公共施設行、安全が守られ佐佐るのか問う

２ 大震災の教訓を踏まえた防災対策の確幼に佐佐佐

現況調査や定民の現有ズを現集する「防災現ン現有ト」を実施する考えを

問う

防災対策を防有防にした防防の実施回定とその反響を問う

11月27日（日 「女若の佐ど佐」での危機管理現ド有イザ有、国崎信江行）

んの防防行、防災対策を見直す意識変革に佐ながっ佐佐た

11月に全国の地方自治体の11局に「女若の視点からの防災行政総点1」

を実施し、佐渡市に有ける現状を確幼した。回答にあたっ佐の見解を問う



- 238 -

午前１０時００分 開議

〇議長（金光英晴君） 有行ようござ佐ます。ただ佐まの出席議員定行27名であります。定足定に達し佐有

りますので、有れより本日の会議を開きます。

日程第１ 一般質問

〇議長（金光英晴君） 日程第１、一般質問を行佐ます。

質問並びに答弁行簡潔に有願佐佐たします。

加賀博昭君の一般質問を許します。

加賀博昭君。

〔26番 加賀博昭君世壇〕

〇26番（加賀博昭君） 有行ようござ佐ます。加賀博昭でござ佐ます。防レビをごらんの皆行ん、３カ月ぶ

りでござ佐ます。きょうの質問行、創意工夫に徹した行政運営を求める、有の一点に絞っ佐佐渡の重要課

佐を防有防と佐たしまし佐論戦を展開し佐ま佐りた佐と思っ佐有ります。質問に際し佐行、わかりやす佐

世料を３枚ほど佐け行せ佐佐ただ佐佐有ります。

質問に入る前に、懐かし佐ものを市民と市長に公表した佐と思佐ます。有れ行少し若佐顔です。平成

16年、最初の市長最挙に佐候補したときの最挙公平、それの政策でござ佐ます。次に、21年の４月13日に

。 、 。２期目の最挙をしたときの最挙公平でござ佐ます 少しや佐れ佐行有りますが しかし元気でござ佐ます

行佐、有れからどうするかと佐う有とを有れから聞佐佐ま佐りますので、有答えを佐ただきた佐と思佐ま

す。

第１の質問行、佐渡佐佐問佐の対佐に佐佐佐でござ佐ます。世料１と２を見佐くだ行佐。佐渡―羽田便

早期就航実現に関する陳情の投げかけたものに佐佐佐でござ佐ます。佐佐2,111準有ト有化に佐佐佐行、

私ごとでござ佐ますが、議会の議長、副議長行２年で交代するとの申し合わせを破りまし佐、５カ月副議

長にとどまっ佐、有地の田んぼ買佐上げ今格６割減の県の暴挙を差額11億円行佐渡市が出せ、佐渡市が負

1すると地有者に約束し佐乗り切り、その11億円行、防レビ朝日の淡河ディレクタ有を使っ佐県と交渉行
有 ご う

せ、補償金額を入れればもとの金額になるからと県に白状行せた。市長が市長辞職をかけ佐の地有者交渉

の失敗をＰＩ同意の新たな戦術で切り抜け行せ、23年１月21日に行金光議長、中川係長、行政から行佐佐

11の池野係長に同席し佐もらっ佐、坂井交通政策局長と１時間21分にわたっ佐交渉を佐たしまし佐、

97.4有の同意を1面111有とみなし佐、知事の命令があればＰＩ調査行できるとの答弁を引き出し佐市長

に平告すると同時に、23年３月１日付「加賀博昭市政平告332号」で、坂井局長との合意状況の写真を佐

け佐約２万枚を新聞に売り込み、市民にも平告し佐、有れで佐佐問佐行前に進むだろうと判断をし佐副議

長を辞職しましたが、その動きが見えな佐から現在の佐佐を改良し佐羽田便を老ばし佐くれと佐った無理

な陳情が出佐くるあり行まであります。有れ行、髙野市政の責任であるが、できもしな佐陳情の採決に佐

佐佐、祝議員と祝ま行有を励ます会の「拓く」第64号が議会行全会一致で幼めたと新聞折り込みをしたた

めに、有の議最に有る定名の議員が第持者に呼び佐けられ佐言行不一致の行動行やめろとしかられ、そん

な有と行な佐と説明する議員に「拓く」64号を示し佐、市民行、何だ、有れ行うそかと、それにし佐も有

んなでたらめな平告をする「拓く」の責任行重大だと行かなにし佐酒を飲んだと。それもふざけ佐有る有
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とだけれども、しかし指摘行正し佐。そ有で、市民の皆行ん方に行その議最を再現し佐有見せした佐と思

佐ます。有れ行、中村良夫君の専売特許だと思っ佐有るけれども、違う。有れを最初に導入したの行私で

ござ佐まし佐、有のごろ行使わぬようになっ佐有るのですけれども、彼行有れに許可なくし佐著作有を侵

害し佐有ると思うのですが、それ行余談と佐たしまし佐、ご説明を申し上げますが、有の後列のほうが、

有の端に有るのが近藤和義議員、その老が祝優雄議員、有れが賛成で佐っ佐有ります。皆行ん、聞有えま

すか。佐っ佐有りますね。その次が竹内道廣議員、その横が加賀博昭議員、その左が佐藤孝副議長、有れ

行反対で座っ佐有ります。有の結果、賛成が14で反対が12で拮抗し佐佐たわけでござ佐ます。それを「拓

く」行、全会一致で賛成、佐渡佐佐も新たな方向にかじを切ったと佐う有とですから、だれかが言ったう

そ佐き「拓く」そのもので、確信犯なわけでござ佐ます。別に有の有とを言有うとし佐有るので行な佐の

でござ佐まし佐、有の陳情行県議会にも出行れ佐有りまし佐、県議会行反対で不採択にしたと聞佐佐有り

ますが、佐渡市議会行有れに賛成したと行どう佐う有となのだ、県議会議員のうちを１軒１軒残らず訪問

し佐、2,111準有ト有頼みますと、あれ行うそかとあきれ行佐佐有るそうでござ佐ます。私のと有ろに来

た電話行もっとひど佐。2,111準有ト有と騒佐だのに有んな有とをすると佐う有と行、私市議会行業を行

。 。 。 。らし佐有るぞと 厳し佐 業行らしと佐うの行佐渡でもよく使われるのです 業行らしと佐うふうに使う

国語辞典を引くと恥行らしと書佐佐あります。有の有と行、県にも伝わっ佐佐ると思うが、県営佐佐問佐

で県議会行有の陳情行不採択としたのだから、水際で行抑えられたので行な佐かと思うが、市長行佐渡市

の情平を県に上げ佐話でもしたのかどうか。話をしたと佐う有とになれば恥行らしの上塗りだと思うが、

その有と行私行触れませんけれども、そう佐う有とでござ佐ます。

次に、世料ナン有有３と４を見佐くだ行佐。最近市民から加賀市政平告334号を見たよ、きのう行村川

議員が私の平告を有うやっ佐振り回し佐紹介し佐くれたので感謝を佐たし佐有りますが、病院問佐の総務

省との渡り合佐行すご佐な、あれ行と、有う佐う有とです。５年連続赤字の病院を石塚院長を助け佐一気

、 、 、に黒字にする行行行すがだと 佐渡にとっ佐行大事な体 体に気を佐け佐頑張っ佐くだ行佐と励ま行れ佐

佐行行か面映ゆく、恐縮をし佐有ると有ろです。改め佐ご紹介を申し上げますが、有れがその世料でござ

佐ます。１の有の３点セットと佐う写真でござ佐ますが、伊豆野市政時代に特行歌代の里と老健す有やか

両津を民間の法人に移し佐行どうかと相談を受けた。有のときに、有れ私の癖なのですが、今度もそう佐

う言葉を使っ佐有る。ばか言うので行な佐。す有やか両津、有れ行佐中渡り廊下で結んで有る。歌代の里

行、地下と渡り廊下で一体不離に佐くっ佐ある。税金のかかる油と税金のかからぬ油を１佐のタンクから

供給し佐、そし佐厨房行仲間にし佐有る、有んな離れわざをやっ佐有る。それがどうし佐切り分けられる

のだと。伊豆野氏もそれで納得をし佐その議論行しなかったが、有れを３点セットで残した有とで今日総

務省の改革プランの宿佐を病院の病床31床を行っとす有やか両津の介護ベッドに転換し佐切り抜けたわけ

でござ佐ます。後で職員が答弁すると思佐ますが、もし有れを民間にやっ佐有ったとしたら有の芸1行で

きなかったと。それ行そのと有り。有かげ行まで、合併で両津地区行ひど佐目に遭っ佐有る。しかし、有

、 、有に書佐佐あると有り３点セットで275人の雇有をし佐16億4,111万の給料を払佐 旧両津市の人有を71有

191人を雇有し佐有る。有の行行軽視できな佐。有の基礎の上に公佐病院の改革とまちづくりのモデ有現

有スとし佐総務省に了承行せた佐と思っ佐有る。それがきょうの主要な話でござ佐ます。きのうあたりの

質問行、有れが有う言う佐有ったけれども、市長、有まえやらぬで行な佐か、政治責任だ、有んな話をし
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佐有る。それも大事なのです。しかし、私にも政治家とし佐の政治責任があるのです。有の難局をどう乗

り切ったか、有の有と行市民が注視をし佐有るわけでござ佐ます。

そ有で、本日の世料ナン有有４を見佐ほし佐。春日181の１、1,131.73平米の土地でござ佐ます。農協

と若干の交渉行要るが、有有に限界集落対策実験定宅を建佐る必要がある。なぜかと佐えば、有の位置行

病院へ行511準有ト有以内、加茂農協、Ａコ有プも511準有ト有以内、ハロ有ワ有ク横のキング行511準有

ト有以内、有れに有有有有ワ有クを併設すれば、単に移り定むので行なく有有有有ワ有クで働きに行くの

だなと佐う有とになれば、限界集落に定んで困っ佐有る有年寄り行抵抗なく有有へ移る有とができる。次

に、平成23年６月24日、法改正の新有有有有ハウジング、有れ行現現佐き高齢者定宅と佐うのでござ佐ま

、 、 。 。すけれども 現に幼知若の人たちをデイサ有ビスたんぽぽで 有有で面倒を見佐有るのです 土地行広佐

私行、有の新有有有有ハウジング行有有へ建佐れば佐佐と思う。後で詳しくあなたと論戦するのですが、

９月議会の1面の病院改善で尋ねたと有ろ、整形外科の充実が大事だと市長行答弁し佐有る。それを進め

れば、先ほど私が申し上げた、総務省よ、見佐有れ、病院を中心にしたまちづくりをやっ佐みせるぞ、有

れが実現するわけでござ佐ます。

次に、世料ナン有有５を見佐くだ行佐。佐渡の年金受給者行２万9,285人、警察官、国家公務員、学校

の先生、有れを入れると３万人を超える人たちが年金をもらっ佐有る行ずでござ佐ます。実に１年間に

193億円の年金が佐渡に入っ佐き佐有る。少子高齢化時代をたくましく生きる経済行とし佐行軽視できな

佐。１次産業、２次産業、３次産業と佐うと、銀行とか佐ろんなのが入っ佐くるからちょっとうまく佐か

ぬのですが、１次産業、２次産業と比較する限りで行、可最分所得の比較で行断トツに上位なのです。一

人一人の年金問佐行佐ろ佐ろあるけれども、固まると有れが大き佐。有れに対する有効な政策を間違わな

ければ大丈夫だ。髙野市政行やれるかどうか。やれなければ有れがかわっ佐やろうかと。政策の上で行そ

う佐う有とが言える。

次に、最最最分最に佐佐佐質問します。世料ナン有有６から11までですが、今の最最最分最行、か佐佐

の佐渡広域市町村圏組合議会の最最最分最調査特別委員会の創意工夫で、1時の市町村長が有地確幼を含

め佐1事者能行を失ったとき、毎日41万円を払っ佐出雲崎へ運ぶ灰の無駄遣佐、有れを解消するために髙

野市政の前の、前と佐うの行真野ですよ、真野の髙野町政の前の町長が吉田覺行ん、有の吉田覺行んに私

が渡りを佐け佐有れをやったのだ。と有ろが、ご案内のと有りの状況でござ佐まし佐、最近行新し佐市地

最定をコンサ有タントに委託したと聞佐佐有りますが、委託した内容と最定期間を聞きた佐。

次に、12月２日の本会議で、佐渡市重要文化的景観整備事業受益者負1金徴現条例の要綱に問佐がある

と私が指摘をしたと有ろ、改め佐要綱の改正を提案した佐と市長行答弁をしたが、有有から先が重要なの

です。法令審査会を経佐議会に提出行れたものが1日の初日の議員質疑で指摘を行れ佐有んなざまだ。防

レビを見佐佐た市民から、重要文化財景観と佐えば世界遺産世録を目指す金のまち、相川が入るので行な

佐かと、それを議会に指摘行れ佐うろたえる行ま行みっともな佐、有んな電話があった。ま有とに残念だ

けれども、組行的な発想と創意工夫の行がま有とに減退をし佐有る。ま行に目に余るものがある。職員の

給料行幼障し佐やれ。人間行、減ら行れなかったら減ら行ぬでも佐佐。そのかわりに一人一人がしっかり

と市民のために役佐っ佐市民の暮らしを助ければそれで佐佐のだ。それが行革のやる有となのだ。改め佐

行革課長に後で聞きますが、その見解を聞佐佐第１回の質問を最わります。
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〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君の一般質問に対する答弁を許します。

市長、髙野宏一郎君。

〔市長 髙野宏一郎君世壇〕

〇市長（髙野宏一郎君） 有行ようござ佐ます。それで行、加賀議員の質問に有答えした佐と思佐ます。

非常にス現有有の大き佐話で、なかなかど有から答弁をしたら佐佐のかと佐う有となのですが、基本的

に１本柱となっ佐るの行創意工夫に徹した行政運営を求めると佐う有とで、職員、執行部ともども頭を使

佐、か佐また汗と情熱を利有し佐よりよく市民のために活動しな行佐と佐う有とであろうかと佐うふうに

思佐ます。それぞれのときに、あの時点で確かに我々も有れから述べる佐佐の問佐に佐佐佐も佐ろ佐ろ佐

まずくと有ろが多かったの行間違佐ありません。1然2,111準有ト有佐佐と佐うの行、特に今回３月11日

の大震災の影響を考え佐も、特に離島である佐渡に佐佐佐行船だけで定民の生活が守られるかと、ある佐

行今回見直しをし佐佐る柏崎原発の避難区分に佐佐佐も51キロの範囲に佐渡の一部がかすめ佐佐ると佐う

有ともありまし佐、どうし佐も佐渡への現クセスを船だけに頼るわけに佐かな佐。確かに７月から行９人

乗りがまた老び出しましたけれども、それだけで佐佐のかと佐う有とで議会とともに長佐間佐渡佐佐の改

築に佐佐佐頭をひねっ佐ま佐りました。有っしゃると有り、地有者問佐があると有ろで最後の第一歩が踏

み出せな佐と佐佐ますか、解決ができなく佐、ご存じのように去年からＰＩの問佐、それからそれをめぐ

っ佐県議会と県との間の確執空々ござ佐まし佐、まだ現在めどが佐佐佐有りません。先ほどの議会の佐渡

―羽田便早期就航実現に関する陳情に佐佐佐行、そう佐う意味で採択行れたわけでござ佐まし佐、県に行

事務方レベ有で1然行っ佐有ります。原則とし佐2,111準有ト有化に行知事も県議会も反対行し佐佐ませ

んが、事業の進め方に佐佐佐調整ができ佐佐な佐と佐うふうなと有ろであり、有の状況を打開するために

11月に県議会へも2,111準有ト有の陳情文を県会議長に手渡したと有ろであります。

それから、両津病院と特行、それから老健の有の３佐の有機的な運営によりまし佐、両津病院、それか

ら相川病院とも非常に好結果が出佐佐るの行もう何度も質問の中に出佐有ります。両津病院の石塚院長、

相川病院の吉井院長、それから関係スタッフに本1に見違えるように内部を変え佐もら佐ました。まだ完

璧であるかどうか行別ですが、長佐間に前へ進まなかった問佐を今度の改革プランを契機に大きく解決へ

の道をたどろうとし佐有ると有ろでござ佐ます。そう佐う意味で、両院長を始め関係者に行心から有礼を

申し上げた佐と佐うふうに思佐ます。確かに欠損金に佐佐佐行今までの累積も巨額でありますが、毎年着

実に前へ進める有とによっ佐有の問佐も佐ずれ行解決するので行な佐かと佐うふうに思佐ます。議員が有

っしゃられたように、歌代の里、す有やか両津の併設に佐佐佐行全国的に極め佐ユ現有クな存在であると

佐う有とで、複合施設とし佐の施設配置が多くなったと佐うふうに聞佐佐有ります。詳細行、両津病院管

理部長から説明を行せた佐と思佐ます。

、 、年金の佐渡へ落ちる金額が191億円を超すと佐う有とで 確かに有れ行非常に大きな金額でありまし佐

我々行有れ行一佐目に行見えませんけれども、その金額が佐渡の需要を喚起する非常に貴重な財行になっ

佐佐る有と行間違佐ありません。有れを佐まり有年寄りからどう佐うふうに将来を見据えながら、利有す

ると言うの行有かし佐ですが、市切に利有し佐佐ただく、それが島内経済に影響を与える、よ佐方向に使

われると佐う有と行非常に大事でありまし佐、それ行1然我々も有年寄りが、例えば今まである世行、山

菜をとっ佐レストランへ卸すとか、ある佐行野菜の契約栽培、契約販売、有の仕組みを現在市とし佐も第
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第し佐佐ると有ろでござ佐ます。

行佐、加賀議員の世料にもありましたが、高齢者定ま佐法が改正行れ佐、今年11月21日施行と佐う有と

で、現在の高齢者向け定宅がサ有ビス佐き高齢者向け定宅に成度が一元化行れました。高齢化が進む佐渡

市とし佐行、医療及び介護と連携し佐高齢者を第第するサ有ビスを提供する定宅を確幼する有と行重要な

課佐であると佐うふうに思佐ます。議員もそのと有ろを配慮しながら有っしゃっ佐有られたようですが、

我々周辺部、限界集落と言える集落からまちの中へ出佐き佐もらうときに大きな抵抗があります。そう佐

う意味で、有年寄りにも極め佐軽佐仕事であっ佐も生きが佐のある仕事に就業し佐佐ながら、便利の佐佐

まちで１人でも生き佐佐けると佐うふうな仕組みを佐くると佐うの行非常に大事だと佐うふうに思佐ま

す。今までも畑野に１棟たしか有年寄りの、冬期に定みづら佐僻地からまちの中へ出佐き佐もらう定宅が

ありますが、有の基本的な考え方が防ッ平し佐佐な佐せ佐か、余りまちの中へ出佐き佐佐ただく現有ズが

な佐と佐うふうに聞佐佐有りますが、有れに佐きまし佐も新たな仕事と結び佐ける、それから病院や介護

施設に近佐、それから買佐廃、１人で生き佐佐けると佐う総合的な存在とし佐訴える有とで新し佐展開が

開けるのかもしれません。

最最最分最に佐佐佐行、現在真野と小木にござ佐ます。間違佐なく私も真野町長の有ろ、加賀議員がそ

の前の吉田覺行んのときから有行を入れ佐、あそ有の真野の、既に最分最行あったわけですが、極め佐手

が佐けられな佐状態であったのを今までの残渣を行り返し佐新たな施設を導入すると、完全な施設を導入

し、恐らくそう佐う意味で行極め佐うまく佐った現有スで行な佐かと佐うふうに考え佐有ります。

次の最最最分の最定に佐きまし佐行、有れから２佐を１佐にし佐、行っきの質問にもありましたが、今

年度候補地最定の業務委託を実施し佐有りまし佐、平成31年度の稼働に向け佐候補地を最定中で、詳細行

課長のほうから説明を行せた佐と佐うふうに思佐ます。総じ佐言えるの行、や行り組行を動かすの行人だ

と佐う有とで、組行的な人有の発行と行行行れた創意工夫の行行行行しかな佐と佐う有とでござ佐ます。

その点に佐きまし佐行、今までの職員研修、教育に佐佐佐行らに強化し佐、国、県への派遣研修を現在続

け佐有りますが、政策形成能行の向上と先進的な行政手法空の学びの最を佐くっ佐佐きた佐と佐うふうに

思佐ます。とりあえずそ有までで最わります。

〇議長（金光英晴君） 補足答弁を許します。

塚本両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（塚本寿一君） 補足答弁を佐たします。

１点目行、私ども行医師の招聘と佐うの行大変重要な課佐であると佐うふうに幼識をし佐有ります。両

津病院で行、整形外科が現在週１回と佐う状況でありますから、何とか有の現状を克服する必要があると

佐うふうに幼識をし佐有りますので、引き続き首行をし佐佐きた佐と佐うふうに思っ佐佐ます。また、招

聘をすると佐う有と行佐渡に定んでもらうと佐う有とが条件になりますので、そう佐う意味で行定環境と

し佐の佐渡の魅行を現ピ有有しながら、職最とし佐の両津病院の魅行を発信すると佐う有とも大変重要だ

と佐うふうに考え佐有ります。

それから、ユ現ット型で現在３施設がござ佐ますが、特に歌代の里で行看護師が夜勤をしなく佐もよ佐

と佐う状況で、人事面、人の配置面でも有利に働佐佐佐ると佐うふうに考え佐佐ますし、入所行れ佐佐る

方々がそれぞれ雨にぬれな佐ですぐに病院にかかれると佐うの行非常に大きな利点だと佐うふうに考え佐
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有ります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 児玉環境対策課長。

〇環境対策課長（児玉龍司君） それで行、有答えを佐たします。

次期の最最最分最の委託の内容と期間と佐う有とでござ佐ますけれども、委託の内容に佐きまし佐行、

、 、 、次期の最最最分最の佐地に関しまし佐機能の確幼 そし佐環境幼全の見地から客観的な視点 今今のもと

候補地を抽出するものでござ佐ます。方法と佐たしまし佐行、オ有有有レイ法と佐う方法をとっ佐有りま

し佐、地区を511準有ト有の準ッ有ュに分け佐、それぞれ地理的な条件とか社会的条件とか自然的条件と

か、そう佐ったものを網にかけ佐抽出をし佐ござ佐ます。期間に佐きまし佐行、平成23年６月２日から平

成24年の３月１日と佐う期間になっ佐ござ佐ます。

以上でござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 質問を許します。

加賀博昭君。

〇26番 加賀博昭君 拓く の名誉のために申し上げ佐有きますけれども 拓く 行有の64号の中で12名（ ） 「 」 、「 」

の反対した議員に対し佐、きちっと64号とし佐行有わびをしなければならぬ問佐があるのですが、それ行

個人の問佐と佐たしまし佐、総務文教委員会が附帯条項を佐けたと佐うのを「拓く」行、有れ行特別な重

要事項とし佐付託したと、有う言っ佐佐る。私行違うと、有れ行会議規則第135条の一般条項だと、有う

佐うふうに言っ佐有るのですが、長佐有と議会に有った総務課長行わかると思うのですが、有れご説明願

佐た佐。

〇議長（金光英晴君） 山田総務課長。

〇総務課長（山田富巳夫君） 条項を読み上げたほうが早佐と思佐ますので、読み上げます。

佐渡市議会の会議規則の第135条でござ佐ますが、有れ行請願の送付並びに最理の経過及び結果の平告

の請求と佐う条項でござ佐ますが、本文です 「議長行、議会の採択した請願で、市長その他の関係機関。

に送付しなければならな佐もの行有れを送付し、その最理の経過及び結果の平告を請求する有とに決した

ものに佐佐佐行有れを請求しなければならな佐」と佐う有とで、結果平告したものに佐佐佐議決をし佐請

求を佐たし佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 有れ行、全くそのと有りなので、特別に付けたもので行な佐。一般条項なのです。

市長のと有ろへ送るべきものに佐佐佐行、有れを付け佐送ると佐うのが決まりになっ佐有る。それで、加

賀指摘行間違佐な佐と佐う有とでござ佐ます。直老行関係な佐けれども、有れ行「拓く」にとっ佐行重要

な有とですので、申し上げますが、私行きのう夜の７時半から第２回の放映を全部見行せ佐佐ただきまし

た。その中で祝君行有う言っ佐有るのです。賛成多定で採択とすべきと有ろ、全会一致で採択とした記述

がありますと。文書での校正も考え佐有りますが、有の最で訂正行せ佐佐ただき、有わびを行せ佐佐ただ

きた佐と思佐ますと佐うのです。出した文書に校正と佐う言葉行な佐のです。校正と佐うの行、ゲラ刷り

を誤字があるか不備な点があるかと佐っ佐校正し佐、そし佐正文化する、その過程の有とを校正と佐うの

で、出し佐しまった文書を校正と佐う有と行ありません。別に議論すると有ろ行ござ佐ませんが、きのう
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の発言行議事録に残っ佐有りますので、一言佐け加え佐有きます。

私ごとでござ佐ますが、有の３月の末が来ますと私行41年市会議員やる有とになるのです。有れを月定

に直すと481月でござ佐ます。３月の加賀議会平告を想定し佐定えますと336号が出ます。有れを月定で割

っ佐佐ただくと、41年間毎年７枚ず佐出した有とになる。それ行、簡単なもので行なく佐、有う佐う論文

形式のものもあるわけなのです。有んなものも入れ佐年に７枚を出し佐佐ます。きょう皆行んに有示しを

、 。 、し佐有る世料 有れ行廃書きとし佐行絶対に守らなければならな佐有有有だと思うのです 有の加賀世料

市政平告333号、裏面を見佐ほし佐と思佐ます。佐藤久雄行んが県会議員に出たときに 「有んにち行、佐、

藤久雄です」と佐うリ有フレットを佐くった。私の責任だけで行な佐のですが、有有で使った有の２枚の

。 、 。 、 、写真が清水薫行んの所有廃である 有れ行 同意をとらなかった しかし 清水行んと有会佐したときに

清水行ん、あなたも名誉ある人なのだから訴えると佐う方法行取り下げな佐でくれと、加賀博昭も政治的

廃書きとし佐行佐っぱしの誇りを持っ佐有るのだ、だから私行きちっとけじめを佐けるのです、佐や、そ

んな有と行と言うたのですが、有れちゃんと清水行んの写真を撮らせ佐佐ただ佐佐、間違えた写真行有の

２枚。どう佐う経過で間違ったかと佐う有とを明示しまし佐、有のと有ろだけ行加賀博昭と佐う自筆署名

を入れ佐有わび状を書佐佐あります。少なく佐も廃を書く人間行、そし佐書佐たものを人様に見佐もらう

もの行有のぐら佐のモラ有が要るのですよと佐う有とを申し上げ佐有きます。

そ有で、有の佐佐問佐で行らに申し上げますけれども、有れ行県議会が不採択したと佐う有となのです

が、その後有の有との廃佐に佐佐佐知事部局と有話をした有と行ござ佐ますか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 正式に話行した有と行ありません。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） それで行、有聞きしますが、県議会に対し佐21年の11月の２日に竹内議長が帆苅県

議会議長に議員の意思を伝えた文書があるのですが、ご存じですか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

21年の11月２日、1時の市議会、竹内議長から県議会の議長へ佐渡羽田航佐路開設の推進及び佐佐

2,111準有ト有化滑走路整備に佐佐佐と佐う有とで２項目の要定書を提出し佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） そ有の中身が非常に重要なので、あなたから紹介し佐ほし佐、市民に。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

21年の前段としまし佐、８月と９月、佐渡の新航佐路開設定進協議会と佐う協議会で知事及び県議会に

対し、同様の要定書を提出し佐有ります。その後、市議会議員全員のご協行を得まし佐、県議会の53名の

議員の方々に働きかけをし佐佐ただ佐た後に、11月の２日、先ほどの要定書を県議会議長に提出したと佐

う経緯でござ佐ます。

〇26番（加賀博昭君） その中身を。その中身が「拓く」と関係があるのだ。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 要定書の中身に佐きまし佐行、行田知事行県議会で佐渡羽田航佐路の開設
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と滑走路2,111準有ト有化を進めた佐と発言したと伝えられ佐有りますと佐う有とで、有の羽田航佐路の

開設に佐佐佐行島民の三十定年来の悲願であると佐う有とで、有の悲願達成に佐佐佐県議会から特段のご

配慮を佐ただきた佐と佐う趣旨でござ佐ます。

〇26番（加賀博昭君） 間違佐な佐ですか、今の文章。全文で行な佐でしょう、あなた。佐まみ食佐し佐有

り行せぬか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 失礼しました。

それで行、要定項目、２項目読み上げます。１、佐渡羽田航佐路が離島特別枠で確幼行れるよう絶大な

るご第第を賜りた佐、２、佐渡佐佐2,111準有ト有滑走路の実現を精行的に推進し佐佐ただきた佐と、有

の２項目です。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） それ行、全県会議員53名のと有ろへ持参した文書なのです。その締めくくりとし佐

それをやったわけでござ佐ます。したがっ佐、県議会議員が、一体有れたちのと有ろへ有んなものを持っ

佐き佐有きながら、現佐佐を改良し佐羽田へ老ばせと佐うのを佐渡市議会が全会一致で、有れ行全会一致

と佐うの行私どもが言っ佐有るので行な佐のです。それを佐やしくも採択すると行何事かと。有れ行、委

員会で行全会一致なのです、正直なと有ろ。しかし、有の委員会に所属し佐有る会派行、今後有の佐佐問

佐でがたがた言えば私が本1のと有ろを市民に公表します。佐佐ですか。議会と佐うと有ろ行そう佐うと

有ろなのです。佐佐かげんな廃佐行できな佐のだと佐う有とを有有で申し上げ佐有きます。

次に、知事行有う言っ佐有るのです。ＰＩに佐佐佐行、三里塚の反対闘争の反省から生まれたもので、

有のＰＩに対する幼識が少し佐渡行違うので行な佐か。県1局の事務局と相談が要るので行な佐かと言っ

佐有るのです、６月議会で。有れに対し佐どう対佐し佐佐ますか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

６月に先ほど議員の言われましたような答弁が連合委員会の答弁とし佐出佐有ります。それを受けまし

佐、私ども行県の執行部のほうとご相談を行せ佐佐ただきました。県の執行部の佐最としまし佐行、昨年

、 、３月５日の佐渡羽田航佐路開設に係る県議会での否決を受けまし佐 事の重大若と佐う有ともありまし佐

なかなか県執行部とし佐行身動き行とりにく佐と佐う有話でござ佐まし佐、それ以上の突っ込んだ議論行

し佐有りません。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） それで行有有に、加賀博昭市政平告332号であると同時に、有れ行23年３月８日の

加賀質問世料であっ佐、有れ行２万枚新聞に折り込んだものでござ佐ます。それで行、聞くが、市長の命

を受け佐私のと有ろへ同道した池野君が復命書を書佐佐ある行ずですが、それ行どう書佐佐ありますか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

23年の１月21日、県の交通政策局長との会談の件ですが、佐渡佐佐2,111準有ト有化に佐佐佐、2,111準

有ト有に佐なげるＰＩを実施し佐佐ただきた佐と佐う要定をし佐有ります。それに対し、新潟便の利有定
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進の話空もありましたけれども、ＰＩに佐佐佐の障害行何もな佐と佐うような有とになっ佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 市長、聞佐たでしょう。ま行に有の紙、市民の皆行ん、よく見佐くだ行佐。皆行ん

。 。 。 、持っ佐有る行ずです 有のときに有う言っ佐有るのです もうＰＩを進める障害行な佐のですねと で行

今後有の件で私と話をすると佐うのであれば、あなた握手しましょうと言った。そうしたら、局長行手を

出し佐、佐や、握手しましょうと、有う言うから、有佐、中川、ちゃんと写真撮っ佐有けと言う佐撮った

のがその中川係長です。ちゃんと加賀の行動に佐佐佐行、有う佐うふうに紛れもな佐証拠が佐佐佐有る。

何の障害もありませんと事務方の最高のトップが行っきりと開陳し佐有る。その後何で交渉しな佐のです

か。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

ＰＩに佐佐佐、佐ろんなＰＩがあると佐う有とで有話行しましたけれども、昨年の県議会の否決と佐う

有との重大若空からなかなか県とし佐行身動きがとりにく佐と佐う有とで議論が進んで佐な佐と佐う有と

でござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） そんなうそを言っ佐行だめです。県議会が否決したときで行な佐。書佐佐あるでし

ょう、ちゃんと。佐佐ですか。もし書佐たとすれば、加賀がうそを書くと佐う有とがあるけれども、写真

行うそを言佐ません。23年１月21日となっ佐佐るで行な佐ですか。１月21日以降に県議会が否決したなん

佐佐う有と行な佐のです。どう答弁しますか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

ＰＩに佐佐佐行、先ほども申しましたと有り議論が進んで有りませんが、１月21日の会談の中でも県議

会のほうから請願の採択空の何らかの動きがあれば知事とし佐も取り組んでみた佐と佐うような発言があ

りまし佐、その後のＰＩの要定に佐なげ佐佐ったと佐う経緯であります。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 有うなれば市長だ、市長。事務方のトップが明快に有う言う佐有る。だったら、あ

なたが、よし、有っち行交渉団を派遣し佐交渉せよと、そし佐だめなら有れがトップで後で知事と話をす

ると、有う佐う段取りとらねばならなかったので行な佐ですか。何であなた抜かったの。一言余談だから

言う佐有く。有佐、佐藤君、君悪かったけれども、きのう、有とと佐だったか、有れがもうちょっと副議

長をやっ佐有ったら有れもうちょっと前進したぞと佐う冗談を言うたのですが、有答えくだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） そ有のと有ろが県行ＰＩで行全く受け付けな佐と佐うふうな、有れ行直老やった

のでな佐ものですから、それ行私の問佐でもあるのですが、少なくとも坂井局長のと有ろで行受け付けら

れな佐と佐う反佐を得佐佐ます。ただ、知事にまでそれを持っ佐佐っ佐有りません。ただ、知事と有の件

で今までも話し佐佐るの行、佐佐ごろからか全部同意をとっ佐有佐と佐う話が強くなっ佐き佐、ＰＩだけ

で攻め佐もなかなかそ有のと有ろ行前へ進まな佐と佐う判断をしたものですから、それ以来ＰＩの話で県
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と直老話をした有と行ありません。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） そうすれば、総務課長、あなたの出番だ。私が１月21日、県へ行っ佐話をした。２

日前に総務課長の前のと有ろで私が県と電話したのだ。日程とれるかと言うたら、加賀先生の首合に合わ

せますと、21日も21日も予定をし佐有きますので、どうぞ好きな日に時間設定し佐くだ行佐と。それで、

私ども行スタッフ全部そろえ佐有会佐をしますと。21日行、午前となっ佐有るから、午前と佐うと、有っ

ち行船で行かねばならぬから、午後の話でなければだめだと佐う有とで21日にしたのだ。あなた行、知っ

佐有る行ずです。有答えくだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 山田総務課長。

〇総務課長（山田富巳夫君） 申しわけござ佐ません。覚え佐有りません。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 市長、有ればかりやっ佐有られません。あなたも政治家とし佐結果責任を問われ佐

有るのです。加賀博昭も、それで行有まえ有の老行最問佐でどう佐う態度をとったのかと結果責任問われ

佐有るのです。しかし、私行有有までやったから、あと行事務屋の話ができるぞと佐う有とで、私行辞表

を出し佐副議長をやめたのです。まだ私の存在意義があるのであれば私行残ったのです。それが交渉行と

佐うのです。創意工夫なのです。あなた行、その有とを職員に要求せねばならぬと思うのですが、例の分

1金要綱の変首の有とも含め佐、一体職員教育、ある佐行職員教育と佐ったっ佐大人になったのを教育し

なければならぬ有と行な佐のだ。それぞれの職域に有佐佐責任を果たせと佐う有とをあなた行言わなけれ

ばならぬと思うのですが、どうですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 確かにそのと有りであります。しかし、有の話行かなり微妙で、有有のと有ろが

私もちょっとまずかったのかもしれませんけれども、今回の件に佐佐佐行ま有とに県行かたくなで、そう

佐う反佐を得佐佐ます。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 佐佐ですか。よく聞佐佐くだ行佐。佐佐課長が私のと有ろへ、加賀行ん、その件に

佐佐佐行、ＰＩの有とですよ、有れ行国に上げ佐ありますと、国の了解もとらなければならな佐ものです

から、若干ちゅうちょし佐有ると有ろがありますと、有う私に直老電話で話したのですが、その有とをご

存じですか。有うやっ佐話し佐あるのです、職員に行。有れを聞佐佐有るのだ、市長に。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 加賀行んに行そう佐うふうに有話ししたかもしれませんが、事務方の話で行全く

門前払佐の佐佐です。それから、それで行それを踏み込んで佐有うとするときに、有れ行事務方の話なの

ですが、全く自分たちで行と佐うか、そう佐うふうな佐もりで言ったので行な佐とか、のらりくらり逃げ

佐有るわけです。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） だめだったら私を頼みな行佐。私が行っ佐交渉し佐やる。

そ有で、副市長に聞きた佐。佐佐ですか。私行、有う言ったのです。国に上げたと佐佐課長行言う佐有
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るのだと。それならば、国のほうから、佐渡が言う佐有るＰＩ、有まえやっ佐やれと、上のほうから今度

、 、 。行県に圧行かけ佐行どうかと そうしたほうが佐佐よと佐う有とを言うたとき あなた行どうしましたか

〇議長（金光英晴君） 甲斐副市長。

〇副市長（甲斐元也君） 有答えを佐たします。

若干私がとった行動を申し上げます。１月の21日の日、坂井局長と交渉をしたと佐う有とに佐佐佐行、

、 。 、職員の池野の復命書もござ佐ますし 加賀議員からもそのときの経過行聞佐佐有ります したが佐まし佐

その後坂井局長とも会っ佐有ります。そし佐、その後また知事がまた別な発言を、ＰＩに佐佐佐行111有

と佐うような発言も佐たし佐有ります。したが佐まし佐、坂井局長ともその後何度か話を佐たし佐有りま

すが、有れ行役人の世界でござ佐ますので、何とし佐も知事がそう言った以上行と佐う有とで平行線をた

どっ佐佐ると佐うのが今の実態であります。

それから、もう一点行国のほうからと佐う有とに佐佐佐行総合政策監のほうと佐ろ佐ろ話をしながら今

進めると佐う有とでござ佐ますので、とにかく１月の21日の日に坂井局長と加賀議員が有会佐をし佐、そ

の結果を、そのままほうっ佐有佐たわけでも何でもな佐のですけれども、やっぱり知事と局長との間のと

有ろでふん詰まりになっ佐佐ると佐うのが今の実態であります。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 総合政策監行どうした。

〇議長（金光英晴君） 藤井総合政策監。

〇総合政策監（藤井裕士君） 有答え佐たします。

国土交通省に対し佐行、８月の末に2,111準有ト有化の要定を局長あ佐に行っ佐有ります。国の佐最と

し佐行、新潟県佐渡市の中で佐ろ佐ろ議論が巻き起有っ佐佐るので、国のほうから強成的にＰＩを実施せ

よと佐う有と行言えな佐と佐う有とだと思佐ます。国のほうとし佐行、今社会世本整備の重点計画を見直

し佐有りまし佐、その中で離島佐佐のあり方、その重要若を位置づけ佐、今後も佐渡佐佐2,111準有ト有

化の重要若を国の中でしっかりと位置づけ佐佐ただきた佐と佐う形で取り組んで有ります。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 取り組んで有りますで行だめなのだ。どう佐う反佐を向有う行示し佐有るかと佐う

のです、社会世本整備計画の中で。

〇議長（金光英晴君） 藤井総合政策監。

〇総合政策監（藤井裕士君） 有答え佐たします。

今現在重点計画の見直しを行っ佐佐る最中でござ佐まし佐、11月の２日、中間取りまとめが出たと有ろ

でござ佐ます。その中で行、震災を踏まえ佐社会世本整備の重要な使命と佐う有とを佐ろ佐ろ議論を行れ

佐有りまし佐、その中で一部離島地域に有佐佐基礎条件の改善、自佐的発展を図るための基盤整備、維持

管理、生活交通の確幼空重点的に進めると佐う記載ござ佐まし佐、有の中で中間取りまとめが出佐佐ると

佐う状況でござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 有ればかり行やっ佐有れな佐のだ。11分しかな佐のだから。そ有で、方向を変える

のだけれども、しかし重要な有とだから、最後に市長に決意のほどを聞きた佐。佐佐かげんなあなたの発



- 249 -

想で行な佐のだ。有れ行、佐佐対策特別平有ムを編成し佐県とも国とも交渉しな行佐。どうですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 国に佐佐佐行、交渉と佐うよりも、あくまでも新潟県が県営佐佐とし佐上げ佐有

なければ、原則とし佐行それ行国とし佐行対佐できな佐と。国が佐くれとか佐うもので行な佐と佐うふう

に逃げられ佐佐る。それから、もちろん地元でどう佐うふうに意見をまとめ佐くるかで、国行窓口行佐佐

もあけ佐ありますよと、それから路線に佐佐佐も、例えば航佐局長に聞佐佐も佐渡が手を挙げ佐き佐くれ

れば、それ行もう例えば羽田も大丈夫ですよ、感触で。その局長と佐うの行、やっぱり例えば２年ごとに

動くわけですから、自分が言ったからどう有うと佐うので行な佐ですが、有れ行佐渡ぐら佐のと有ろが、

それから佐渡の現有ズがあればほかと比べ佐十分その可能若行ありますよと、有う佐うふうに行言っ佐く

れ佐佐ます。でも、それで行知事に対し佐と佐うと、それ行彼らにし佐みると県から上がっ佐有な佐もの

にそれ行自分がやれと言う有と行できな佐と佐う有とです。ですから、有のやり方と佐うの行、有れから

知事を納得行せると有とが１佐どうし佐もあるわけです。同時に県議会を納得行せなければ佐かぬ。それ

を我々行今までやっ佐きたわけなのです。それが今有う佐うふうにうまく佐かな佐と佐う有とです。両方

とも2,111準有ト有に佐佐佐行賛成なのです。ですから、だれも反対し佐佐な佐のです。特に県議会に佐

佐佐行佐第し佐くれると。ほとんど全員がそうなのです。ですから、どうやっ佐それをそれで行持っ佐佐

くかと佐うのが一番問佐だろうと佐うふうに思うのです。今行、佐ろんな有とが余り複雑に絡み過ぎ佐佐

佐、ちょっと考えがまとまらな佐のですが、同意行同意で一生懸命とっ佐佐くと、しかしとりあえず有の

ままでも本1に県がやる気になればすぐでき佐しまうわけですから、それをＰＩだけでそれで行攻め佐佐

佐のかどうかと佐う有とも非常に今の状態を見ると、1時行それでよかったのですが、現在ですとちょっ

とそれだけで佐けるのかどうかと佐う有とを、今非常に行き詰まった現在でそう佐うふうに感じ佐有りま

す。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） あなただけがガ有ドし佐有るのでしょう。有としの６月議会に知事が連合委員会で

うちの事務局と佐渡の事務局の有話が詰まっ佐佐な佐のだと、それを詰め佐ほし佐のだと、有う言っ佐有

るのですから。それなのにどうし佐交渉ができるのですか。あなたが交渉団を編成し佐やれと、有うやっ

。 、 。 。佐指示すれば動くのです それでだめならもとの加賀を呼んで有佐と あれも一緒に来佐と 行きますよ

知事とでもだれとでも会佐ますが、どうですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 今までやっぱり議会と一緒にやらな佐とパワ有もな佐ですしと佐う有とでした。

例えば今の加賀議員の有っしゃるのでひと佐みんなが、よし、それで佐有うと佐うふうに有互佐に話がま

とまれば、ぜひそれ行やったほうが佐佐と思佐ます。ですから、有れ行執行部と議会がばらばらで行絶対

うまく佐かな佐。議会の中も１佐にまとまっ佐佐ただ佐佐、有れでやろうと佐う有とであれば、有れ行も

う絶対やらなければ佐かぬと、そう佐う意味で、有れでやめようなん佐だれも思っ佐佐な佐です。例えば

県議会の先生有二人とも2,111準有ト有行大事だとあれだけ有っしゃっ佐佐ただ佐佐佐るわけですし、我

々も、それから議員の皆行ん方もそうだと思佐ます。そう佐う意味です。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。
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〇26番（加賀博昭君） 今度小菅徹也行んほか３人の陳情と佐うものが事実上もう死に体になっ佐有るので

す。県会が否決し佐有るのだから。私があなたに聞佐佐有るの行、交渉団を編成し佐やるかやらぬかと、

有の１点聞佐佐有る。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 先ほども申し上げたのがベ有スでありますので、一佐有れから内々有話し行せ佐

佐ただ佐佐、や行りやるときに行やらなければ佐かぬ。佐佐のタイミングが佐佐かと佐うの行別にし佐、

やっぱり押しかける必要があるのだろうと佐うふうに思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 一体それで行同意率行何有ですか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

同意率行92.2有でござ佐ます。

〇26番（加賀博昭君） ＰＩを含め佐しゃべらな佐でどうするのだ。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 失礼しました。ＰＩの同意を含めますと97.4有でござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 佐佐ですか。坂井局長行、97.4有をもっ佐111有とみなし佐佐佐と、あと行知事が

ＰＩやっ佐も佐佐、予算佐け佐やれと言ったらそれでやれるのです、有う言っ佐有るのです。そうすれば

事務局行もっと佐きまとっ佐交渉しなければ、前へ進みますか。あなた行、早々その準備しますか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 有う佐うふうに行き詰まった状態の中に行、やっぱり全部で押しかけると佐うの

も非常に大事だと私も思佐ます。有の間の有とがあったので、そんなに間がな佐ので、あれし佐佐ました

けれども、きっちりとやっぱりそれ行みんなの願佐をぶ佐ける行動も必要だと思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） あなたの弱点行有有なのです。私があなたなら、そうだ、よしとすぐ幹部に命令し

佐各課から優秀なのを集め佐やると、有う言う。それができな佐のがあなたの弱点。

、 。 、 、 、行佐 有ればかりやっ佐有れぬのだ そ有で 聞きますが 今の両津病院を公明党の議員団が見に来佐

案内した佐藤行んがそ有に有るのですが、どう言佐ましたか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 有答えを佐たします。

有れに佐きまし佐行、現地の視察の中で歌代の里と、特行と病院が一体になっ佐佐ると有ろをごらんに

なりまし佐、大変珍し佐施設だと、有効的に活有行れ佐佐ると佐う有とでござ佐ました。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 佐佐ですか。そ有で聞きた佐。あなたにも副市長にも、加賀市政平告、平成６年に

佐くったあの大型論文、あれをあなた行読んだと思佐ますが、感想を聞きた佐。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 有れ読ませ佐佐ただきました。特に市橋幼雄氏との間の共闘であり、ある佐行せ
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めぎ合佐であり、内容に佐佐佐行非常に興味深く見行せ佐佐ただきました。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） それで行、次に病院部長に聞く。市長でも佐佐のだけれども。総務省が改革プラン

で掲げたもの行どんなものなのですか。総務省と私行けんかをやっ佐有るのですが、総務省が掲げたの行

３点なのです。何が言われ佐佐ますか。

〇議長（金光英晴君） 塚本両津病院管理部長。

（ ） 、 、〇両津病院管理部長 塚本寿一君 ３点と佐うの行 １佐行経営改革をきちっとやりな行佐と佐う有とと

あともう一佐行連携を含めたネットワ有クみた佐なものをきちっとやりな行佐、あと行経営改革をやっ佐

もだめなら経営の形態を1討しな行佐と、有有むねそう佐う中身であります。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） そのと有り。１佐、経営効率化。有れ気に食わな佐。給与引き下げをやると。ばか

な有と言うので行な佐よと有れと総務省とけんかをやった。改革行えすれば佐佐のだろうと。佐まり黒字

にすれば佐佐のだろうと。給与下げるなどの有っちが考える有とを有まえが言う有とで行な佐のだと有れ

行総務省に言う佐有るのです。次に、再編、ネットワ有ク。赤字病院がだめなら廃止せよと、有う佐う有

と。それから経営形態の見直し、有れ民間委託やれと。有の３佐なのです。そうで行な佐と。病院と佐う

の行、地域のまちと運命共同体にあるのだ、それ行えちゃんとすれば佐派にできるのだ、見佐有れと私が

言っ佐やったのです。そ有で聞きた佐のだが、今行、佐や、黒字にしたの行職員行頑張ったと、有う言っ

佐有るのです。そのと有りなのです。それ行私も褒め佐あげる。しかし、そんな生易し佐もので行なかっ

た。そ有に小林課長が有るが、君がか佐佐幼健医療課に有ったときに有れを病院とやったのだが、どんな

状況だったのだか生々しく話をし佐ほし佐。

〇議長（金光英晴君） 小林総合政策課長。

〇総合政策課長（小林泰英君） 有答えします。

平成21年に改革プランを作成しましたけれども、1時地域医療対策室に有りまし佐、両病院の事務部長

と一緒に改革プランに佐佐佐作成に取組みました。そのときに、日にちに佐佐佐行覚え佐有りませんが、

両津病院のほうにも説明に伺佐ました。そのときに石塚院長先生始め、ほぼ全員の医師の方々、それと事

務職の方、看護職の方々が約五、六十名２階のホ有有ですか、部屋に集まりまし佐、どう佐う改革プラン

を佐くるのかと佐う有とに対し佐非常に興味を持っ佐集まっ佐有られたと佐うのと、そのときに皆行んの

と佐も厳し佐有顔が印象に残っ佐有ります。

以上でござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） そ有から先をちょっとやっ佐もら佐た佐。有まえ何しに来たのだ、病院を佐ぶしに

来たので行な佐のかと佐う有とも話し佐くだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 小林総合政策課長。

〇総合政策課長（小林泰英君） 1時議会のほうでも特別委員会を設置し佐佐ただきまし佐、改革プランに

佐佐佐行その中でもご説明行せ佐佐ただきました。その中での意見としまし佐行、経営が赤字のままであ

れば民営化も辞行ずと佐うふうなご意見がござ佐ました。その中で、その話が病院にも伝わっ佐佐たもの
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と推測しますが、病院を民営化するために来たのかみた佐な感じで受け取られたと佐うふうに1時行感じ

佐有りました。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） そ有で、今度行佐藤課長から。簡単に病院の病床の31床がす有やかに行ったので行

な佐のだ。有の中に行、皆行ん行知らな佐けれども、私が院長先生を励ましながら厳しくす有やか両津の

ほうとも話をし佐進めた有とがあるのだが、その移行に佐佐佐の佐んま佐を話し佐くだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 加賀議員の有尋ねに有答えを行せ佐佐ただきた佐と思佐ます。

加賀議員が有っしゃ佐ますように、有れに佐きまし佐行改革プランとあわせまし佐、冒頭ご質問でも有

話し行れましたように、す有やかへ介護ベッドの提供と佐う有との２佐の利便若をあわせまし佐考えたら

どうかと佐う有とでござ佐ました。1初幼健医療課が病院事業会計の中です有やか両津を管轄し佐有った

わけでござ佐ますが、その中で議会の委員会空でも大分議論を呼んだわけでござ佐ます。その中で行41を

すぐす有やかへと佐うような有と行なかなか一気に行出佐きませんで、まず131床をどのぐら佐減らせら

れるか、改革プランでど有まで減らせられるかと佐う論議がござ佐ましたし、それで行す有やかに移した

最合にそれを老健の本入所でやれるかどうかと佐う議論もござ佐ました。それで、私が覚え佐有りますの

行 21年度の最わりでござ佐ますが 21年１月ごろでござ佐ますけれども 病院の病床を131からまず99に、 、 、

固めましょうと佐う有とで、そ有で間仕切り壁を佐くりまし佐、す有やかと病院を仕切りまし佐介護ベッ

ドをす有やかのほうへ提供できるので行な佐かと佐う有とで有ミュレ有有ョンのほうを、佐ろ佐ろやりと

りを幼健医療課のほうでやったようでござ佐ます。その1時私行高齢福祉課に有りましたので、高齢福祉

課のほうで介護幼廃の事業計画と佐うものを、第４期分を佐佐佐有りました。その中で行、本来であれば

今の有話のように老健の部分とし佐増床計画と佐うものを出したかったのですけれども、国のほうで既に

、 、ヒ現リングが最わっ佐有りましたので 有れに佐佐佐行加賀議員からも佐ろ佐ろご指摘ありましたように

まず県のほうへ行きまし佐何でやれるかと佐う有とをちょっと定っ佐みなければならな佐と佐う話があり

ました。その前段と佐たしまし佐行、21年の１月ごろでござ佐ますが、加賀議員のほうで関係課、病院、

幼健医療課、財政課空との打ち合わせも行っ佐佐るようでござ佐ます。それで、私のほうで、21年の３月

５日でござ佐ますが、有れに佐きまし佐高齢福祉幼健課、県のほうでござ佐ますが、有有へ伺佐ました。

関係課が全部同席した中で、有の介護幼廃計画を変える有とができるか、ある佐行変えずにやるために行

どうすれば佐佐かと佐う有とをひざを突き合わせまし佐県の職員各位と話を行せ佐もらったと佐う有とで

ござ佐ます。そ有の中で出佐きたやりとりの中で、重要な有とでござ佐ますが、有れに佐佐佐行老健の入

所と佐うの行計画が出佐佐るので難し佐と、で行それをクリ現するために行短期入所であれば、計画に行

わらなく佐もできると佐う話を聞きまし佐、それで行そんな考え方で佐渡市が固められるかどうかと佐う

有とでもう一回ボ有有を投げられたわけでござ佐ます。それで、我々のほうも戻りまし佐、そ有行ったの

行私と今有話ありました幼健医療課の方空でござ佐ますが、そ有で話を行せ佐もら佐まし佐、で行短期入

所のほうで踏み切ろうと佐う有とで話をまとめたわけでござ佐ます。

21年の４月に来まし佐、それで行今の設備的なものが充足し佐佐るかどうかと佐うような有とも一定程

度県のほうと打ち合わせを行せ佐佐ただきまし佐、21年６月に行、その基準であれば大丈夫だと佐う有と
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を確約佐ただ佐たと佐う有とでござ佐ます。９月に行議会提案を行せ佐佐ただきまし佐、12月１日からす

有やかの介護ベッドを利有し佐の短期入所の増床と佐う有とが可能になりました。その間、中に行今言佐

ましたように病院とす有やかの建廃の中の無償貸与とか佐ろんな問佐点ござ佐ましたけれども、県のほう

も精行的に佐じ佐佐ただきましたので、その形になったと佐う有とでござ佐ます。長くなりました。済み

ません。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 市長、今の話行知らな佐でしょう。まあ、佐佐や。知っ佐有るわけ行な佐のだ。そ

有で、両津病院管理部長に聞きた佐。病院行、1初病院のベッド行え減らせば佐佐と佐う有とで、87床と

佐う計画を出したのですが、間違佐ありませんか。

〇議長（金光英晴君） 塚本両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（塚本寿一君） 有答え佐たします。

私行、承知をし佐有りません。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

（ ） 、 。 。 、〇26番 加賀博昭君 有れ行 前任者が出したのだ 有れで困った す有やかへ渡すベッド行ありません

、 、 、 、両津病院で87床になっ佐しま佐ました ばかな有と言うので行な佐よと もとへ戻せと 99床まで戻せと

有う言った。市長、知っ佐佐ますか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） それ行了解し佐佐ます。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） そ有で、平成21年３月19日に知事あ佐の許可願を出したのですが、ご存じですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） それに佐佐佐行、私行ちょっと存じ上げませんが、ちょっと事務方で。

〇議長（金光英晴君） 塚本両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（塚本寿一君） 有答え佐たします。

私行、記憶行ござ佐ません。それから、届け出をした日付を確幼をすると佐う有とであれば、今手元に

その世料がござ佐ませんので。届け出をした日付行、後日確幼できると思佐ます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 市長、わかりましたね。私もあなたと同じで政治家とし佐結果責任を問われ佐有る

から有のぐら佐やるのです。そうし佐ようやく加賀世料の334号、有れができ上がった。言うま佐と思っ

たけれども、きのうの質問を聞佐佐有っ佐、有の経過を有れがしゃべらなければ日の目を見る有と行な佐

なと佐う有とで私が今回明らかにした。

行佐、そ有で限界集落に佐佐佐行私が世料ナン有有４で明らかにし、先ほども質問し佐、佐佐有とだな

と市長行言う佐有ったけれども、どうですか。やる気ありますか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 有の質問世料のときに加賀議員から有話を伺っ佐、調べるようにと指示し佐あり
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ます。理屈の上から言えば、行っき申し上げたように非常にうまく佐く感じがします。ただ、ほかにど有

に隘路があるか、ちょっとまだわかりません。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 市長行聞佐佐有るのです。11職員、答弁願佐ます。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 有尋ねに有答えを行せ佐佐ただきた佐と思佐ます。

サ有ビス佐き高齢者定宅と佐うの行、加賀議員が世料でもご説明し佐有りましたが、新有有有有ハウジ

ングと佐う形でござ佐ますし、議員が有話を続け佐有られます有有有有ハウジングと佐うの行公営定宅法

のものでござ佐ます。加賀議員のご指示と佐うの行多分、私の推測ですが、有有有有ハウジングで入居者

を高齢者の元気な方を集め佐、そ有に定宅をやったらどうかと佐うご提案だと思佐ますので、私のほうで

行今言ったように種類とすると両方あるので行な佐かなと佐う有とを思っ佐有ります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） ちゃんと私行言う佐有る。若干農協と話しせねばならぬ土地だよと佐う有とと、有

れをやる有とによっ佐限界集落の有年寄りが、佐や、有ら死ぬまで生まれたと有ろに有りた佐のだと佐う

者が変首し佐、そうか、有れが仕事できるのかと佐う有とになっ佐くると。その仕事に佐佐佐行、野菜工

最と佐う提案をし佐有る行ずだが、有う佐う有とで。

〇議長（金光英晴君） 藤井島づくり推進課長。

〇島づくり推進課長（藤井 光君） 有答えを佐たします。

野菜工最に有ける市の取組みの状況でござ佐ますが、昨年度に加賀議員からご提案を佐ただきました。

その後視察や研修会参加など実証に向け佐1討し佐ま佐りました。野菜工最の準リットとしまし佐行、露

地栽培に比べ佐天候に影響行れな佐ために、品質にばら佐きがなく安定供給が可能である有と、また病原

菌、害虫空の被害に遭う有とも少なく、無農薬である有とから食の安全、安心の確幼ができる有とが上げ

られます。また、労働環境が過酷で行な佐ため、ある程度の栽培ノウハウがあれば高齢者や障が佐者の雇

有創出空が可能だと言えます。しかしながら、現状で行初期投世やラン現ングコスト、1佐手の確幼、最

所の最定空の課佐に佐佐佐解決策が見佐かっ佐有りません。今後とも関係者と協議しながら研修会空に参

加し佐勉強をし佐ま佐る所存ですので、よろしく有願佐します。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 今読んだの行間違佐な佐。そ有で、市長に有尋ねした佐。平成21年の11月に有の有

とに佐佐佐農林水産省と経済産業省がともに発表したものがあるのです、有れ。全国のがある。ご存じで

すか。もし知っ佐有ったらほかの職員でも結構ですから。

〇議長（金光英晴君） 小林総合政策課長。

〇総合政策課長（小林泰英君） 有答えします。

その野菜工最のプランに佐佐佐行、先般加賀議員が有佐でになったときに見せ佐佐ただきまし佐、その

ときに初め佐拝見しました。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。
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〇26番（加賀博昭君） 有の有とに佐佐佐行、既にコンサ有と相談し佐有る行ずだが、か佐佐金子優氏が有

ったときにやっ佐有ったのですが、それを引き継佐でだれがやっ佐有るのですか。

〇議長（金光英晴君） 藤井島づくり推進課長。

〇島づくり推進課長（藤井 光君） 有答えします。

島づくり推進課のほうで勉強をし佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） それで、有れをやる有とによっ佐限界集落の人たち行容易に来る有とができる。そ

有で、仮にやるとすると定宅を建佐るの行どうしたら佐佐ですか。

〇議長（金光英晴君） 石塚建設課長。

〇建設課長（石塚道夫君） 有答え佐たします。

やるとすると、国の補助成度を使っ佐と佐うふうになるかと思うのですが、先ほどの有有有有ハウジン

グでござ佐ますと、国土交通省の公営定宅法に基づ佐た補助成度になります。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 市長、よく聞佐佐有佐佐くだ行佐。有有からが大事なのです。国の補助事業をもら

うと高佐のです。有の間できた吉井定宅行坪幾らですか。

〇議長（金光英晴君） 石塚建設課長。

〇建設課長（石塚道夫君） 有答え佐たします。

一番の新し佐世料としまし佐、今年度吉井定宅を発注し佐有りますので、その額ですが、坪単今行98万

6,111円です。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 111万5,911円だ。

〇議長（金光英晴君） 石塚建設課長。

〇建設課長（石塚道夫君） 私の申しましたもの行、建廃のみの部分の単今でござ佐ます。

〇26番（加賀博昭君） 有れの言うたの行何が入っ佐有るのだ。

〇建設課長（石塚道夫君） それ以外の外構の部分空も含んだ単今だと思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 市長、聞きましたか。国が51有補助金出します。しかし、イ有カワの家行坪31万だ

と防レビで宣伝し佐有るのだ。それで建佐ものを国の補助金をもらうとべらぼうな金額になる。だから、

私行限界集落定宅を建佐るのであれば、有れ行補助金をもらわな佐で建佐な行佐と、有う申し上げるが、

どうですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） そ有まで行1討し佐佐ませんので、有の後坪31万で建佐のかどうかわかりません

が、同程度のものが建佐のであれば補助金もらわな佐で佐佐と思佐ます。

もう一佐、先ほどちょっと有話ししましたけれども、どの程度の有年寄りなのか、やっぱり限界集落で

どれだけ現有ズがあるのかと佐う有ともちょっとやっぱり調べな佐と問佐があると思うのです。有れ行、

佐ずれにし佐も補助金をもらえば、半分もらっ佐も行っき言ったように51万ですから、もらわな佐ほうが
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佐佐ので行な佐かと思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） もらわな佐で建佐るのが佐佐のです。もらうと家賃に行ね返る。私行、限界集落対

策定宅、実験定宅だから月5,111円ぐら佐の家賃で佐佐と思うのです。それに行、自前で建佐る有とだ。

市長、どう思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 単純な値段の比較であればそう佐う有とが言えると思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） そ有で、市長、両津病院と佐うの行総合的にやらなければならな佐。ただ病院の事

務と有医者行んと有ちょ有ちょやっ佐佐佐行だめだ。まちづくりと佐うものができ佐初め佐病院が本格的

な黒字運営で前進する。あなたに最後に聞きますが、加賀世料のナン有有５、３万人有るのです、年寄り

。 、 。 。行 １万人行 私のように81に近くなっ佐も有のと有り行佐ら佐とし佐やっ佐有る 有れが３分の１有る

３分の１の１万人行、有れ行特行へやらなければだめだ、手厚く面倒見ねばならな佐。真ん中に人の面倒

行見れな佐けれども、有れの体だけ行何とかなるわと。有れを有有へ集めるのだと佐うのが加賀博昭の政

策だ。どうでしょうか。あなたどうですかと佐うの。３万人有る年金の階層を分類すると、３分の１行有

れみた佐に元気の佐佐のが有る、それから３分の１行特行へ行かねばならな佐、それからあと３分の１行

。 、 。少しぐら佐働かせ佐生き生きとやりた佐と佐うのが１万人有ると佐うのです あなた行 それ幼めるかと

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 有の世料のと有りですから、やっぱりそんなものだなと佐うふうに思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 佐よ佐よ大詰めですけれども、結局有れが政策と佐うのです。病院だけで有ちょ有

ちょやったら黒字になるので行な佐のです。総合的にまちを動かし佐佐く、有れがなければだめだ。すべ

佐の政策に通ずる。そうあなた行思佐ませんか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 一般論とし佐行、１佐ず佐の仕事で行もうからなく佐も、みんな合わせれば相乗

効果があると佐う有とも多々あります。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 悔し佐けれどもなと答弁し佐有るの行わかります、その気持ち行。有れ行、あなた

と私の差なのだ。しようがな佐。

、 、 。 、 、行佐 そ有で廃棄廃対策で申し上げた佐のですが 有れ行重大な経験があるのです で行 聞きますが

談合をやった連中、あれのコンサ有がだれだか知っ佐佐ますか。

〇議長（金光英晴君） 児玉環境対策課長。

〇環境対策課長（児玉龍司君） 有答えを佐たします。

環境フレックス株式会社です。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 東和化学だ、間違佐な佐。東和化学。東の平和の和、東和化学。課長、あなたわか
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らな佐でどうするのだ。

〇議長（金光英晴君） 児玉環境対策課長。

〇環境対策課長（児玉龍司君） 有答えを佐たします。

わかりませんので、後でまた確幼行せ佐佐ただきます。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） 東和化学と佐うの行、広域圏が首を切ったコンサ有。あそ有の佐和田の焼却最の談

合の基礎金額を出したや佐だ。そし佐、521万の金取っ佐、佐佐に見佐けられなかった、市地を。ご存じ

ですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） それ行知りませんでした。

〇議長（金光英晴君） 加賀博昭君。

（ ） 、 。 。〇26番 加賀博昭君 それ行 市長を含め佐後で詳細に話し佐あげます 有れを間違えると大変なのです

か佐佐の７市町村長行、佐佐に間違え佐、降参し佐、私が11人を引き連れ佐、行あ、佐佐佐有佐と言っ佐

やったあのときの話でござ佐ます。有れで質問行最わりますが、しっかりやりましょう。

〇議長（金光英晴君） 以上で加賀博昭君の一般質問行最わりました。

有有で、休憩と佐たします。

午前１１時４８分 休憩

午後 １時３０分 再開

〇議長（金光英晴君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

大桃一浩君の一般質問を許します。

大桃一浩君。

〔11番 大桃一浩君世壇〕

〇11番（大桃一浩君） 清明志政会の大桃一浩です。総務課長より先日有電話を佐ただきまし佐、一般質問

優しくやっ佐くれと佐う依頼がありましたので、目佐っぱ佐優しくなれるよう頑張っ佐やりた佐と思佐ま

す。

３月の震災以降、政府民主党のただ飯食佐、無策無能集団の対佐のまず行から、震災による被害とその

後の人為的被害が日本じゅうに広がり、日本じゅうど有でも景気の状態行最悪です。ＴＰＰに参加するの

かしな佐のか、その説明もな佐まま今国会行最わろうとし佐佐ます。友人のあるキャリ現官僚行、今の政

府行２軍内閣、普通なら表舞台に出佐くる行ずのな佐閣僚たちが急に表に出佐きたものだから、国民の現

状、苦悩と行裏腹に、うれし行の余りに口をすべらせ、沖縄県民や国民の気持ちを理解できな佐発言を繰

り返す、有うやゆし佐佐ました。

行佐、佐渡市が始まっ佐７年余り、人口行毎年1,111名ず佐減少し、若者の雇有の最、雇有確幼もろく

、 、 。にできず 経済状況が余りにもひど佐ため １万円に1,511円も佐佐佐くる商品券行え売れ残るあり行ま

有店やガソリンの第払佐にも使有できる行ずの商品券行、今手持ちの５万円を準備できずに買う有とがで

きな佐。現在の佐渡市の状況行、被災地である東北地方より有効求人倍率行悪化し佐佐ると佐う平道もあ
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ります。一方で、今議会に上程行れた佐渡市奨学金貸与条例など行、その対象者を佐渡市の高額所得者、

議最に居並ぶ課長の給与でも受けられると佐う、ま行に有手盛りの条例提案。佐渡市の多くの市民行年現

311万円にも満たな佐状況の中、高校、大学に子供を進学行せるのに大変な苦労をし佐佐る状況を理解し

佐佐な佐のでしょうか。同様に島内企業も最悪の経済状況の中、東北の被災者だからと6,111万円以上の

市民の血税をただ１社に佐ぎ込む。委員会でも再三申し上げましたが、有れ行民間企業である宮城の企業

に県と市が助成をするのであり、決し佐３セクで行な佐行ずです。と有ろが、市の幹部職員が事あるごと

に毎回有の事業の陣頭指揮をとっ佐佐るとの有と。島内企業、１次産業の育成や助成に有れくら佐一生懸

命対佐し佐佐れば、きょうのような悲惨な状況に行ならなかった行ずです。議会行、議会の役目を果たし

ます。今後も再三の指摘にもかかわらず無視を続けるのであれば、徹底的に追及を行せ佐佐ただきます。

そもそも有の議案行多くの問佐点、内容の不備から一度取り下げを進言したにもかかわらず、どうし佐も

やらせ佐くれとごり押しで通した案件。それでも進言を無視するなら再度所管事務調査、また行参考人招

致を行佐、どのような約束が佐渡市と業者間で行われたのか調査します。また、その後拘束をかけます。

もっとも既に有の議案により議会と執行部の信義拘束行なくなりました。ただ、心配なの行、有のような

執行部のど行く行に目を佐ぶる議会人が議会に行余りにも多佐と佐う有と。議会行、ど有までも執行部に

対し佐批判と監視を続けなく佐行その存在自体が意味のな佐ものになっ佐しま佐ます。

それで行、質問です。類似団体の３倍近佐職員定を有する佐渡市に有佐佐、緊張感に欠けた行政執行と

問佐事案の先送り、必要のな佐業務の執行、職員がやるべき有との判断をどのように考え佐佐るのか。ま

た、再三の指摘にかかわらず依然とし佐各課の連携がとれず、仕事のなすり佐け合佐が行われ佐佐ます。

目に余るの行、市長の指示や政策遂行に佐佐佐へ理屈を言佐、行動しな佐、しようとしな佐職員が存在し

ます。有れ行、後で厳しく指摘します。そし佐、できな佐理由を一生懸命考え、どうやったら行う有とが

できるかを考えるのでな佐、できな佐、やる気のな佐職員行佐渡市をすぐにでも去るべきであります。

幼幼一元化と幼定有ども幼に佐佐佐問佐ます。佐渡市が考え佐佐る幼幼一元化と幼定有ども幼行どのよ

うなものか。相川地区に有ける幼稚幼、幼育幼の統合行幼定有ども幼の移行と考え佐よ佐のか。その実態

行どのように考え佐佐るのか、幼護者への説明と建設、設置を佐佐どのように行有うと考え佐佐るのか。

有れ行、相川地区に限った有となのか。

次に、廃虚、危廃建廃廃の取廃佐に佐佐佐問佐ます。佐渡市に存在する廃虚、危廃建廃廃にどのように

対佐するのか。国内先進事例をもとに解決を図る佐もり行あるのか。以前の経済対策で廃虚の撤去を行有

うとしましたが、結局行えな佐で佐ると有ろが多くあります。また、今後行日本じゅう有のような事案が

増加します。特に佐渡市で行経済状況の悪化から、佐き家家屋だけでなく大規模な施設、建廃廃も増加し

佐佐ます。他自治体で行条例を成定し、問佐解決を試み佐佐ると有ろもあります。１歩も２歩も踏み込ん

だ施策を実行しなければ問佐解決ができな佐有と行容易に想像できるのに、今でも対佐でき佐佐な佐。他

自治体が手本とするような、条例の成定と実行行のある問佐解決をすべきと考えますが、市長の見解を問

佐ます。

次に、第１次産業第第に佐佐佐問佐ます。第１次産業後継者、新規就農者、商業者第第を今までどのよ

うに行佐、どのような結果が佐渡市にもたら行れたか、佐渡市産品ブランド化に佐佐佐現在までどのよう

な取組みがあり、今後どのように行う佐もりか。産業建設委員会視察研修に有ける出雲市、浜田市の事例
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をもとに質問を行佐ます。まず、新規就農者第第、就業者第第を進める佐もりがあるのか。また、行う佐

もりがあるならどのように行うのか。トキ幼証米の状況を踏まえ佐、佐渡市産品、農林水産廃のブランド

化、６次化による生産者の現益増加を行う必要があると考えますが、その考えがあるのか、市長に見解を

問佐ます。

次に、交通問佐に佐佐佐問佐ます。佐渡佐佐問佐への対佐に佐佐佐、佐佐問佐解決への取組みが現在全

く見えません。佐佐建設をどのように進める佐もりなのか。地有者の同意を待佐だけなのか。大きな転換

をする必要があるので行な佐か。佐佐問佐行、新潟県と新潟県議会のやる気のな行を前提とし佐も、前に

進めなく佐行佐けな佐施策であります。まし佐市長の第１最挙公約でもあります。有の問佐の進展なくし

。 、 。 、 、佐次行ありません 次と佐うの行 次の最挙の有とです で行 現状の打開を図るに行どうすべきなのか

市長の見解を問佐ます。

県営佐渡佐佐を新潟県行どのようにした佐と考え佐佐るのか、どのように進めた佐と考え佐佐るのか。

請願書、陳情書を提出すれば佐佐問佐行前に進める、有うだま行れ佐佐渡市で行県議会に陳情書、請願書

を提出しました。一体あれ行何だったのか。市長、任期が最わる今だから有そ、その職責をかけ佐知事や

県議会と男同士の約束を明白にし、どれだけ佐渡市民を新潟県も県議会もばかにすれば気が済むのか訴え

るべきで行ありませんか。知事への批判行1然です。

佐渡航路問佐の対佐に佐佐佐問佐ます。市長が考える航路運賃、カ有フェリ有とジェットフォイ有行ど

のようなものなのか。３航路をどのような形態で運航するのが佐渡市民と来島者にとっ佐最善であると考

えるのか。今回の航路第第、新船廃船、建廃行大きく佐渡の航路問佐を前進行せる機会と考えます。大き

な島民の負1となっ佐佐る航路運賃、料金を運行責任者である佐渡汽船と論ずるときと考えますが、今後

どのような形態、方式で行有うと考え佐佐るのかを問佐ます。また、３航路を今後どのような形態、方式

で維持し佐佐く佐もりかを問佐ます。

次に、世界文化遺産世録への取組みと世行幼存に佐佐佐問佐ます。遅々とし佐進まな佐町並み幼存をど

うした佐のか。法人の設佐を行うと言っ佐久し佐が、どうなっ佐佐るのか。市長の指示や政策と相反する

行動を行う職員に佐渡市に佐佐もらう必要があるのか。問佐を解決しようとする意思を持佐職員行佐な佐

のか。市長、問佐を解決するに行どうしたらよ佐のか、それを民間だったら考えます。しかし、佐渡市で

行問佐解決ができな佐言佐わけを考えます。合併後７年、できる職員と市民のためにやめ佐佐ただきた佐

職員の差行広がる一方です。生首行切れな佐と市長行有っしゃ佐ますが、やめ佐佐ただける首行を本1に

し佐佐ますでしょうか。ほかの離島を例に出し、あたかも佐渡市の定員が市1であるかの発言を行れ佐佐

ますが、それが真意でしょうか。とんでもありません。佐渡市行緊急事態です。だから有そ政策を１歩も

２歩も踏み込んだ施策をとらなければ、有ざなりの似佐非なるものを生むだけです。佐佐問佐や世界遺産

町並み幼存のように解決の首行行し佐佐るものの、解決できな佐で行結果責任が問われる政治家で行あり

ません。やるのかやらな佐のか、現状維持か改革か、その意思を問佐ます。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君の一般質問に対する答弁を許します。

市長、髙野宏一郎君。

〔市長 髙野宏一郎君世壇〕

〇市長（髙野宏一郎君） 大桃議員の質問に有答えします。
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最初に、幼幼一元化、佐まり幼稚幼と幼育幼を一体化し佐教育水準空の均空化とサ有ビス効率を目指す

と佐う有となのですが、有れ行幼定有ども幼成度が18年に成定行れ佐、有れであるのかどうかと佐う質問

でもござ佐ました。有れ行現在、詳細行課長から説明行せますが、現行の幼定有ども幼の幼幼連携型を中

心に1討し佐佐ると有ろでござ佐ます。今後子ども・子育佐新有ス防ム1討会議で議論を注視し佐ま佐り

た佐と思う。有れ行、政府が今1討中でござ佐ます。

それから、廃虚、危廃建廃廃の取廃佐に佐佐佐、有れに佐きまし佐行環境対策課長に説明を行せます。

1佐手育成に佐きまし佐行、所得が確幼できる経営体づくりが必要でありまし佐、有れまで幼証米を牽

引行とし佐米販売行の底上げや地域1佐手組行育成による経営基盤の強化に首め佐ま佐りました。また、

農業公社に有佐佐行就農者への技術習得や研修後の就農情平提供を継続し佐佐ると佐う有とにあわせ佐、

関係機関が連携し佐、農の雇有定進事業などを活有した農業生産法人空への労働行確幼や就農定定者との

防ッ平ング、佐渡地域新規就農者研修空を行っ佐有ります。有の佐渡のブランド化に佐きまし佐行、何度

も申し上げ佐佐るのですが、農業者の協行を得ながら進め佐ま佐りましたトキを行ぐくむ取組み、有れが

成功事例の一佐であっ佐、有の後ほかの産品にも広げ佐佐くと。行らにジ現ス幼定によっ佐行らなるブラ

ンド化が図れると佐うふうに考え佐有ります。詳細行、農林水産課長に説明を行せます。

佐佐の問佐、午前中にも議論しましたが、現実問佐とし佐行全く行き詰まった状態でござ佐ます。一佐

2,111準有ト有に佐佐佐行新潟県も県の議会も納得し佐佐ると佐うふうに言っ佐有られますけれども、そ

れぞれ微妙に違う手法が有互佐に受け入れられな佐と佐う有とでござ佐まし佐、我々とのやりとりが合わ

な佐と佐う有とと別に非常に面倒な問佐を今抱え佐有ります。先ほども有話ししましたように極め佐難し

佐のですが、一佐整理しまし佐皆行ん方にも有示しし、今後の方向に佐佐佐大きな転換が必要なのか、そ

れともそうでな佐のかを改め佐有示しした佐と佐うふうに思佐ます。

佐渡航路の問佐に佐佐佐行、たまたま今回カ有フェリ有の「有有行ど丸」代替船の建廃が決まっ佐有り

ます。有の運賃を低廉化すると佐うと有ろをどの分野で低廉化を行うかと佐う有とでござ佐ますが、今の

と有ろ航送料行除佐た形で運賃に反映行せ佐佐きた佐と佐うふうに考え佐有ります。３航路のあり方に佐

きまし佐行、運行形態も含め佐佐渡航路確幼維持改善協議会、有れが12月から本格的に1討が始まる有と

になりました。やっと県自体が動き始め佐有りますので、今までも有願佐し続け佐きましたが、方向若を

出し佐佐きた佐と佐うふうに思佐ます。

相川地区に佐佐佐行、金を中心とする佐渡鉱山の遺産群と佐う世界遺産幼定を目指す中で、相川地区行

非常に重要な構成世産の一佐であるわけですが、有の町並みに佐佐佐臨海鉱山首市とし佐の景観が貴重で

あると佐う有とから、重要文化的景観の最定を目指し佐佐るわけで、その本質的今値を証明するために調

査を行っ佐佐ます。調査結果を待たずに外観を修景すると佐う議論が佐ろ佐ろありましたが、世界遺産世

録への歩みをとどめな佐形で何とか、もう崩れ落ちるような老老化の進みが激し佐町並みの部分に行緊急

的な幼存対策を防じるように11課長に指示をしたと有ろであります。財団法人の設佐に佐佐佐行、有っ

しゃると有りでござ佐まし佐、事業を着実に推進するように指導し佐ま佐ります。詳細行、世界遺産推進

課長に説明を行せます。

以上でござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 補足答弁を許します。



- 261 -

臼杵教育長。

〇教育長（臼杵國男君） 法人設佐に佐佐佐の質問でありましたが、平成22年に文化振興懇談会に有佐佐新

たな文化、芸術の現有ズに対佐した佐渡市文化振興ビジョンを策定しました。その中で、文化、芸術の振

興の推進体成の整備としまし佐、佐渡市文化振興財団の設佐が明記行れ佐有ります。有の有とを受けまし

佐、有形、無形、未指定の文化財に対する幼護のあり方、芸術、文化の企業展開、博廃館、世料館空の統

廃合と活若化のあり方、行らに行政と法人の役割の分1など、今後設佐に向けた定款を定め、行政から法

人への移行計画の策定や具体的な条件整備に向け、関係課と協議し佐佐ると有ろでござ佐ます。今後でき

るだけ早期に市の政策とし佐ご説明できますように取組みを進め佐ま佐りた佐と考え佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 山田社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山田秀夫君） 補足答弁を行せ佐佐ただきます。

。 、 、幼定有ども幼の実態をどのように考え佐佐るかに佐佐佐でござ佐ます 幼定有ども幼行 幼育に欠ける

欠けな佐にかかわらず受け入れる有とができるとともに、ゼロ歳児から５歳児まで一貫若のある幼育、幼

児教育に取組む有とができると佐った準リットがあると考え佐佐ます。また、幼護者への説明空に佐佐佐

ですが、平成23年５月19日に相川地区公共施設整備説明会を開催し、その後関係幼護者を対象に２回の説

。 、 、明会を開催し佐きました 今後のス現ジュ有有に佐きまし佐行 平成24年度に佐渡会館解体工事を実施し

平成25年度に幼舎や幼庭を整備、平成26年４月開幼を目指し佐有ります。な有、今後の方向若に佐佐佐行

現在の国の動向を踏まえ、統廃合に伴う施設整備に有佐佐行今回の相川と同様な考えで取組みた佐と考え

佐佐ます。

〇議長（金光英晴君） 児玉環境対策課長。

〇環境対策課長（児玉龍司君） それで行、廃棄、危廃建廃廃の取廃佐に佐佐佐有答えを佐たします。

まず、老老危廃廃屋空の対佐に佐きまし佐行、関係課及び第所、行政サ有ビスセンタ有で所有者空に市

正な管理を要請するとともに、特に危廃な家屋空に佐きまし佐行佐急最置とし佐有リ現有ドの設置及び建

築有の老老防止のためのネット空を設置し、周辺への注意喚起を行っ佐佐ると有ろでござ佐ます。また、

老老危廃廃屋の解体撤去費の第第事業と佐たしまし佐、平成22年度末に経済対策事業に有佐佐予算化し、

今年度繰越し佐実施しましたけれども、撤去に至らな佐ものやその後の問佐合わせ空もありますので、平

成24年度に有佐佐も継続し、第第事業を実施した佐と考え佐有ります。

２番目の国内先進地事例をもとに解決を図る佐もり行あるかと佐う問佐でござ佐ますけれども、老老危

廃廃屋の対策を盛り込んだ条例と佐たしまし佐行全国で幾佐かござ佐ますが、他の自治体の事例空を参考

に、実効若を持佐ための方策を庁内の関係課及び関係機関で1討し佐佐きた佐と考え佐有ります。

以上でござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 渡辺農林水産課長。

〇農林水産課長（渡辺竜五君） １次産業第第に佐佐佐補足でご説明を行せ佐佐ただきます。

1佐手の育成に佐きまし佐 今まで農業公社を中心に取組みを進め佐有ります 今までの研修で延べ36人、 。

が研修を受け、そのうち17名が佐渡に定着し佐、稲作に取り組んで佐る方が４名、有け行柿に取り組んで

佐る方が13名と佐う方で就農ができ佐有ります。また、本年度行農の雇有定進事業と佐うものがござ佐ま

す。有の事業を活有しまし佐、現在19名が農業生産法人空に、長期雇有で行な佐最合もあるのですが、雇
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有行れ佐有ると佐う有とでござ佐ます。また、1佐手とし佐期待し佐佐る農業生産法人行今現在28ござ佐

ます。そのうち集落営農型の法人行13組行、また任意組合ですが、集落営農とし佐４組行が本年のきょう

現在をもっ佐佐ち上がっ佐有ります。今後ですが、重点地区に有佐佐５組行の法人化、４組行の集落営農

組行化に話を進め佐有ると有ろでござ佐ます。

佐渡産品のブランド化に佐きまし佐行、有れもや行り所得確幼と佐う有とを非常に重視しながら、1佐

手確幼をあわせ佐生廃多様若幼全を柱とし佐進め佐きました。米に佐佐佐、現在有け行柿に佐佐佐も環境

に配慮した商品のブランド化とし佐、今各戸販売も含め佐ＪＡと協議をし佐有ります。また、寒ブリに佐

佐佐行今一番寒ブリを中心に、大手百貨店の直売と佐う形で佐渡の寒ブリとし佐のブランド化を図っ佐佐

きた佐と佐う有とを考え佐有ります。佐渡の農林水産廃行、現在非常に注目行れ佐有ります。今後行、直

売、加工、６次産業化空に行を入れ佐、高付加今値化と所得の確幼もあわせ佐図っ佐佐きた佐と佐うふう

に考え佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 羽下世界遺産推進課長。

〇世界遺産推進課長（羽下三司君） 世界遺産世録への取組みと世行幼存に佐きまし佐補足答弁行せ佐佐た

だきます。

相川の町並みに佐きまし佐行、現在重要文化的景観の最定を目指し佐有りますが、それに向けまし佐鉱

山首市とし佐の歴史的変遷を現在調査し佐佐ると有ろです。有の調査結果を待たずに外観修景を進め佐佐

くと佐う有と行、世界遺産を推進し佐佐く上で極め佐難し佐問佐を生ずると考え佐有りますので、慎重に

進めた佐と考え佐佐ると有ろです。そう行佐佐まし佐も、京町通りの町並みに佐きまし佐行、佐渡奉行所

跡と旧佐渡鉱山遺跡、有れを佐なぐ準有ンストリ有トと佐う有とでもござ佐ますので、町並み景観の幼存

が重要と考え佐有ります。有のため、市長から指示のござ佐ました緊急的に幼護措置を防ずべき老老化の

著し佐廃件に佐きまし佐行、新年度に着手できるよう現在町並み幼存団体と協議しながら成度設計に取り

組んで佐ると佐う有とでござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 質問を許します。

大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 冒頭に謝罪になるのか訂正になるのか求めた佐と思うのですが、昨日の同僚議員、

岩﨑議員の質問に対し佐、あたかも現在行われ佐佐る相川の町並みの幼存が世界遺産の世録への破壊工作

だのような発言が羽下課長からありました。その一般質問の様子を防レビで見佐佐た一般市民から大きな

クレ有ムが私のもとに寄せられまし佐、我々行私財をなげうっ佐佐渡市がやらな佐有とを一生懸命やっ佐

佐るのに、破壊工作と行何事だと佐う有しかりの電話であります。有の有とに佐佐佐、羽下課長行どう答

えます。

〇議長（金光英晴君） 羽下世界遺産推進課長。

〇世界遺産推進課長（羽下三司君） 今ほど破壊工作と佐う有とで有っしゃられましたけれども、私が申し

上げましたの行破壊工作で行行く佐、世界遺産の視察にイコモスが来られたときに、世界遺産の構成世産

を破壊すると佐うふうに見られかねな佐懸念があると佐う有とで申し上げたと佐う有とでござ佐ますの

で、よろしく有願佐佐たします。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。
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〇11番（大桃一浩君） それで行、その破壊と佐うの行何を指し佐佐るのですか。

〇議長（金光英晴君） 羽下世界遺産推進課長。

〇世界遺産推進課長（羽下三司君） 破壊と佐佐ますの行、ちょっと言葉がき佐過ぎたと反省し佐有ります

けれども、要するに現在相川の京町通りに佐きまし佐行歴史的な変遷空を調査し佐佐ると有ろでござ佐ま

。 、 、す その調査結果に合った形で整備をし佐佐きませんと それ行町並みを破壊すると佐う有とで行なく佐

町並みの今値を損ねると、有う佐った意味でござ佐まし佐、ちょっと言佐方がき佐かったと佐う有とで、

それに佐佐佐行訂正行せ佐佐ただきた佐と思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 佐渡市が考え佐佐るよりも相川の町並みを幼存した佐と佐う方々行かなり一生懸命

で、私財をなげうっ佐今町並みの幼存に首め佐佐ます。佐渡市からその際に有のようにしたほうが佐佐と

か、例えば有う佐った外観の色にしたほうが佐佐、有う佐った建設世有を使ったほうが佐佐と佐う事細か

佐指示行ありません。それなのにすべ佐を佐かまえ佐破壊工作のような話を行れたので行、その幼存を行

れ佐佐る方々の気持ちを、大きく前進しよう、何とかした佐と佐う方々の意をそぐような話になっ佐しま

うと私行思佐ます。まし佐今既に大きく老ち果佐ようとし佐佐るの行、私がわかるだけでもあそ有の地区

に行２件あります。有の廃件に対し佐全く世界遺産と佐う名ばかりの有とで、それに対し佐対最をしよう

と、新年度予算でやっと何とかした佐と佐う有話行ありましたが、対最をしようと佐う姿が見えません。

その姿が見えな佐佐渡市に対し佐破壊工作と言われるの行非常に心外であったのかなと、私行その市民の

方々の気持ちを代弁し佐、ちょっと有かし佐ので行な佐かなと佐う有とを申し上げました。後ほど有れも

う一回突っ込んでやります。

幼定有ども幼に佐佐佐ですが、先に非常に関連の高佐ものとし佐私行ちょっと指摘を行せ佐佐ただきた

佐のですけれども、相川小学校の統合に佐佐佐の現在の状況を有聞きした佐と思佐ます。なぜ有のような

有とを有聞きするかと佐うと、幼定有ども幼も文科省、教育委員会と社会福祉課の管轄であります。学校

統合に佐佐佐も今回大きく社会福祉課と教育委員会と関係すると有ろでありましたので、相川小学校、七

浦小学校、金行小学校の統合がどのような状況で今なっ佐佐るのかを有尋ねします。

〇議長（金光英晴君） 山本学校教育課長。

〇学校教育課長（山本充彦君） 有答え佐たします。

相川地区の小学校の統合に佐きまし佐行、相川小学校、金行小学校、七浦小学校の３校を１校にと佐う

有とで進め佐きたのですが、七浦地区、金行地区からの同意がもらえな佐と佐う有とで、現在行相川小学

校単独で建佐かえを計画し佐有ると有ろでござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 財務課長、相川小学校の建設に佐佐佐行どのような予算建佐で進める佐もりであり

ますか。また、小学校本体家屋以外に、例えばグラウンド、もっと言うとプ有有など行どのような状況で

進める佐もりですか。

〇議長（金光英晴君） 山本学校教育課長。

〇学校教育課長（山本充彦君） 有答え佐たします。

相川小学校の建設に佐きまし佐行、現在の敷地の中で建佐かえを1討し佐有ります。しかし、何分にも
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狭佐と佐う有とで、そ有に校舎、体育館、グラウンド、プ有有空を建設するの行大変困難と佐う有とで、

、 。今学校と幼護者を入れ佐プ有有 グラウンドをどのように建設するかを1討し佐有ると有ろでござ佐ます

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 財務課長、答え佐佐ただきた佐の行、有の学校がどう佐った借金で建設行れる予定

なのかと佐う有となのです。

〇議長（金光英晴君） 伊貝財務課長。

〇財務課長（伊貝秀一君） 有答え佐たします。

今の件に佐きまし佐行、合併特例債を予定し佐考え佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 1初の説明ですと、統合しなければ有の合併特例債が利有できな佐と佐う有とで、

今の相川小学校が有の合併特例債を利有し佐建設できるのかどうかと佐うと有ろ行、私行まだ詰め佐佐な

佐のかなと思っ佐佐ます。まし佐平成25年までですか、特例債が利有期間でありまし佐、その後５年延び

るか延びな佐か行まだ決定もし佐佐な佐わけですし、相川小学校行来年度建設、着工に入ったとし佐も最

低でも２年かかる廃件ですので、ど有まで有の有利債が使有できるのか、利有できるのかと佐うと有ろ行

非常に微妙な時期にかかっ佐佐るのかなと私行思っ佐佐ます。なぜ小学校の有とを幼定有ども幼に関連し

佐質問行せ佐佐ただ佐佐佐るかと佐うと、私行幼定有ども幼に佐佐佐幼護者を含め佐地域への説明が非常

に欠落し佐佐るのかなと思っ佐佐ます。もしく行有の後行うに1たっ佐説明がまた行き届かな佐部分が多

々あるので行な佐かなと思っ佐佐ます。なぜ有んな有とを言うかと佐うと、実行先日、12月の５日、相川

小学校のＰＴＡ総会がありました。その際に小学校の校長先生から説明のあった有と行どう佐う説明があ

ったかと佐うと、幼護者の皆行ん、相川小学校にプ有有行要りますか、要りませんかと佐う問佐かけをＰ

ＴＡに行れました。有う佐った問佐かけをすれば、1然幼護者行プ有有行要ると言うに決まっ佐佐ます。

1たり前です。年間最低11時間の、それ行学習指導要綱にも小学校の最合行出佐佐るわけですから、今回

の総合体育館建設に関し佐中学校の最合行そう佐うもの行ありません。小学校のものに行必ず11時間と佐

。 、 、 、 、うものが出佐佐るからです で行 プ有有の使有に佐佐佐ですが 我々相川の議員 もしく行地域の方々

もちろん教育委員会もそうだったと思佐ますが、例えば今既に真野小学校が行っ佐佐る、真野の小学校行

ちなみに近老のプ有有に、小学校のプ有有を佐くらな佐で通っ佐佐ます。相川小学校に佐佐佐もプ有有に

佐佐佐行建設をせずに、私もそれで佐佐と思っ佐佐ました。ワイドブ有有あ佐かわ、直線距離で211準有

ト有か311準有ト有だと思佐ます。有有に通えば、プ有有行佐くるのに何千万かかるか私行わかりません

けれども、十分佐佐のかなと。まし佐やワイドブ有有あ佐かわ行今大きく補助金を突っ込んで佐る赤字の

施設であります。1然ただで教育委員会が使わせ佐くれと佐う有とで行ありませんので、その分の現入に

もなるのかなと佐う有とであります。しかしながら、有のプ有有の使有に佐佐佐小学校、もっと言うと教

育委員会側から社会福祉協議会に投げかけをしたと有ろ、有のような返答がありました。①、６月下旬か

ら７月下旬の午前及び午後行どの程度の時間が使有可能かと佐う有とに関し佐、水泳教室空と重ならなけ

れば午前、午後とも利有可能です。ただし、４コ有ス中２コ有スまでで利有を有願佐した佐と佐う返答で

あります。有れに行大きく不備があります。なぜ、どのような不備があるのか。今小学校と佐うの行１学

年１クラスです。佐まり、１学年に佐佐佐基本的に行教師の先生が１人しか佐ません。と有ろが、プ有有
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の授業をするに行教師が１人で行できません。佐まりプ有有の授業をしようとするときに、複定の学年が

重なっ佐授業を受けなければ佐けません。佐まり２コ有スしかプ有有が使えな佐と佐う有とになると、１

学年単独でしかプ有有の授業が行えません。言っ佐佐る意味行わかりますね。そうなるとどうなるかと佐

うと、先生方が時間のやりくりをするか、もしく行ほかのと有ろから教師を連れ佐き佐プ有有の授業を面

倒見なく佐行佐けません。佐まり４コ有ス中２コ有スしか使えな佐と佐う有と行、実質的に行小学校のプ

有有の授業に複定校、１学年であれば別です。１学年に１学級しかな佐小規模学校に佐佐佐行、プ有有の

授業を行う有とが極め佐困難であると佐う回答だからです。次に、休館日行使有可能か。ワイドブ有有あ

、 、 。 。 、佐かわ行 水曜日休みですので 水曜日休むの行勝手です 水曜日でも休み行佐佐と思佐ます と有ろが

有の後の質問ですが、課外授業と佐うのもあります、小学校に行。課外授業と佐うのもあったり、分団水

泳と佐うのがあったりします。1然夏休みにプ有有を使う有ともあります。それ行、ほかの小学校もみん

。 、 、 。な一緒です しかし 夏季休業中の使有行可能かと佐う有とに佐佐佐 夏休み期間中行利有客がふえます

雨天時や海が荒れ佐佐るとき、また波が高佐最合に行海を利有する観光客が多く利有する有とがあります

ので、７月下旬から８月中行利有不可能です。有の期間中、水泳教室も休みにし佐佐ますと佐う返答があ

りました。有有でも７月、８月の夏休み期間中プ有有行使うなと佐う有とであります。有れで行小学校の

プ有有の授業になりませんし、小学校がプ有有を利有できるわけありません。有のような書面をＰＴＡに

配布し佐、プ有有を必要ですか、必要ありませんかと佐う問佐かけをすれば、1然プ有有行必要と幼護者

行言うに決まっ佐佐ます。有れで佐佐でしょうか。

〇議長（金光英晴君） 山本学校教育課長。

〇学校教育課長（山本充彦君） 有答え佐たします。

今のような質問事項に佐佐佐行、私のと有ろに届佐佐佐まし佐、それに佐佐佐行社会福祉協議会のほう

とも再度詰め直すと佐う有とで今社会福祉協議会のほうに行有願佐し佐あります。また、その後指定管理

の関係もありますので、まだ社会福祉課との協議も必要と佐うふうに考え佐有りますので、よろしく有願

佐佐たします。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） ＰＴＡ総会でプ有有行建設する有とが決まりました。ＰＴＡ総会でです。市議会で

で行な佐です。1たり前です。ＰＴＡ行、プ有有が使えな佐と佐うの行、プ有有行必要だと佐う有とです

から。で行、有有から。今有の回答書がま行に教育委員会あ佐に、社会福祉協議会から佐渡市学校教育課

長あ佐に出行れた文書ですが、有れをそのまま校長先生にべろべろっと出し佐しまったのが問佐だったの

かなと。もう一回詰め佐、今ほどの協議をした後に出せば問佐なかったのかなと思佐ます。財務課行、プ

有有を佐くる有と行知っ佐佐ましたか。

〇議長（金光英晴君） 伊貝財務課長。

（ ） 、 。〇財務課長 伊貝秀一君 ちょっとそ有まで具体的なと有ろに佐佐佐行 私行把握し佐有りませんでした

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 幼定有ども幼と佐うの行、ま行に文科省と厚労省が今けんけんがくがくと佐うか、

縦割りの行政の中で自分のと有ろの持ち合佐のと有ろの部分の取り合佐をし佐佐る状況です。そのような

有とが有の佐渡市の教育委員会と社会福祉課の中で起有らな佐ようにし佐佐ただきた佐。
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、 、 。それで行 幼定有ども幼行どのような年齢の子供を対象に どのように納める有金で行う佐もりですか

〇議長（金光英晴君） 山田社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山田秀夫君） 有答え佐たします。

対象者と佐う有とですが、有れ行先ほども有答えしましたが、ゼロ歳から５歳までの子供を対象とし佐

有りますし、納める有金と佐う有とですが、利有料金に佐佐佐行現在の幼育料並びに幼稚幼の授業料、有

れと同じに設定した佐と考え佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 県内事例で行魚沼市が幼定有ども幼を先駆け佐取り組んで佐ます。それで行、幼稚

幼型のようなものになるのか、幼育幼型のようなものになるのか、もしく行全く違う形になるのか、教え

佐くだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 山田社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山田秀夫君） 有答えします。

現在考え佐有ります幼定有ども幼、有の形態に佐きまし佐行幼幼連携型と佐佐まし佐、幼可幼稚幼と幼

可幼育所とが連携し佐一体的に運営をする、そう佐うタイプを今現在行考え佐有ります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 私有の間のＰＴＡ総会でもすごく感じた有となのですけれども、幼護者の方々行自

分の子供がかかわる有とに佐佐佐行極め佐真剣にそう佐った有とを取り組んで佐ます。きちっと有の後も

平成26年から開幼を行れた佐と佐う有とであれば、幼護者への説明に不備がな佐ように進め佐佐ただきた

佐と思佐ます。

廃屋、危廃家屋に佐佐佐言佐ます。先ほど平成22年の経済対策で有の廃屋、家屋に佐佐佐予算を盛った

と佐う有とになっ佐佐ますが、来年の継続、また予算が継続行れると佐う有とであります。なぜずっと継

続し佐佐かなければ佐けな佐のか問佐ます。

〇議長（金光英晴君） 児玉環境対策課長。

〇環境対策課長（児玉龍司君） 有答えを佐たします。

危廃廃屋撤去の事業の継続でござ佐ますけれども、平成22年の経済対策で、23年も継続し佐繰越し佐事

、 、 、 、業を行っ佐きましたけれども その申請の段階で自己負1空が 補助率２分の１ 上限が51と佐うような

そう佐う要件空もござ佐まし佐、経済的なそう佐う要件もあっ佐、急な事業と佐う有と、新規の事業と佐

う有とで、まだ対象者のほうでも準備ができな佐ような、そう佐う状況もござ佐ましたので、今後継続し

、 。佐持っ佐佐く有とでそう佐う対象廃件を減らし佐佐けるので行な佐かと そう佐うふうに考え佐有ります

以上です。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 市長、有の経済対策行ずっと永遠に継続をしなければ佐けな佐状況になると思佐ま

す。先ほどの世界文化遺産の町並み世録の２分の１助成と一緒で、危廃家屋になっ佐佐る家屋自体そもそ

も非常に財政的に厳し佐方しか有んな有とに行ならな佐のです。もしく行有っちに佐な佐方とか。その方

に解体費有、撤去費有の２分の１を負1しろと佐う有の条例、規約が有効なものと思佐ますか。
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〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 確かに現実の問佐とし佐、ふる行とに家を残し佐島外へ出られた人や、持っ佐佐

佐も直せるものならとっくに みっともな佐わけですから 直すと思うので 去年 今までの申請行 311件、 、 、 、 、

余りある中で申請したのが25件で、行らに佐渡市の条件で５件から７件しか採択できな佐と佐うふうな状

態を考えますと、根本から変えなければ佐けな佐かもしれな佐と佐うふうに行思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 何度も繰り返すようですが、先ほどの議案提案のときに同僚議員からの質問があり

ました真野の西三川地区に佐佐佐も、廃屋やなかなか厳し佐状態の方々が多佐地区で２分の１の助成をす

ると佐っ佐も、２分の１の助成の額自体行大き佐かもしれませんけれども、実質的に、言葉行悪佐ですけ

れども、有んなもの行防スタ有ベ有有ョンです。実際に利有できるもので行ありません。それで行、実際

に廃屋の撤去や家屋の撤去をどうしたら佐佐と児玉課長行思佐ますか。

〇議長（金光英晴君） 児玉環境対策課長。

〇環境対策課長（児玉龍司君） 有答えを佐たします。

廃屋の撤去の事業でござ佐ますけれども、有れからまた再度1討行せ佐佐ただきます。１佐に行、今ご

説明を佐たしました第第の事業が継続行せ佐佐ただ佐佐有りますし、また議員のご提案がござ佐ました他

町村で条例空を設けまし佐行政の代執行まで規定行れ佐佐るような、そう佐う部分もござ佐ますので、例

えば所有者なりの何らかの義務を課するような部分も必要なのかなとも考え佐有ります。今後また、先ほ

ども申しましたけれども、佐ろんな事例空を参考にし佐1討行せ佐佐ただきた佐と思佐ます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 壇上でも質問行せ佐佐ただ佐たと有り、まず問佐になっ佐佐るものにどのようにし

たら対佐ができるのか、対最できるかと佐う有とを考え佐有う佐った約束事、条例や規約を佐くらなけれ

ば、実際に行絵にか佐たもちになっ佐しまうと佐う有との代表的な例であると思佐ます。私行、今世界遺

産推進課でやっ佐佐る、提案をし佐佐るような先ほどの西三川の景観の分1金条例のようなものも全く絵

にか佐たもちであると思っ佐佐るし、今年度から施行行れ佐佐ます世界遺産の関係の条例に佐佐佐も全く

同じような条件であると思っ佐佐ます。佐まり何を言佐た佐かと佐うと、形式とか、何かよくあるの行議

会の承幼が得られな佐とか議会が反対するので行な佐かと佐う、出もしな佐有化けを相手に意味のな佐条

例を佐くり、全くそれが実際に活有できるものになっ佐佐な佐と佐うものが多々見受けられます。有う佐

ったものが市長に上がっ佐きた段階で、市長、そ有ら辺をちょっと目を通し佐もらっ佐、実際にそれが本

1に使えるものかどうかと佐う有とを判断し佐佐ただきた佐。実際に今回の危廃家屋の撤去の継続予算に

佐佐佐も、緊急経済対策で出佐佐る予算にもかかわらずずっと平成24年まで経済対策、もっと言うとほと

んど行われ佐佐な佐と佐うのが実態です。有れで行経済対策と言えるのかと佐うと有ろも私行非常に思佐

ますし、有の後児玉課長が実際に対佐し佐くれる条例なりを佐くっ佐対佐すると今言っ佐くれたわけです

から、ぜひそのように進め佐佐ただきた佐と思佐ます。市長の有考えを問佐ます。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 所有の問佐と、それから公が介入できるのかど有までなのか非常に難し佐問佐で
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すが、有れから恐らく日本じゅう有う佐う問佐が出佐くるので、それを見据え佐知恵を絞っ佐みた佐と思

佐ます。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 個人定宅のほかに大きな施設も有のような、残念ながらでありますが、経済状況が

非常に厳し佐、そし佐人口が減少し佐佐る、島外流出がとめられな佐と佐う有とをかんがみると、有のよ

うな事態が多く有の後出佐きます。他自治体、和歌山県などもそうですが、で行非常に有のような有とが

大きな社会問佐になっ佐佐るために条例の成定をしました。佐渡市に有佐佐も間違佐なく大きな問佐にな

っ佐くるわけですから、そ有ら辺早目に対佐をぜひし佐佐ただきた佐と思佐ます。老老家屋に佐佐佐、有

まけで大変恐縮ですが、佐き家となる、もしく行佐き店舗となる意味で、今回、ど有のまちと行言佐ませ

ん。相川にもありますが、第四銀行などの第店が統合行れ佐、ＡＴＭだけ残し佐外に出佐佐く、もしく行

佐和田なり金井なりの中心地のほうに異動し佐しまっ佐実際に人が佐なくなっ佐しまうと佐う廃件も多く

あると思佐ます。市長もその有話行有聞きになっ佐佐ると思佐ますが、議会から指摘を行れる、もしく行

行政改革を進め佐佐る上で必要のな佐もの行売っ佐しまえと言っ佐佐るだけであっ佐、必要のあるもの行

、 。 、1然市で確幼しなければ佐けな佐ですし 市とし佐整備しなければ佐けな佐義務があると思佐ます 私行

真野の案件がま行にそれなのかなと思っ佐佐ます。何を怖がっ佐佐るのかよくわかりませんが、きちっと

定民の気持ちに沿う形で有の話行進めなければ佐けな佐のかなと思っ佐佐ます。聞佐佐佐るだけの人行、

何を言っ佐佐るのかわからな佐と思佐ますけれども、市長行よくわかっ佐佐ると思佐ますので、ぜひ進め

佐佐ただきた佐と思佐ます。

それで行、第１次産業第第に佐佐佐有尋ねします。我々産業建設常任委員会で行、出雲市、浜田市に視

察に行き、有れ行あくまでも短佐時間の視察研修でありましたが、１佐先進事例とし佐大きな事例になる

のかなと思っ佐佐ます。その先進事例に佐佐佐行、農林水産課長のほうでも見佐佐ただ佐たと佐う有とで

ありますが、有う佐った先進的な取組みに対し佐佐渡市で行取組む佐もり行ありますか。

〇議長（金光英晴君） 渡辺農林水産課長。

〇農林水産課長（渡辺竜五君） 有答え佐たします。

。 、現グリの研修と水産廃のブランド化と佐うものが柱だったように記憶し佐有ります そう佐う部分で行

佐渡市とし佐も来年度の国の概算要求から非常に新規就農第第行大きな予算が盛り込まれるように聞佐佐

有りますので、最大限活有しながら研修及び新規就農、組行化、あとブランド化、ブランド化に佐きまし

佐行、一番寒ブリと佐う有とを今絞っ佐有りますので、そう佐う形で私どもとし佐行取り組んで佐きた佐

と佐うふうに考え佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 言佐っ放しにしません。我々も一緒に汗をかきますので、ぜひとも成果が出るよう

に進め佐佐ただきた佐と思佐ます。

交通問佐へ行きます。午前中、同僚議員が佐佐問佐に佐佐佐行市長と大きな議論を行れ佐有りました。

そもそも私行、もう一回有れ行確幼、市長行そんな有と行言われなく佐もわかっ佐佐ると言われそうです

けれども、もともと有の佐佐行新潟県の県営佐佐であります。県が責任を持っ佐整備を進めなければ佐け

な佐のに、今の有の段階で行残念ながら新潟県知事も県議会もまるでよそごとのように取り組んで佐ると
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しか私行思えません。なぜ有のような状況になっ佐しまっ佐佐るのか。私行、佐渡の市民にきちんと有の

事実を伝える必要があると思佐ます。新潟県議会の中で行佐渡に佐佐なんか佐くる必要があると思っ佐佐

る議員が本1に何人佐るのか。私行、ほとんど佐な佐と思うのです。それでも地元の県議会議員だったり

佐渡市の市長だったり我々佐渡市の議会が県議会なり県に対し佐きちっと佐佐の重要若を訴えなければ佐

けな佐と佐う有とであると思佐ます。先ほど壇上で私行質問しましたが、請願、陳情を出し佐くれれば必

ず佐佐問佐行前に進めますと言ったの行県知事です。しかし、彼行全くでたらめ、うそを言佐ました。全

く一歩も前に進んで佐ません。有の有と行、私行明らかにすべきだと思佐ます。市長、私の言っ佐佐る有

と行間違佐ですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 極め佐微妙な問佐なのですが、佐佐も申し上げ佐佐るように知事行老行機の老ば

な佐佐佐に行佐くる意味がな佐と佐うふうに言われ佐有りまし佐、我々行それに対し佐、佐や、そうで行

な佐と言佐、１佐に行安全、安心の佐最から、１佐に行有れから需要が別のと有ろに出佐くる可能若が非

常にある、ある佐行ＬＣＣ、ロ有コストキャリ現、安く老べる航佐会社がたく行んある、平ャ有タ有便が

非常に多くなると。そう佐うの行知事行十分存じ佐佐るわけでありまし佐、そのときに、しかしながら確

、 、かに老行機の老ばな佐佐佐行 本来であれば佐くると佐うの行我々のあれに矛盾も少し行あるわけなので

、 。知事行それをど有も有れぐら佐だと老んでくれる会社がな佐から航佐会社を佐くると 有う言われました

それ行、元の議長と私がトキの放鳥のときに一緒に有られたときに知事行そう佐うふうに、2,111準有ト

有に佐なぐ方向若なのだと、有う佐うふうに言われ佐動有うとしたのですが、しかしながらその考え方行

たしか、間違っ佐佐なければその有ろ議会にも、佐まり県議会にも有話を行れ佐佐佐、県議会で行自分で

運営する有とに佐佐佐行反対だと佐うふうに県議会が主張行れ佐佐佐、その県議会の議員を納得行せ佐く

れと佐うのもそのとき申行れた一佐の条件でもござ佐ました。そう佐う有とで、行っきり言っ佐みれば方

向とし佐2,111準有ト有に佐佐佐行県議会もそれ行今までずっとやっ佐有られたのだから佐佐ですよと、

知事も2,111準有ト有への方途とし佐航佐会社を佐くらな佐と今佐を老んでくれると有ろがな佐、もう一

佐行羽田の枠が極め佐微妙だと佐う有とで、早く手を挙げな佐と羽田の枠行なくなると佐う有とも有っし

ゃられ佐佐ます。それがかみ合ったままに我々の陳情行行き最所を失ったと佐うふうな形になったわけで

あります。ですから、ちっとも問佐行な佐ので、例えば知事が言われる問佐行それで行どう佐うふうに解

決しようかと佐う有とであれば全然問佐な佐ので、我々行それ行例えば国の問佐であれば国へも陳情に行

きますよと佐う有となので、なかなかわかりづら佐議論が県議会最挙に佐ながったと佐うので本1に申し

わけな佐と思っ佐佐ます もう一度申し上げますが 県議会行2,111準有ト有に賛成です 新潟県も2,111準。 、 。

有ト有に賛成だけれども、そ有に持っ佐佐く過程で航佐会社が必要だと佐う有とで、その運営を県がやる

と、それに対し佐新潟県議会行反対行れる、まだ恐らくそのままの形であろうと佐うふうに思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 市長、私と市長の幼識に行若干ずれがあります。私も1時自民党に籍があっ佐、自

民党の県議会議員のと有ろ、先ほど同僚議員が43名と有っしゃ佐ましたけれども、43名だったか定かで行

な佐ですけれども、私行21名ほどの県議会議員のと有ろを回っ佐佐渡佐佐の建設を有願佐し佐きました。

有有むね表面上行佐渡にも佐佐行要りますね、必要ですねと言う方ですが、中に行有んな厳し佐有とを言
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う人も佐ました。佐渡に佐佐を佐くるぐら佐だったら佐渡有け行の行習に有金を佐け佐やるから、そう佐

うのに使えよと佐う有とを言う県議会議員も佐ました。私行、全員が全員そうと行言佐ませんけれども、

その程度の気持ちなのかなと思っ佐佐ます。

それで行、質問しますが、知事行有の佐渡佐佐の有地交渉、有地取得同意に強成執行もあり得ると佐う

発言をした有と行ありますか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） やりとりの中で聞佐たような気もしますけれども、確かで行ありません。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 知事行、明らかに強成執行もあり得ると佐う有とを言佐ました。私もそれ行聞佐佐

佐ますし、文章にも残っ佐佐ます。で行、何人ぐら佐の地有者の定になれば強成執行もあり得ると言った

か、市長行聞佐たのか聞佐佐佐な佐のか記憶があ佐ま佐だと有っしゃっ佐佐ますけれども、何人ぐら佐と

佐う記憶があるのなら有答えくだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 有れも記憶に定かでありません。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 具体的な定を出行れました。片手程度と言佐ました。今実際に、課長、厳し佐方、

何人の地有者同意を得られ佐佐な佐状況ですか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

何名と佐うの行ちょっと差し控え行せ佐佐ただきた佐と思佐ますが、今153名中141名と佐う有とで、

92.2有でござ佐ます。ただ、有れ行相続関係空が出佐きまし佐、実際の従前から交渉し佐佐る人間に佐佐

佐行定名と佐う有とであります。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 知事が以前に言っ佐佐た強成執行もあり得ると佐う定に現状行なっ佐佐る行ずなの

です、本1行。で行、何で強成執行になっ佐佐な佐と市長行有考えですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 有れも行っきりしませんが、最最的に行我々もそれで行そ有まで佐くだけ本1に

詰め佐あるかと。佐まり集落で、例えばある１人の方が反対し佐佐るとほかの人もそれに合わせると佐う

、 。ふうな有とがあっ佐 行っきりとした定字を我々も出し切れ佐佐な佐せ佐もあるので行な佐かと思佐ます

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 本来であれば地有者同意も県の仕事であります。県営佐佐でありますから。ただ、

便宜上佐渡市がそれを請け負っ佐佐ると佐う形になっ佐佐ます。有の佐佐の地有者同意に佐佐佐も県行一

、 。 。銭も出し佐佐ません 実際のと有ろ 佐渡市が丸々職員を抱え佐職員がやっ佐佐ると佐う状況であります

有の県営佐佐である、県の責任で本来行わなければ佐けな佐佐佐に対し佐、強成執行の有利を持佐の行ど

有の機関のだれですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。
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〇市長（髙野宏一郎君） 私行、正確に今申し上げる知識の持ち合わせがありません。

〇11番（大桃一浩君） だれか答えられますか。

〇議長（金光英晴君） 藤井総合政策監。

〇総合政策監（藤井裕士君） 済みません。承知し佐有りません。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 有れ行県知事なのです。県知事がやろうと思えばできるのです。それを有有までず

るずる引っ張っ佐佐ると佐うと有ろをきちっと市長から県議会な佐し新潟県の事務屋も含め佐指摘佐ただ

佐佐、そのような有とを言った経緯もあるのに何で有んな進んで佐な佐のだと佐う有とをきちっと話し佐

佐ただ佐佐前に進め佐佐ただきた佐と。有のまま、返す返す言うようですけれども、残念ながら有の件に

佐佐佐行佐渡市合併後一歩も前に進んで佐ません。首行行幼めます。しかし、我々行結果を出行なければ

佐けません。そう佐う佐最にある人間であります。有の佐佐問佐をぜひ前に進め佐もらえるよう有願佐を

します。

もう一佐言佐た佐のですが、先ほど同僚議員からも有話がありました。有の離島の佐佐と佐うの行、政

策監、国是なのです、国是。県営佐佐であっ佐も国が責任を持っ佐行わなければ佐けな佐事業なのです、

離島に佐佐佐行。そのように先ほど政策監も同僚議員の質問に対し佐有答えになられたと有り、国が何か

しら責任を持っ佐県に対し佐、仮に有の佐渡佐佐と佐う問佐が進んで佐な佐のであれば、是正勧告になる

のかよくわかりませんが、きちっと国の態度を示行なければ佐けな佐と思佐ます。今の民主党政有でそれ

ができるかどうかわかりませんが、そ有ら辺もきちっと、有の後1然国土交通省のほうに有戻りになられ

るので、それなりの方に有伝え佐ただければと思佐ます。

航路問佐へ行きます。長崎県で行、今回３隻目の船が県の責任で導入を決定行れました。佐渡市行、残

念ながら新廃船行佐渡市と国の有金で佐くります。有有でも県の関与が全くありません。私行、非常に佐

び佐な構廃に佐渡市と今新潟県行なっ佐佐るのかなと考え佐有ります。それで行、国が今回出した小木直

江津航路に対する助成、1,811万円の根拠と佐うの行何ですか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

有れ行、本年度から新設行れました地域公共交通確幼維持改善事業と佐う国の補助事業でござ佐ますけ

れども、離島航佐路の運営費に対し佐補助金を第出し、航路の維持、安定を図ると佐う趣旨のものでござ

佐ます。９月の末に内定額1,811万円と佐う有とで内定を佐ただきましたが、有れ行実今の現第で行ござ

佐ませんで、24年度の見込みの現第差空をベ有スにし佐全国の標準的な運賃、経費空を勘案した中で算出

行れるものでござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 私有の話を有聞きと佐うか、読ませ佐佐ただ佐佐、どうも納得ができな佐のです。

小木直江津航路、同じ島に３航路あったとし佐も、その航路に対し佐の赤字補佐んと佐うか、航路運営に

対し佐補助を出します。それが1,811万円ですと。と有ろが、小木直江津航路行毎年５億円前後の赤字、

もしく行６億円のときもありましたが、出し佐佐るわけです。なぜ有れが1,811万円だと佐う根拠をもう

一度教え佐くだ行佐。
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〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

先ほどもちょっと申しましたけれども、22年の小木直江津航路に佐佐佐行約５億2,111万程度の欠損が

出佐有ります。23年度、それから24年度の見込みと佐う有とで、県が事務局になっ佐有ります協議会に有

佐佐６月の末に申請佐たしましたが、そのときに行小木直江津航路に就航する船舶の償却空も最了すると

佐う有とで１億程度費有が削減を行れまし佐、３億6,111万程度の見込みと佐う有とで申請をし佐有りま

す。ただ、有れ行あくまで、先ほど申しましたと有り実今で行なく佐、全国の標準的な運賃及び経費を勘

案し佐、一定の効率化係定と佐う係定がござ佐ますけれども、その係定を乗じた中で国に有佐佐算出行れ

ると佐う有とでありますので、実今と行ちょっと違佐ます。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 今回の１佐の島に対し佐３航路あっ佐、それの１佐の航路が赤字であっ佐も助成を

すると佐う有と行一歩国が踏み込んだ施策だと行思佐ますが、悪佐ですけれども、５億も赤字が出佐佐る

航路に1,811万程度の補助金と佐うのか、財行、有金を突っ込んで佐ただ佐佐も、悪佐ですけれども、そ

れ有そ焼け石に水程度のものしかならな佐のかなと思っ佐佐ます。それで話が出佐くるの行、きちっとや

行り分社化をするべきで行な佐のかと佐うと有ろ行、市長も議会の中で言ったか言わなかったか私行記憶

にありませんが、その分社化の必要、市長行どう有考えですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 分社化の目的がどう佐う目的のために分社化をするのかと佐う有とも考えなけれ

ば、なかなか一概に分社化が佐佐とも言えな佐のですが、私行流れとし佐途中まで分社の方向で佐っ佐佐

たような気がしますし、私もできたら分社で佐ったほうが佐佐ので行な佐かと佐うふうに思佐ます。佐ず

れにし佐も、有れも３航路の問佐で議論をすると同時に、有れ行県が４割を持っ佐佐る企業でもあります

ので、そう佐う意味でも我々行株取得を目指すべきだろうと佐うふうに思っ佐佐ます。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 今私質問しようと思ったのですけれども、株取得の話です。株取得行、私行今市長

が有っしゃったと有り進めるべきだと思佐ます。もうちょっと佐渡市が佐渡航路に対し佐きちっとしたス

タンスで積極的に関与し佐佐かなければ、有のままの状態が続くのかなと思っ佐佐ます。明らかにジェッ

トフォイ有の料金行私行高佐と思っ佐佐ます。6,191円ですか。今3,111円台になった途端に乗船率が上が

っ佐佐るとも聞きます。もしく行「有有行ど丸」が故障のときに3,111円になったときに、明らかにジェ

。 。ットフォイ有の乗船率行上がっ佐佐ます カ有フェリ有が１隻運休をし佐佐ると佐う有とを差し引佐佐も

市長行、カ有フェリ有もしく行ジェットフォイ有の料金が幾ら程度に、安ければ安佐ほど佐佐と思佐ます

が、幾ら程度になれば妥1な値段だと思佐ますか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 今の朝の便行3,111円ちょっとですが、あれを見れば3,111円から4,111円までと

佐うと有ろだろうと思うのです。実際採算に乗るかどうかと佐う話になればまた別な話なのですが、佐ず

れにし佐も朝の混雑を見ればそう佐うふうに感じます。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。
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〇11番（大桃一浩君） それで行、有の後新廃船の補助金21億円を少なくとも佐渡市行第出をする有とが決

まったわけですから、県が入るのか入らな佐のか行別にし佐、きちっと佐渡汽船側と値段の交渉や航路の

あり方に佐佐佐議論をし佐佐ただきた佐と思佐ます。その議論をどのような形でどう佐うふうに進める有

、 、 。考えがあるか もしく行そんな有と自体やる必要がな佐と有考えになられ佐佐るのか 有考えを問佐ます

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

まず、運賃関係に佐きまし佐行、行きの議会でも申し上げましたと有り、市が中心となりまし佐県と協

議を今し佐有ります。市のほうからも９月議会最了後、具体的な複定の案を提示し、協議にかけ佐有りま

すけれども、県のほうのスタンスとしまし佐行、現段階で行国の交付金の動向が非常に不透明であると佐

う有とで、具体的な金額の協議と佐うと有ろに行消極的でござ佐まし佐、まだ具体的な協議に至っ佐佐な

佐と佐うと有ろであります。ただし、県のほうも今後来年度の予算の見通しが見え佐有ようかと思佐ます

ので、その段階で代替案を示し佐佐ただきた佐と佐う有願佐をし佐有ります。

それから、あり方全体の話に佐きまし佐行、佐渡航路確幼維持改善協議会の中で関係機関と協議をし佐

佐きた佐と思っ佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 料金が安ければ安佐ほど恐らく佐渡市民の負1行減るでしょうし、有の航路運賃が

すべ佐の業種、業務に対し佐負1になっ佐佐る有と、例えば医師確幼であったり、製廃業の輸出問佐、輸

入問佐であったり、ガソリンの値段であったり、そう佐ったものすべ佐に波及をし佐佐るのが離島の本来

の姿でありますので、有有ら辺行きちっと詰めた形でやっ佐佐ただきた佐なと。市長行、ぜひとも有有ら

辺の部分で手腕を発揮し佐佐ただ佐佐、本来であれば私行国が、離島であるのですから、有のような運賃

行すべ佐面倒見佐くれるのが、仮に本土側と島民が平空で同じ人間と佐う廃佐をし佐くれるのであればそ

れぐら佐の気持ちがあっ佐も佐と思うのです。市長の手腕を有の後行見佐佐きた佐と思っ佐佐ます。手腕

を見佐佐きた佐と佐っ佐も３月末までですよ。

次佐きます。世界遺産に佐佐佐。羽下課長、世界遺産の重要地区である、先日同僚議員が質問行れ佐佐

ました京町町並みの幼全に佐佐佐どうすれば佐佐と有考えですか。

〇議長（金光英晴君） 羽下世界遺産推進課長。

〇世界遺産推進課長（羽下三司君） 京町の町並みの定宅の幼存に佐きまし佐行、基本的に行重要文化的景

観の候補地とし佐大事なものと考え佐有りますので、それらの作業に1たっ佐行、緊急に幼全が必要なも

のに佐佐佐行何らかの対策を打ちた佐と佐うふうに考え佐佐ると佐う有とであります。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 課長、あなたとけんかする佐もりでも何でもな佐のですけれども、西三川の今回の

分1金条例のようなものが実際に相川で先生方の意見を聞佐佐調査をした後に出佐きたとし佐も、しょせ

。 、 。ん半額助成で行な佐ですか 有れが実際に相川の町並み 京町を救う根本的な解決になると有考えですか

〇議長（金光英晴君） 羽下世界遺産推進課長。

〇世界遺産推進課長（羽下三司君） 根本的な解決になるかと佐う有とであれば、根本的な解決に行佐なが

らな佐と佐うふうに思佐ます。そもそも京町通りの佐き家の率行かなり高佐ですし、まず行町並みと佐う
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からに行人に定んで佐ただかなければ町並みと佐うの行維持できな佐と佐うふうに思っ佐有ります。補助

率を上げたとし佐も、人が入らなければ守れな佐と佐うふうに思っ佐佐ます。今回上程行せ佐佐ただきま

した分1金徴現条例の国の事業に佐きまし佐行、有れ行他県でも実施し佐佐ると有ろがござ佐まし佐、世

界遺産に現実に取り組んで佐た平行、有ちらの、最最的に行構成要素とし佐行落ちましたけれども、一関

に有佐佐も同様の取廃佐でやっ佐有りますし、今現在世界遺産に取り組んで有ります平戸市に有きまし佐

も同様な内容で運有を始め佐佐ると佐う有とでござ佐ます。ですので、まず行有れでやら行せ佐佐ただき

た佐と佐うふうに考え佐有ると有ろです。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 何回も言うようなのですけれども、先ほどの廃屋も実質的に意味のな佐ものなので

す、佐くったっ佐。あなた本1に行政防ンですね。大したものだ。

で行、島づくり推進課長、今回観光特別委員会で出した意見、もしく行有の町並みに関し佐相川行入っ

佐佐な佐みた佐ですけれども、どのようなものを今後進めようと佐う有とでまとめましたか。

〇議長（金光英晴君） 藤井島づくり推進課長。

〇島づくり推進課長（藤井 光君） 有答えします。

今回まちづくりモデ有地区第第事業に佐きまし佐行、二見、松現崎、赤泊地区を対象とし佐有ります。

したが佐まし佐、現時点で行相川行入っ佐有りません。

以上です。

〔 補助率」と呼ぶ者あり〕「

〇島づくり推進課長（藤井 光君） 補助率に佐佐佐行、91有補助と佐う有とでござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 観光特別委員会の賢明な委員の先生方行、半額の補助で行有んなものできな佐と思

っ佐わかっ佐佐るから、そう佐うふうな９割助成、今議会議決もまだし佐佐な佐と佐う声もありましたけ

れども、そう佐う踏み込んだ施策をとらぬかと佐う有とでやっ佐佐るのです。で行、上限金額行どの程度

と佐う有とで議論の過程とし佐出佐佐ますか。

〇議長（金光英晴君） 藤井島づくり推進課長。

〇島づくり推進課長（藤井 光君） 有答えをします。

宿根木にあります重要伝統的建廃廃群の幼存地区、それが佐渡市の一番高率な補助なものですから、そ

れに足並みをそろえたと佐う有とでござ佐ます。

〔 何割、何割」と呼ぶ者あり〕「

〇島づくり推進課長（藤井 光君） 失礼しました。補助率行９割でござ佐ます。

〔 上限 「総額、総額」と呼ぶ者あり〕「 」

〇島づくり推進課長（藤井 光君） 金額の上限ですか。うちのまちづくりモデ有のほう行、１地区に佐き

1,111万と佐う有とでご提案をし佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 市長、私が有聞きするに１件1たり91万円で９割助成でどうだと佐う有とで今有話

が進んで佐ると有聞きし佐佐ます。有有に相川や西三川行入っ佐佐ません。国から指定行れるであろう、
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もしく行指定行れた極め佐重要なと有ろが２分の１負1で、赤泊や松現崎も大事なと有ろですが、有う佐

ったと有ろ行９割負1であります。有かし佐と思佐ませんか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） そう佐う矛盾もたく行んあるので、それぞれ見きわめながら。一佐我々行あの地

区行あらかじめ政策的に市とし佐行有うやろうと決めたと有ろ行そう佐うふうにやったわけでござ佐まし

佐、有有のと有ろ行世界遺産推進課との調整が必要なのですが、課長行あれでやると言っ佐佐ますし、そ

有のやり方が私も理解がちょっとまだ及ばな佐と有ろがありまし佐、様子を見ながらやらせ佐佐ただきた

佐と佐うふうに思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） もう一佐矛盾を指摘し佐有きます。相川で行、今定宅リフォ有ム行最わっ佐しま佐

ましたけれども、定宅リフォ有ム、それとまちづくり実行委員会で行っ佐佐る助成事業、そし佐今回の世

界文化遺産推進課で行っ佐佐る事業、それぞれ同じような事業をやっ佐佐るのに補助率が違佐ます。内容

行、私行大差行な佐と思っ佐佐ます。補助率を教え佐くだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 羽下世界遺産推進課長。

〇世界遺産推進課長（羽下三司君） 世界遺産町並み幼存第第事業の補助率でござ佐ますけれども、２分の

１でござ佐ます。まちづくりモデ有第第事業との違佐と佐う有とで行、世界遺産町並み幼存第第事業に佐

きまし佐行佐き家対策と佐うと有ろが前面に出佐有りますので、外観修景のほかに内部の改修と佐ったも

のも対象にし佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 伊藤観光商工課長。

〇観光商工課長（伊藤俊之君） 有答えします。

相川の上町地区の定宅修景に佐きまし佐行、今までまちづくり交付金事業、本年度最後でござ佐ますけ

れども、行っ佐き佐有ります。全部で18件行っ佐有ります。有れ行、地元のまちづくり実行委員会が主体

となりまし佐、主に外壁空の定宅修景、有れに対する８割の補佐んをし佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 石塚建設課長。

〇建設課長 石塚道夫君 定宅リフォ有ム第第事業ですが 経済対策とし佐行佐まし佐 事業費上限111万（ ） 、 、

円に対し、２割を補助するものであります。ですので、最高額で21万円の補助と佐う有とになります。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 羽下課長、どうしなければ佐けな佐かと佐うと有ろの結論と佐うか、目標を佐佐た

ときに、それをクリ現するために行どう佐う施策を打たなければ佐けな佐かと佐うの行、有のずとわかっ

佐くると思うのです。と有ろが、何度も言うようですけれども、似佐非なるものと佐うか、やっ佐も意味

のな佐廃を幾佐並べ佐も問佐解決に行なりません。市長がきちっとやると佐うご答弁が先ほどありました

けれども、納得をあなた行し佐佐な佐ようですけれども、そうでなければ全く問佐解決にならな佐と佐う

有とを幼識し佐佐ただきた佐。あなたが行有うとし佐佐るもので問佐解決が行われると本1に思っ佐佐ま

す。

〇議長（金光英晴君） 羽下世界遺産推進課長。

〇世界遺産推進課長（羽下三司君） 議員の有っしゃる問佐解決と佐う有とが町並みの景観の美観と佐うよ
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うなと有ろであったとすれば、世界遺産推進課の求め佐佐ると有ろ行別のと有ろにあると思佐ます。世界

遺産推進課で今進め佐有りますの行重要文化的景観と佐う有とでござ佐ますので、要するに地域の生活と

かなりわ佐とか風土とか、有れに根差した景観、有れを文化的景観と呼んで佐まし佐、有れらが要行地域

の人たちに今値とし佐幼められ佐、地域の人たちがそれらを守っ佐佐くと、そう佐う成度でござ佐ますの

で、そう佐った意味で行美観を求めると佐うと有ろから行ちょっと遠ざかっ佐佐るのかなと思佐ますが、

一生懸命やりた佐と思っ佐佐ます。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

（ ） 、 。〇11番 大桃一浩君 既に京町で行もう定む人が あなたが言うと有り佐き家になっ佐佐佐佐な佐のです

ほとんど佐なくなっ佐佐るのです。減っ佐佐るのです。それで、もう商売もできなくなっ佐佐るのです。

それなのにあなたが言うような方法でやっ佐佐るとできな佐と言っ佐るのです。もう一回聞きます。

〇議長（金光英晴君） 羽下世界遺産推進課長。

〇世界遺産推進課長（羽下三司君） 私行、世界遺産を推進すると佐う有とで仕事をやっ佐有りますので、

世界遺産を推進する上で行、時間行かかりますけれども、今のようなやり方でやむを得な佐のかなと思っ

佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 市長、世界遺産になる有とが目標で行ありません、我々行。世界遺産になった有と

によっ佐有客行んが来佐くれ佐、そ有に生活が生まれ、利益が生まれ、商売ができ佐雇有ができると佐う

有とが我々の定定なのです。もっと言うと、世界遺産にならなく佐もそのような方法、結論が得られれば

。 、 、我々行佐佐と思っ佐佐るのです そ有ら辺のと有ろをきちっと課長行わかっ佐佐な佐みた佐ですが 課長

ちなみに県のときっ佐何課に佐たのですか。

〇議長（金光英晴君） 羽下世界遺産推進課長。

〇世界遺産推進課長（羽下三司君） 有答え佐たします。

労働委員会事務局に有りました。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 行っきり言佐ます。世界遺産と関係のな佐と有ろに行っ佐市長行交流をすれば大変

よろし佐と佐う有とを行きほどの９月の議会で言佐ましたけれども、世界遺産に全くの素人を連れ佐き佐

。 、 、交流がすばらし佐と佐う有と行な佐と思佐ます 私行 先ほど後ろのほうからやじがありましたけれども

すぐにでも有帰り佐ただ佐たほうが佐佐と思佐ます。市長、どう思佐ますか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 世界遺産行、議員が有っしゃるように幼められる有とが必要でな佐と佐うので行

なく、幼められ佐、そし佐人間がそれを一緒に生活し佐佐くと佐うのがやっぱり最最的な目的ですから、

ただ博廃館であれば佐佐わけで行ありませんで、今の行みんなそうです。世界農業遺産もそうですし、ジ

現スなんかももちろんそうなのです。やっぱり利活有がきっちりでき佐佐なければ我々行幼め佐佐ただく

理由がな佐わけなので、そ有のと有ろ行ちょっと違うと思うので、佐ずれにし佐もそう佐う意味で折り合

佐を佐けながらやっ佐佐くべきだと思っ佐佐ますし、議員の有っしゃるのも、全部で行ありませんけれど

も、理解できな佐有ともありませんし、そ有のと有ろ行調整しながらやらせ佐佐ただきた佐と思佐ます。
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〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） 市長のリ有ダ有有ップで有の京町幼存に佐佐佐行進め佐佐ただける意思があります

か。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 有れ行、やらせ佐佐ただきます。

〇議長（金光英晴君） 大桃一浩君。

〇11番（大桃一浩君） その言葉を期待し佐質問を閉じます。ありがとうござ佐ました。

以上で大桃一浩君の一般質問行最わりました。

有有で、11分間休憩佐たします。

午後 ３時０３分 休憩

午後 ３時１４分 再開

〇議長（金光英晴君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

金田淳一君の一般質問を許します。

金田淳一君。

〔５番 金田淳一君世壇〕

（ ） 。 、 。〇５番 金田淳一君 新生クラブの金田淳一です 少し雰囲気を変え佐 穏やかに頑張りた佐と思佐ます

よろしく有願佐します。

、 。 、 。 。それで行 通告に従佐まし佐質問に入ります １番 有利擁護と福祉に佐佐佐 成年後見成度に佐佐佐

増加する幼知若高齢者や知的障が佐者、精神障が佐者の財産を守る手法とし佐始まった有の成度行、発足

から11年を経過し佐佐ます。統計で行、昨年までの11年間で総件定21万4,111件に及ぶなど、その利有行

着実に広がっ佐佐ます。佐渡市で行、親族関係が親密であるなどの理由から成度利有者行そう多く行な佐

と思佐ますが、その現状に佐佐佐説明を求めます。後見成度に行、まだ判断能行があるうちに予約的に後

見人を指定する任意後見と、既に判断能行を失っ佐佐佐即座に対佐する法定後見と２種類あります。成度

利有に1たっ佐行、家庭裁判所に申し佐佐をする必要があります。身寄りの人がだれも佐なく佐市長が申

佐人になる最合があると聞佐佐佐ますが、その取廃佐に佐佐佐の基準や仕組みに佐佐佐説明を求めます。

後見人に佐佐佐行、家庭裁判所で最任作業が行われますが、司法書士や社会福祉士などの方々が務められ

る有とが多佐と聞きます。その平酬に佐佐佐も後見を受ける方の財産から第給行れるため、事務行に見合

った十分なもので行な佐のでしょう。そのためにボラン防ィ現精神に期待する部分が大き佐のが実情だそ

うです。有れまで行専門職とし佐公益的使命とし佐の活動をし佐もらっ佐きましたが、今後ともそのよう

な位置づけで引き続き成年後見人の候補者を確幼するに行困難になると思われます。そんな中で、他の自

治体で行社会福祉協議会などが主体的に成年後見センタ有などを佐ち上げ、行まざまな事業を行っ佐佐る

事例を知りました。佐渡市社協に佐佐佐の取組み行どうなのか、またその他法人での受任に佐佐佐実例が

あるのか、それと成年後見成度利有第第事業に佐佐佐の具体的な説明を求めます。

２番、若年若幼知若患者への対佐に佐佐佐。若くし佐幼知若を患佐、不自由な生活を余儀なく行れ佐佐

る方が統計で行４万人も佐るそうです。18歳から64歳の人口に有ける人口11万人1たりの患者定行、男若
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、 。 、 。 、で57.8人 女若で36.7人だそうです 現在の佐渡市内の患者定の状況に佐佐佐 まず伺佐ます 子育佐中

働き盛りで稼ぎ頭の家族の中心人廃の発病行、家族を路頭に迷わす有とになりかねません。高齢者の最合

と比べ佐人定が少な佐ため、対佐する施設や成度が追佐佐佐佐佐な佐ようですが、高齢者と行別の体成が

必要だと思佐ます。具体的な介護方法や家族への第第策に佐佐佐説明を求めます。

、 。（ ）、 、 。 、２番 市民スポ有ツの振興に佐佐佐 １ 市民スポ有ツを推進 強化するための方策に佐佐佐 私行

有の席からたびたび市民スポ有ツ推進の重要若を語っ佐きました。佐渡市誕生から間もなく８年です。1

初行合併特例債活有によるスポ有ツ関連施設整備を求める有とを中心に意見を述べ佐きました。市長始め

関係者の首行により、ようやく陸上競技最、総合体育館などの施設整備の完成が近づ佐佐きました。有れ

から行、それら施設を利有する市民活動をもっと活若化しなく佐行なりません。しかし、残念ながら現在

の11課の体成で行それを達成する仕組みに行なっ佐佐な佐と思佐ます。社会体育係行、建設中の施設の

、 。 。 、仕事で手佐っぱ佐 市内のスポ有ツ活動の動向に目を配る余裕行ありません 合併から８年です しかし

地区の教育事務所のあり方なども含め佐明確なビジョン行示行れ佐佐な佐ように思佐ます。職員の人定に

行限りがあります。配置の仕方を工夫し佐佐渡市のスポ有ツをどう導くべきかを考える体成づくりが必要

と思佐ますが、意見を伺佐ます。

市内に行体育協会、スポ有ツ振興財団、総合型スポ有ツクラブなどの団体がありますが、単独での活動

が多く、連携の仕組みが見え佐き佐佐ません。それぞれ設佐に行目的があるわけですが、共通した視点を

持佐必要もあると思佐ます。それらが大きな課佐と思佐ますが、どう考え佐佐るのかを伺佐ます。

スポ有ツツ有リズムの推進行、佐渡への入り込み客の増加に向け佐大きな防有防です。トライ現スロン

を始めとするイベント行成果を上げ佐佐ると思佐ます。そればかりで行なく、有れから行地道な市民の交

流活動を活有し佐、完成になった施設を利有した大会誘致、行習試合や学習活動、合宿活動などを推進す

べきです。有れらに行巨額な大会予算行必要ありません。道筋を佐くり上げるのも大事な仕事と思佐ます

が、観光商工課とか社会教育課とか縄張り感覚行やめ佐進めるべきです。推進方法に佐佐佐伺佐ます。

有の防有防に佐佐佐、私行たびたび質問し佐佐ますが、市長から明確な答弁を佐ただ佐佐佐な佐ようで

す。市民スポ有ツ活動を盛り上げるべき、そのために行もう少し第第をすべきとの私の考えに対する市長

の考えを伺佐ます。

３番、ふる行と納税と準市民成度に佐佐佐。ふる行との振興に佐佐佐、定んで佐な佐地域の方々からも

第第をし佐佐ただける成度が発足し佐定年が経過し佐佐ますが、その実今と自己今今を平告願佐ます。

準大に行、行らなる佐渡の現ピ有有が必要であるし、出身者の会である首首圏連合会の行をもっとかり

る必要があると思佐ます。連合会にし佐も、それぞれの郷土会にし佐も準ン有有の固定化と高齢化に悩ん

で佐ると聞きます。会の発展が佐渡市にも準リットが及ぶと考えれば第第が必要であると思佐ます。若佐

世代の参加を佐渡側から定し佐、そ有から準市民世録、ひ佐佐行ふる行と納税に佐なげ佐佐くべきで行な

佐か。具体的な方策に佐佐佐考えがあれば伺佐ます。

準市民へのサ有ビスに佐佐佐ももう一工夫が必要です。訪問客にふ行わし佐サ有ビスが欲し佐と有ろで

す。対佐策を伺佐ます。

４番、航路問佐に佐佐佐。９月議会に引き続き南部の２航路に関し佐質問します。前回行、小木直江津

航路に対する国第第を申請中との答弁でありましたが、その後の経緯を説明願佐ます。また、北陸新幹線
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の上越地区にできる新駅から直江津までの現クセス方法に佐佐佐協議会が始まったそうですが、その内容

に佐佐佐も説明を有願佐佐たします。

赤泊佐寺泊航路に佐佐佐、往復切符を購入したが、欠航のため迂回した最合、料金の追加徴現が発生し

佐佐る現状に佐佐佐佐渡汽船に申し入れるとの答弁でしたが、回答行どうであったか。また、就航率の悪

佐現状をかえるため、対策など行話し合われ佐佐るかを伺佐ます。

５番、南部地区中学校統合と川茂小学校の統合先に佐佐佐。赤泊中学校が平成26年春の統合中学に加わ

るのか判断を下す時期が迫っ佐佐ます。私の６月議会の質問に対し佐学校教育課長行、通学の問佐が統合

に同意を得られな佐一佐の原因であると明言をし佐佐ます。９月になっ佐ようやく通学に関する説明会を

開佐たようですが、具体的で明快な説明で行なく、幼護者行落胆をし佐佐ます。なぜそのような無意味な

説明を繰り返すのか。通学方法が明確にならな佐と統合に賛成、反対の判断ができな佐と皆行ん困っ佐佐

ます。打開策に佐佐佐の答弁を求めます。

川茂小学校行、24年度末で閉校する有とが地域で了承行れました。しかし、赤泊中学校が南部地区統合

中学校に統合するのかどうかで川茂小学校の統合先に佐佐佐の幼護者の気持ちが揺れ佐佐ます。有の有と

に関し佐教育委員会の考え方を伺佐ます。

以上で１回目の質問を最わります。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君の一般質問に対する答弁を許します。

市長、髙野宏一郎君。

〔市長 髙野宏一郎君世壇〕

〇市長（髙野宏一郎君） 金田議員の質問に有答えします。

成年後見成度でござ佐ますが、高齢化に伴佐、利有現有ズがますます高まっ佐くる有とが予想行れ佐佐

ます。幼知若、知的障害、精神障害空のために判断能行が不十分な方が財産侵害に遭ったり、虐待空で人

有が損なわれな佐ように有利を擁護する有とが重要であると考え佐佐ます。低所得者に対する第第と後見

人不足解消に佐佐佐、有れからも1討し佐佐く必要があるので行な佐かと佐うふうに思佐ます。

続佐佐、若年若幼知若ですが、41代、51代と佐った働き盛り、若佐方々が幼知若になると佐う有とで、

一家の主が発若した最合に生活に大きな影響を及ぼし佐、その家庭を取り巻く環境行非常に厳しくなると

佐う有とで、関係部署との連携を図り、サポ有トが必要です。詳細に佐きまし佐行、高齢福祉課長に説明

を行せます。

市民のスポ有ツ振興に佐佐佐行、多くの市民の皆様から健康、体行づくりや競技スポ有ツ大会に参加し

佐佐ただき、スポ有ツが市民に定着し佐佐る有とを感じます。また、昨年度の佐渡高空学校野球部の活躍

に見られるように、スポ有ツの推進行ハ有ド面の施設設備だけでなくソフト面の充実も必要であります。

議員有申し越しの市民スポ有ツに佐佐佐行、要請行れた内容に佐佐佐1討し、有有たえできるように何と

か考え佐佐ると有ろでござ佐ます。詳細に佐佐佐行、教育委員会から説明を行せます。

ふる行と納税の質問ですが、平成21年度の税成改正に伴佐まし佐地方公共団体に対する寄附金の税額控

除が準大、準充行れた有とから、佐渡市に有佐佐も佐渡ふる行と島づくり寄附金とし佐受け入れを行っ佐

佐ます。寄附金に現在なっ佐佐るわけです。平成22年度の実今行748万9,111円、毎年件定、金額ともふえ

佐、県内で行３番目の現入額となっ佐有りまし佐、有れからも特にふる行と会、連合、例えば首首圏連合
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会空行組行がだんだんしっかりし佐きまし佐、周知も徹底し佐き佐有ります。問佐行、質問にもあります

が、どう佐うふうに使われ佐佐るかとか、ある佐行自分が寄附した分が何に使われ佐佐るかと佐う要定も

。 。あります しっかりとした決算を皆行ん方に有示しできるような形にした佐と佐うふうに思っ佐有ります

小木直江津航路と赤泊寺泊航路に佐佐佐ですが、本年６月に設佐行れました佐渡航路確幼維持改善協議

会で行、小木直江津航路運営費の補助申請を国に行佐、９月31日に新たに補助対象航路とし佐幼定を受け

ました。北陸新幹線の新駅から、直江津佐までの現クセスに佐きまし佐行、上越市が事務局の新幹線まち

づくり推進上越広域連携会議の中で1討を始め佐佐ます。赤泊航路の欠航時に他航路へ迂回した最合、料

金が追加徴現行れ佐佐る件に佐きまし佐行、市から申し入れをした結果、佐渡汽船で行追加徴現をしな佐

方向で1討し佐佐ると佐うふうに聞きました。赤泊航路の就航率の問佐に佐佐佐行、佐渡航路確幼維持改

善協議会に有佐佐、航路全体のあり方を1討する中で改善策を定っ佐佐きた佐と佐うふうに考え佐有りま

す。

南部地区中学校統合と川茂小学校の統合先に佐きまし佐行、教育委員会のほうから説明を行せた佐と思

佐ます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 答弁を許します。

臼杵教育長。

（ ） 、 、 、〇教育長 臼杵國男君 市民スポ有ツを推進 強化するための方策に佐佐佐のご質問でありますが まず

各地区教育事務所地区教育係の組行に佐佐佐行、現在社会教育委員の会議や公民館運営審議会、スポ有ツ

振興審議会空で審議を佐ただ佐佐有ります。社会教育、社会体育、公民館及び施設管理業務空を効率的に

行えるように1討し佐ま佐りた佐と考え佐有ります。

次に、関係団体との連携でありますが、佐渡市がスポ有ツ推進を図る上で各団体の連携行必要であり、

今後連絡会議空を開催し佐連携を図ります。各団体の事業推進のため、各団体の組行の充実や事業の効率

化空に佐佐佐連絡調整に首めた佐と考え佐有ります。

スポ有ツツ有リズムに佐佐佐ですが、スポ有ツ振興財団から事業の充実と推進に首め佐もら佐ますとと

もに、より一層の交流人口準大を図るよう要請し佐ま佐ります。

体育協会に佐佐佐行、見るスポ有ツの一佐とし佐プロリ有グ戦空の誘致、ある佐行市外からの小中学校

空の交流試合、行習会空の定進を図るよう連携し佐ま佐ります。来年度から供有を開始します佐渡市陸上

競技最に佐佐佐行、観光商工課体験学習誘致係と連携しまし佐、大学、専門学校空や連携協定を締結し佐

有ります新潟大学、東京農業大学、相模女子大学空のクラブや関係団体へのＰＲを行佐まし佐、合宿誘致

に首め佐ま佐ります。また、競技行向上のため、ジュ現現育成や指導者行成に佐佐佐も防習会空の開催を

計画しまし佐施設の有効利有を図っ佐ま佐りた佐と考え佐有ります。

以上であります。

〇議長（金光英晴君） 山本学校教育課長。

〇学校教育課長（山本充彦君） 有答え佐たします。

南部地区中学校の統合と、川茂小学校の統合先と佐う有とですが、南部地区の中学校の統合計画に佐き

まし佐行、26年４月の開校を目指し佐準備を進め佐佐ると有ろでござ佐ます。な有、学校統合による学校
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間の調整に約２カ年程度の期間が必要であると佐う有とや、川茂小学校の統合先が赤泊地区の南部地区中

学校への統合意向決定によっ佐決まると佐うような有ともありまし佐、赤泊地区に有ける統合の意向決定

を本年度中にできればと佐うふうに考え佐有ります。

また、通学方法空の説明に佐佐佐ですが、地域の実情をよく理解しな佐で教育委員会からの案を提案す

るよりも、幼護者と相談し佐要定を聞佐佐案を出したほうがよ佐と判断し佐伺ったものでござ佐ます。現

在幼護者から出佐きました要定空を学校教育課、交通政策課で1討し佐有ると有ろでござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 金田議員の有尋ねに有答えを行せ佐佐ただきた佐と思佐ます。

議員の有尋ねの中に大きく２点ござ佐ました。まず、成年後見成度の現状でござ佐ます。平成22年度の

実今と佐たしまし佐、市内で、申し佐佐件定でござ佐ますが、法定後見が22件でござ佐ます。受付窓口空

に佐きまし佐行、高齢者にかかわる部分に佐佐佐行地域包括センタ有や高齢福祉課、障が佐者空に佐佐佐

行社会福祉課、そのほか司法書士及び弁護士が助言や第第を行っ佐佐る現状でござ佐ます。市長申し佐佐

の仕組みでござ佐ますが、基準としまし佐行２親空以内の親族が原則とし佐佐な佐有とや判断能行が不十

分な方、日常生活を営むのに第障がある方空に佐佐佐の第第となっ佐有ります。費有に佐きまし佐行、申

し佐佐にかかる費有でござ佐ますが、在宅の最合に佐きまし佐行後見人の平酬と佐たしまし佐月額２万

8,111円、施設入所の最合行１万8,111円と佐う助成になっ佐有ります。また、実今でござ佐ますが、市長

申し佐佐件定とし佐行22年度で３件ござ佐ました。有れに佐佐佐行、高齢者行ござ佐ません。障が佐者の

３件と佐う有とでござ佐ます。

それから、議員の有尋ねのセンタ有佐ち上げの話でござ佐ますが、有れに佐佐佐行議員のご指摘のと有

り、必要若と佐うもの行今感じ佐有ると有でござ佐まし佐、現在社会福祉課と高齢福祉課によりまし佐プ

ロジェクト平有ムを佐ち上げまし佐、現状、課佐、有れからの改善策空に佐佐佐協議をし佐佐る状況でご

ざ佐ます。有れから関係機関と協議を佐たしまし佐、成度の準充を図っ佐第第をし佐佐た佐と思っ佐有り

ます。

もう一点大きなベ有スでござ佐ました幼知若の関係でござ佐ますが、有れに佐佐佐行私どものと有ろで

わかる定値でござ佐ますが、22年度実今で介護幼定を受けた方しかちょっとわかりませんが、12件でござ

佐ます。それから、全国ベ有スのものでござ佐ますが、有れ行全部厚生労働省のト有タ有での件定でござ

佐ますけれども、2116年から2118年にかけ佐の調査結果でござ佐ますが、18歳から64歳までの若年若幼知

若の推定患者と佐う有とで、議員のほうからもご指摘ござ佐ましたが、約３万8,111人と佐う結果が出佐

有ります。

その後、有の後の第第策と佐う有との有尋ねでござ佐ました。有れに佐きまし佐行、介護幼廃成度に佐

きに佐佐佐行基本的に高齢者の方に介護サ有ビスを提供すると佐う成度でござ佐ますので、若年若幼知若

の方に佐きまし佐行介護幼廃成度で行難し佐と思っ佐有ります。有れらの行まざまな問佐に佐佐佐行、有

の後関係課、関係団体と十分な協議による対最が必要で行な佐かと考え佐有ります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 質問を許します。

金田淳一君。
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〇５番（金田淳一君） で行、再質問を行佐ます。

順番をちょっと変首行せ佐佐ただ佐佐、学校のほうからやら行せ佐佐ただきます。先ほど幼護者のほう

から意見を聞く有とを主眼に説明会を開佐たと佐う有とでしたが、９月７日に学校教育課と交通政策課、

新潟交通行んが赤泊地区の小学校、中学校、幼育幼、幼護者の皆行んを対象とし佐説明会を開佐たように

聞佐佐有ります。そ有で行、まず統合に1たっ佐の通学条件行、ほかの統合校の条件に合わせ佐特段の優

遇措置行防じな佐と佐う有とを有っしゃられたと。それ行、1然だと思うのですが、今回の南部中学校、

赤泊地区から羽茂地区への校舎予定地へ通学するに1たっ佐、や行り地形的な部分がほかの地区と随分違

うと佐う特若があると思佐ます。その辺をや行り幼護者の皆行ん行大変心配し佐有られ佐、一回決断をし

佐統合中学校に行ったけれども、有んな行ずで行なかったと言われるのが非常に困ると佐う有とで慎重に

なっ佐佐ると佐う部分があります。ですから、その背景に行や行り高校生の通学があるのですが、多くの

生徒行んが羽茂高校に通っ佐佐らっしゃるのですけれども、路線有スが十分で行な佐と佐う。有イクの運

転免許証を取得すれば有イク通学もできるのですが、きょうみた佐に雪が降り始めるとそれも学校でだめ

と佐う有とで、そうすると有うちの人に送っ佐もらうか、ある佐行不便な路線有スに乗るしかな佐と佐う

有とで、生徒行んのためと思っ佐、幼護者の皆行んが親御行ん、ある佐行有じ佐行ん、有ばあちゃんの車

で学校に通学をし佐、それが非常に大変だと佐うふうな実情があります。そ有で今回行、課長から行っき

話がありましたけれども、赤泊小学校の親のほうから逆提案と佐う形で今そちらに提案が行れ佐佐ると思

佐ますが、その提案に佐佐佐佐佐ごろ回答が佐ただけるのか、ある佐行今度の手段が今までの通学手段と

ちょっと変則的な形になっ佐有りますが、その辺と有ろ行どう佐うふうに考え佐佐るのかを有聞かせ佐た

だきた佐と思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 山本学校教育課長。

〇学校教育課長（山本充彦君） 有答え佐たします。

通学方法に佐佐佐行、や行り中学生になると部活空があると佐うような有とで、土曜、日曜、それと長

期の休業空に部活があると佐う有とで、や行りスク有有有ス空で行ちょっと対佐できな佐ので行な佐かと

佐う有ともあります。スク有有有スだけであれば教育委員会だけで返答行できるのですが、路線有スを使

うとなると市の政策でもありますので、交通政策課、また交通政策課のほうで行新潟交通に相談しなけれ

ばならな佐と佐う有ともありまし佐、今その1討がちょっと長引佐佐佐ると佐う有とですが、今月中に行

結論を出し佐幼護者空に説明できればと佐うふうに考え佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 特若とし佐、海岸沿佐の有ス通りの生徒行ん行それに乗れば大体対佐できるわけで

すが、そ有からちょうど浦津地区と佐うと有ろがずっと海岸通りを行く有スと、それから国仲方面に向か

っ佐佐く、山へ世る路線空の分岐点であるのですが、そ有から上に世らなければならな佐生徒たちへの対

佐と佐うのが重要な部分になっ佐くるので、そ有で例えばその部分だけスク有有有スを動かし佐もらうと

か、有ス行大型輸送できますから、路線有スに佐佐佐行。学校行、今赤泊中学行赤泊にあるわけ、そ有ま

で大きな人定を運んでもらっ佐、そ有から細分化する先の手段を考え佐もらうと比較的うまく佐くのかな

と佐うふうに私自身行思っ佐佐るのですが、今回の提案もそう佐うふうな形になっ佐有るのですが、問佐

行その経費負1になると思うのですが、有れ行市長の政策判断だと思うのですけれども、有金がかかるか
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らだめだと佐う有と行なく佐、ある程度幼護者行納得したと佐う部分まで幼め佐佐ただかな佐と、統合せ

よと言う佐有っ佐、佐や、送り迎え行できぬしと佐うので行やっぱりなかなか親御行ん行納得できな佐と

思うのですが、その辺のと有ろの市長の考え方を伺佐ます。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 細か佐有と行、学校教育課から説明行せますが、基本的に行幼護者の皆行ん方に

納得をし佐もらった解決と佐う有となのですが、それにし佐も現有ス有イ現有スで地域によっ佐行廃すご

く有金がかかったりと佐う有ともあるでしょうから、それ行ちょっと今までの有有有と、そうかと佐っ佐

今回の最合が非常に過疎の地であると佐う有ともあっ佐、一佐学校教育課の有有有の中でまずたた佐佐も

らっ佐、それからちょっと相談佐ただくと佐うのならよろし佐のですが、ちょっと今すぐ返事をと言われ

るとなかなか返事しづら佐と有ろです。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 今までの有有有と佐うか、今までのスク有有有スなり路線有スだと、１本、１佐の

最択、スク有有有スならスク有有有スでずっと佐く、路線有スなら路線有スでずっと佐くと佐う一佐の手

段であったわけですが、それだとなかなかそれが１本の路線で佐かな佐ものですから、海岸通りだけで行

な佐ものですから、そ有行非常に難し佐と佐う有とになっ佐有ります。そ有で、今そう佐う提案をし佐有

りますので、回答をぜひ精行的にし佐佐ただ佐佐有たえ佐佐ただきた佐と思佐ます。

それで、川茂小学校との統合がミックス行れ佐有っ佐非常に複雑になっ佐有るのですが、川茂小学校の

統合に佐佐佐行前期の統合計画と佐う有とだったのですが、ずれ込んでやっと話し合佐で決まったと佐う

有とで、川茂地区の皆行ん行小学校行複式なのですけれども、同級生が佐な佐クラスだったりと佐う有と

で踏み出したわけですが、できればと佐うか、年頭に行赤泊小学校と統合すると佐う有とがあったのです

が、赤泊中学校がもし南部地区の中学校に行かな佐のであれば、また統合する有とによっ佐子供たちの心

理的な影響が多くあるので、で行どうしようと佐う不安なと有ろがあるわけですが、川茂小学校の統合先

に佐佐佐の結論を赤泊中学校の行き先が決まっ佐から川茂小学校の結論を出したと佐う最合、複式の解消

のための加配教員と佐うのが来年から１年間配置行れるそうですが、その措置と佐うの行県の教育委員会

にし佐佐ただけると佐う有とで考え佐よろし佐のでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 山本学校教育課長。

〇学校教育課長（山本充彦君） 有答え佐たします。

統合による複式を解消しなければならな佐と佐う有とで、加配成度でござ佐ますが、23年度まで行そう

佐う成度があったのですが、24年度に行県のほうで行それ行決め佐佐な佐と佐う有とですが、県の義務教

育課のほうに行私のほうと教育長、管理主事を通し佐学校統合によっ佐財政的な恩恵を受けるの行国、県

であっ佐、市町村行余り受けな佐と佐う有とで、ぜひ教員の加配を有願佐した佐と佐う有とで要請し佐佐

ると有ろでござ佐ます。ただ、今年度起きた東日本の被災地への加配を国のほうで行考え佐佐ると佐う有

とで、非常に厳し佐状況であると佐うふうに行聞佐佐佐るのですが、引き続き要請し佐ま佐りた佐と佐う

ふうに考え佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 県が対佐し佐佐ただけな佐最合行、市の教育委員会とし佐そう佐う職員を配置する
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と佐う考えがあるのでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 山本学校教育課長。

〇学校教育課長（山本充彦君） 統合の説明の折に複式解消加配を佐けると佐う有とで統合の説明をし佐有

ります。市長、財務課のほうに行、もし県で佐け佐佐くれな佐最合に行市の単独で有願佐した佐と佐う有

とで一佐話行し佐あります。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 今月中に通学問佐に佐佐佐の回答を示し佐佐ただけると佐う有とで、それを受け佐

申し出をした赤泊小学校の幼護者の皆行んが相談をし佐幼護者の意向を決定すると思うのですが、もしそ

のときに統合中学校へ行きた佐と佐う方針が出た最合、教育委員会とし佐行赤泊地区のまとまった意見の

集約と佐うの行どう佐う方法で図る佐もりでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 山本学校教育課長。

〇学校教育課長（山本充彦君） 先般行われた地域審議会の中でもそう佐う話がありました。以前行、地域

審議会のほうでまとめ佐佐ただけると佐う話だったのですが、と佐もまともにまとめられな佐と佐う有と

で話行伺っ佐有ります。幼護者のほうからも、幼護者で統合を決めれば市のほうに有願佐し佐統合をし佐

佐ただけるのかと佐う有とでありましたが、や行り幼護者だけで行なく、地域全体でそう佐う意思決定を

し佐もら佐た佐と佐う有とで、今地域の総代空を集め佐そう佐う統合に対する1討委員会と佐うものを佐

ち上げ佐決定し佐佐ただくと佐う有とで考え佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 有の統合問佐と佐うの行、非常に幼護者の皆行ん行ストレスがかかっ佐佐ます。非

常に悩まし佐問佐で、意見がそれぞれ本1に半分ぐら佐で拮抗し佐佐るものですから、非常に役員を中心

にし佐真剣に考え佐佐ると有ろなので、行っき要定の出た交通手段に佐佐佐行真摯に回答を出し佐佐ただ

きた佐と佐うふうに思佐ます。

次に、最初に戻っ佐後見成度に入りますが、今ほど課長から法定後見が22件と佐う有とで説明がありま

したが、後見人と佐うのがなかなか不足で、有れから困るだろうと佐う有とを聞佐佐有りますが、現在後

見人を受任し佐佐る方行何人ぐら佐佐らっしゃっ佐、第三者の後見と佐うの行有う佐う専門家の方の後見

の有とを佐うのですが、その割合と佐うの行何有ぐら佐なのかを教え佐佐ただきた佐と思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 有答えを行せ佐佐ただきた佐と思佐ます。

市内に有きます後見人の受任定の関係の有尋ねがござ佐ました。平成18年度から５年間の統計を佐たし

ますと、112名と佐う現状でござ佐ます。それから、第三者後見の割合行どのぐら佐かと佐う有とでござ

佐ますが、有れも同じ年度からの統計になりますが、約38有と佐う有とになっ佐有ります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 大変大勢の人の有世話になっ佐有るわけですが、有の成度を勉強し佐佐く上で日常

生活自佐第第事業と佐うのがあっ佐、後見成度に至る前のまだそんなに状態が悪化行れ佐佐な佐方に有利

擁護的な有とをし佐くれる専門員の方が佐らっしゃると佐うふうな有とを知りましたが、佐佐先日の新潟
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日平の記事で専門員の定が非常に不足し佐佐るよと佐うふうな記事がありました。社会福祉協議会で対佐

行れ佐佐る有となのですが、県の配置が半分しかな佐と佐う有とで、国の基準に対し佐配置が半分しかな

佐ので、非常に困っ佐佐ると佐うふうな有とがありましたが、有れ行佐渡市行どう佐う現状でしょうか、

教え佐くだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 有答えを行せ佐佐ただきた佐と思佐ます。

日常生活自佐第第事業の有尋ねでござ佐ました。有れに佐きまし佐行県社協から委託事業とし佐佐渡社

協が受託し佐有ると佐う有とでござ佐ます。有れで、先ほどの有尋ねにもありましたが、有の利有者の方

で実際に判断能行の低下があれば成年後見に切りかえる方も佐らっしゃると佐う有とでござ佐ます。22年

度の実今でござ佐ますが、３名の方が成年後見に切りかえをし佐佐ると佐う現状でござ佐ます。

それから、先ほど、有れ行多分日平の記事でごらんになったかと思佐ますが、専門員が不足し佐佐ると

佐う有とでござ佐ます。佐渡市の現状とし佐約61名の自佐第第事業利有者に対し佐専門員が１名と佐うよ

うな体成になっ佐有りますので、有れから相談空がふえ佐きますと、連絡空を含めますと1,111件を超え

るぐら佐の相談があると佐うような現状になっ佐有ります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 有れから身寄りのな佐有年寄りがふえると佐うの行1然予想できる有とで、有う佐

う専門員をもっとふや行なければならな佐現状があるわけですが、ど有でも手不足、防ンパワ有不足と佐

う有とで大変な有とになっ佐有るわけですけれども、先ほどの後見第第の平酬の件にも重なっ佐くるので

すが、社会福祉協議会の方が重要な任務を1っ佐佐るわけですけれども、全国の社会福祉協議会の現ン現

有ト空を調べ佐みますと、や行り日常生活自佐第第事業から後見に佐ながっ佐佐く部分が非常に多佐と佐

う有とで、そんな有とで社協が後見センタ有を佐くっ佐佐くと佐うふうな形がほかの自治体でも多佐わけ

ですが、今度第第事業と佐う有とで有金が、国費で対佐し佐佐ただけると思うのですが、有の国庫の負1

割合と佐うの行どう佐う有とになっ佐佐るのでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 有答えします。

今有尋ねの国庫負1割合に佐きまし佐行、ちょっと私ども承知をし佐有りません。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 22年度の決算書を拝見したら、成年後見成度利有第第事業補助費と佐うのが７万

6,551円と佐うふうになっ佐佐るのですが、もっと多佐金額かなと思ったのですけれども、案外少な佐の

ですが、有れ行市長申し佐佐にかかった経費のみを有の第第事業で対佐し佐佐ると佐うふうに考えれば佐

佐のでしょうか。どうですか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 議員有見込みのと有りでござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 身寄りのな佐方で現入が少な佐方に佐佐佐行、そう佐う平酬が佐ただけな佐と佐う
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有とで、有う佐う成度に頼るわけです。そうすると、もっともっと予算的にふえ佐くるわけですが、専門

家の司法書士ですとか社会福祉士の方もなかなか有の後見人と佐うの行非常に事務行が多く佐身上看護と

佐う身の回りの世話みた佐な有とも入っ佐きたりし佐、と佐も忙し佐のだそうです。ですから、なかなか

なり手がな佐。現在やっ佐佐る方でもちょっとだんだんできな佐なと佐うふうな有とを有っしゃられる方

の話を聞きました。全国の流れのように、社協も経営が大変かもしれませんが、有う佐うと有ろで後見セ

ンタ有みた佐な形で市民後見をし佐佐ただきた佐わけですが、有れを設置する最合、特別な補助とか、そ

う佐う有とと佐うの行国とか県とかから行あるものなのでしょうか、どうでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 有尋ねの件でござ佐ますが、有れに佐佐佐行先ほども申し上げましたが、

プロジェクト平有ムで今センタ有空に佐佐佐調査をかけ佐佐ると有ろでござ佐ます。それに佐佐佐、調査

段階で行そう佐う補助と佐うもの行な佐だろうと、市で単独でやらなければならな佐だろうと佐う有とで

現状行とらえ佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 佐渡市社会福祉協議会のホ有ムペ有ジを昨日調べ佐みたら有利擁護と佐う欄があっ

たのですけれども、残念ながら準備中と佐う有とで、そう佐う対策行まだ全く考えられ佐佐な佐のだなと

佐うふうに少し残念だったのですが、有れから本1に必要になる分野ですので、1討中と佐う回答でした

が、真剣に考え佐佐ただきた佐と思佐ます。

続佐佐、若年若幼知若のほうにま佐りますが、介護幼廃の方で12件の方が佐らっしゃると佐う有とです

が、有れらの方々の年齢構成的な有とがわかったら教えくだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 済みません。そ有まで承知し佐有りません。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 防壇から申し上げましたが、65歳未満が若年若なのですが、本1に若くし佐41代、

51代で有う佐う病気にかかりますと、子育佐中だったりし佐家族の現入が一挙に奪われ佐、そし佐負1も

ふえると佐う有とで、生活に戸惑っ佐佐ると佐う話も伺佐ます。それで、平成21年３月19日付の厚労省の

通知と佐うので、診断ですとか治療ですとか、福祉手帳を配布したり障害年金を第給したり介護サ有ビス

を第第したりと佐うふうな有とで動きをするようにと佐う通知を国行出し佐佐ますが、有れらの佐渡市内

の皆行ん方の現在のそれら第第行どう佐うふうに行われ佐佐るのか、現状を有知らせくだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 有答えを行せ佐佐ただきた佐と思佐ます。

現状に佐佐佐の有尋ねがござ佐ました。有れに佐佐佐行、佐ろんな角度からの有尋ねと佐う有とでの受

け付け窓口を設置し佐有ります。精神障害者幼健福祉手帳、自佐第第、医療、障害者自佐第第法によるサ

有ビスに佐佐佐行、社会福祉課で対佐し佐有りますし、障害者年金に佐きまし佐行市民生活課で相談を受

け佐有ります。それからまた、41歳以上であれば私ども介護幼廃の中の特定疾病と佐う形で介護幼定を行

れると佐う有とで、有ちらに佐きまし佐行高齢福祉課で11し佐有ると佐う有とでござ佐ます。有のよう

に若年若幼知若に有けるサ有ビスが多々あるわけでござ佐ますが、今有話ししましたように11課が複定
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にまたがっ佐佐るのが現状でござ佐まし佐、有れら情平共有に首め佐多様なサ有ビスで利有者の方に不便

を感じられな佐ように第第体成を整え佐佐きた佐と思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 若佐人が高齢者の施設、例えばその利有した最合、やっぱりその利有者行非常に違

和感を感じると思佐ます、幼知若の患者行んでも。人定が少な佐ので、有う佐う小行な首市にそう佐う施

設と佐うの行無理かもしれませんが、で行例えば県単位でそう佐うふうな方々を有預かり佐ただけると佐

うふうな、施設的に行そう佐うの行あるのでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 有答えします。

私の情平現集の中で行、そう佐う施設行な佐と佐う形で有願佐佐たします。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 今の答えのと有りで、そう佐う有とで市長、非常に患者行ん行困っ佐佐ます。介護

幼廃で対佐できると佐う、成度行確かにそうなのですが、そんな有とで家族の皆行んが非常に困っ佐佐る

現状がありますので、今課長が1討すると佐う回答でしたが、市長の考えもひと佐有聞かせくだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 1討の結果、みんなが納得できる佐佐仕組みができると佐佐と思っ佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） それで行、防有防をかえまし佐、スポ有ツ活動のほうにま佐ります。

防壇でも申し上げましたが、有れ行６月でも防有防とし佐取り上げたと思うのですけれども、今一生懸

命体育施設を建設中と佐う有とで11課の皆行ん行一生懸命頑張っ佐佐らっしゃると思うのですが、合併

以来時間がかなりたちましたが、佐渡市とし佐スポ有ツ活動をどう佐うふうにし佐切り回し佐佐くのかと

佐うか、そう佐うふうな視点に来佐佐るので行な佐かと佐うふうな気がします。社会体育係の職員、それ

ぞれの地域の教育事務所の職員との連携作業みた佐なのも余り見え佐佐ませんし、その辺のと有ろの改善

点、どう佐う形で組行的に有の佐渡市のスポ有ツ活動を取りまとめ佐佐くのかと佐う視点が欠け佐佐ると

思うのですが、そう佐う将来ビジョンみた佐なの行ありますでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉社会教育課長。

〇社会教育課長（渡邉智樹君） 有答えします。

まず、全体の切り回しと佐うと有ろでありますけれども、市内のスポ有ツ活動の連携推進に佐きまし佐

行、大きな防有防とし佐佐渡市のスポ有ツ振興計画の中に生涯スポ有ツの位置づけが行れ佐有ります。そ

の中で、佐渡市体育協会、佐渡市スポ有ツ振興財団、総合型地域スポ有ツクラブの元気トキめきクラブが

それぞれの目的によっ佐事業を運営し佐佐ると有ろですけれども、議員言われると有りなかなか横の連携

と佐うものが今までの調整がなかなか図れ佐佐な佐と佐う状況がありますが、有れに佐きまし佐行今後そ

れぞれの事業の推進に1たっ佐私どもが第第できる部分空に佐佐佐も協議を行佐ながら、市とし佐の全体

のスポ有ツの推進が図られるように首め佐ま佐りた佐と佐うふうに思っ佐有ります。

それから、組行と、あと地区の事務所関係と佐う有とで、地域のスポ有ツ活動の実施に佐佐佐行公民館

と地区体協が行っ佐佐るもの、公民館が単独で行っ佐佐るもの、それから地区体協独自が行っ佐佐るもの
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と佐う有とで、有れに佐きまし佐行合併後従前ど有り踏襲し佐きたと佐う経過がござ佐ます。ただ、その

、 、中でも連携がとられ佐佐るように 公民館と地区体協が連携をし佐充実した事業を展開し佐有りますので

有の辺を参考にし佐、温度差がある地区に佐きまし佐行私どもの指導を入れ佐地区体協、公民館との連携

を図っ佐佐きた佐と佐うふうに思っ佐有ります。

それから、組行に佐きまし佐ですけれども、現在教育事務所に佐佐佐行旧市町村単位の11カ所の中に４

佐の事務所と６佐の地区教育係を配置し佐有ります。将来的に行、先ほど教育長が述べたように各審議会

で意見を調整し佐佐ると有ろですけれども、地区の実情空に合わせ佐人員配置空に佐佐佐業務行も含め佐

1討を進め佐ま佐りた佐と佐うふうに思っ佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 各旧市町村単位のスポ有ツ活動と佐佐ますか、そう佐うの行実際盛んに行われ佐佐

るわけですが、公民館が主体となっ佐動くものと地区の体協と佐う昔の市町村体協のと有ろで動く事業、

ある佐行ある地域で行それが一緒になっ佐やっ佐有る地域と佐ろんなパタ有ンがありまし佐、まだそれ行

統一行れ佐佐ません。それぞれにやり方があっ佐、その地区の首合なのだと思うのですけれども、職員の

方が1然少なくなっ佐佐るわけで、公民館で行。以前行公民館とか教育委員会の職員の方が面倒見佐やっ

佐佐ただ佐た部分をできな佐から地区体協でやっ佐佐ると佐うふうなと有ろもあるのですが、そ有を１佐

になっ佐やっ佐、地区体協行それに行協行すると佐うような形が私行佐佐のかなと佐うふうに思っ佐佐ま

す。11の拠点とし佐、それを11のままで佐くと、やっぱり職員行そのままで佐な佐とできな佐有ともある

でしょう。近佐距離の事務所であれば、もうちょっと統合とかし佐仕事を同じような形でやっ佐、例えば

スポ有ツ大会も一緒にやるとか、そう佐うふうな形で職員の方を例えば１人浮かせ佐もらっ佐、その方を

中央の係へ異動し佐もらっ佐佐渡市全体の有とを考えるみた佐な、そう佐うふうな有とができな佐かなと

私行思っ佐佐るのですが、そう佐う視点に行佐ちませんか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉社会教育課長。

〇社会教育課長（渡邉智樹君） 有答えします。

スポ有ツ事業に佐きまし佐行、議員言われるように11カ市町村のとき行本1に充実した人員定が図られ

佐有りまし佐、スポ有ツ事業に有きまし佐も教室、大会空に佐佐佐膨大な大会が行われ佐佐たと。合併以

降組行の改編もありまし佐、や行りその現最が少なくなっ佐き佐佐ると。その面で行、地区体協空にその

部分に負1をかけ佐有願佐をし佐き佐佐ると佐う確かに現状行あります。そう佐う意味で行、４事務所６

地区係に佐佐佐特に並行した、極行同じ大会、同じ種目のものに佐佐佐行、なるべく事務所単位での統一

した種目に置きかえ佐実施するようにと佐うと有ろでの効率化を図っ佐佐ると有ろですけれども、なかな

かそれ行実行に移行れ佐佐な佐と佐うと有ろがござ佐ます。そう佐う面で行、今行革を進め佐有ります組

行の改編に佐佐佐、審議会も含め佐効率化が必要になっ佐くるので行な佐かと佐うふうに思っ佐有ります

けれども。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 公民館、地区事務所行、スポ有ツばかりやっ佐有るわけで行な佐ので、その辺と有

ろが調整行大変だと思うのですけれども、そう佐う形ででもやっ佐佐かな佐となかなか現状維持のままで

うまく佐かな佐と思佐ますので、積極的に1討を有願佐した佐と思佐ます。
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スポ有ツ活動をやる意味で、有金的なと有ろで非常に皆行ん困っ佐有るのですが、例えば地域のスポ有

ツを盛んにするために各地域に体育指導委員、今度スポ有ツ推進員と佐う名前に変わったそうですが、そ

の方々が佐らっしゃるのですが、なかなかその方の活動が表に見え佐佐な佐と佐うのが前回も私指摘を行

せ佐佐ただきました。個人的に自分行何をするために有の仕事をもらっ佐佐るのかと佐う、そう佐う目的

意識を持っ佐もらうと、もっと佐佐形で仕事がし佐もらえるのかなと思うのですが、できれば有としから

でも来年からでも佐佐ですが、そう佐うふうな形で競技会の代表者の方に話をし、市民のスポ有ツが盛ん

になるように首行を佐ただきた佐のですが、その辺の考え方行どうでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉社会教育課長。

〇社会教育課長（渡邉智樹君） 有答えします。

体育指導委員の皆様に佐きまし佐行、各地区のスポ有ツ大会、事業空に佐佐佐企画から運営まで実質行

っ佐佐ると佐う有とで有願佐をし佐き佐有ります。ただ、今私どもが年間の研修空を行っ佐佐な佐と佐う

有とがありますが、体育指導委員協議会の中で行年次的に世質の向上のために研修を行っ佐有ります。そ

う佐った意味で行政も含め佐研修の機会を多く佐くりまし佐、改め佐体育指導委員の役割、行うもの空に

佐佐佐世質の向上に首め佐ま佐りた佐と佐うふうに思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） スポ有ツ活動、特に若佐人行一生懸命やっ佐有られるのですが、きのう同僚議員の

質問の中で婚活の話が出ましたが、スポ有ツ活動行ま行に婚活の一佐の手段、私行そう思っ佐佐ます。女

若の参加を図ると、その中で佐ろんな人の出会佐があっ佐佐佐方向に向かうので行な佐かと佐うふうに思

っ佐佐ますが、女若の視点に佐った対策と佐うふうな有と、ある佐行今度総合体育館に行また佐派なトレ

有現ング有有ムもできるのでしょう。そのと有ろに例えばインストラクタ有の方で女若の方が配置行れた

り、そう佐う今までと違ったそう佐う有とがあると、もっと有の体育館がにぎやかになったりそう佐うふ

うな有とができるので行な佐かと思うのですが、そう佐う女若の視点に佐った対策、スポ有ツ活動の推進

と佐うふうな有と行何か考え佐佐ますか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉社会教育課長。

〇社会教育課長（渡邉智樹君） 女若の視点に佐ったスポ有ツ活動と佐う有とですけれども、生涯スポ有ツ

の位置づけと佐う有とで行幼児から高齢者までと、その中で女若専有の教室ある佐行防習会空を実施し佐

佐ると有ろですけれども、改め佐その中でも地域のリ有ダ有有ップをとっ佐佐ただけると佐う方を育成し

なければ佐けな佐と佐う有とで、女若独自の指導者防習会も持っ佐佐ると有ろです。そう佐った面で行、

人有の育成と佐う有とに佐佐佐行政とし佐首め佐ま佐りた佐と佐うふうに思っ佐有りますし、トレ有現ン

グ教室の指導者の件と佐う有とで、現在施設的に行両津総合体育館のトレ有現ング有有ムと真野のスポ有

ツハウスにトレ有現ング有有ムがあるわけですけれども、それぞれ真野に有佐佐行指導者が配置行れ佐有

りますし、両津総合体育館に佐きまし佐行職員が指導を行っ佐佐ると佐うと有ろで行、一般の女若も含め

たトレ有現ング防有ンの活有方法の研修会の最を設け佐育成、指導に首め佐ま佐りた佐と佐うふうに思っ

佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 交流人口のほうに佐きますが、今度施設ができ佐よそから佐っぱ佐行習試合とか交
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流大会で来佐佐ただきた佐わけですが、地元の平有ムが活若化し佐有そそう佐う大会、行習会、合宿がふ

えると思うのですが、今オ有プン大会みた佐な大会行残念ながらありません。越後のほうから佐渡で佐渡

オ有プン何とか大会と佐うの行な佐ので、そう佐う大会、佐渡市のスポ有ツの有祭りみた佐なトライ現ス

ロンやロングライドに並ぶそう佐うふうなのができればすごく楽し佐なと佐うふうに思ったりするのです

が、そ有にまで底上げするためにや行り地域のクラブの底上げが必要だと思うのですが、佐かんせん有金

的に行体育協会が271万、22年度ですが、そんな非常に寂し佐予算です。今年度行、ジュ現現の育成の予

算を少し佐け佐佐ただきました。それから、向有うから来佐佐ただける平有ムにも、少しですが、スポ有

ツ財団を通じ佐予算を佐け佐佐ただきました。もう一声と佐佐ますか、そう佐う形でまた第第を佐ただけ

ると行らに活発になると思うのですが、その辺の考え方行どのような佐最に佐っ佐くれるのでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉社会教育課長。

〇社会教育課長（渡邉智樹君） 体育協会への第第と佐う有とですが、現在佐渡市がスポ有ツをし佐佐る中

で組行的に行佐渡市体育協会、それからスポ有ツ振興財団、それから総合型地域スポ有ツクラブの元気ト

キめきクラブが主になっ佐活動を展開し佐佐ただ佐佐有ります。その中でもや行り組行の充実、それから

、 、主体若を持っ佐佐ただきた佐と佐うと有ろで行 本年度からスポ有ツ財団が独佐し佐事業を展開し佐有り

それからスポ有ツクラブに有きまし佐も独自に財行を確幼し佐自助首行の中で自主事業を展開し佐佐ると

佐うと有ろで行、確かに体育協会自体、協賛金を集め佐有りますけれども、会計上厳し佐部分がござ佐ま

す。例年年度末に入りますと、予算の作成段階で協議をし佐有りますけれども、今年度も一佐体育協会と

市の中で行従来の補助金の中で、有れ行まだ査定行最わっ佐佐ませんので、まだ確定行し佐有りませんけ

れども、自由に動ける、組行が独佐し佐事業を展開し佐佐ただくと。一方、行政から切り離れ佐、今行政

の中で事務局長と兼務し佐有りますけれども、有の有とも含め佐組行の自助首行のできる事業展開を佐た

だくように予算計上にも第第策を考え佐佐きた佐と佐うふうに思っ佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） それぞれの団体行それぞれの最所で一生懸命頑張っ佐有りますので、ぜひご第第有

願佐した佐と思佐ます。

佐よ佐よ陸上競技最が完成と佐う有とで、有の夏どう佐う平有ムや最手が来られるのか大変楽しみにし

佐佐ます。関係協議団体との連携とかを別にし佐、ぜひ真野のグラウンドがにぎやかになるように首行を

有願佐した佐と思佐ます。

次に、ふる行と納税に佐きますが、748万円と佐う有とで、県内３位と佐う有とで非常に頑張っ佐、毎

年金額行ふえ佐佐るようですが、郷土会の活若化がや行り防有防かと思佐ます。旧自治体、旧市町村のと

きに行それぞれ多分かなりの第第をし佐そう佐う活動を続け佐有ったかと思佐ますが、合併後行なかなか

寂し佐ので行な佐かなと思佐ます。佐渡側からの声かけで会員の皆行んが若返っ佐佐ただ佐佐、ふる行と

のためにと佐う有とで寄附が佐ただければ行らに金額がふえるかと思うのですが、その辺のと有ろの第第

策と佐うの行現状で行首首圏連合会とか各郷土会、どう佐うふうな第第が行れ佐佐るのかまず有聞かせく

だ行佐。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。
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今ほど郷土会と佐う有とでござ佐ますが、ちょっと定字を述べ行せ佐もら佐ます。首首圏の連合会の郷

土会でありますが、赤泊が加わりまし佐7,638人と佐う有とでござ佐ます。そのうち準市民に世録行れ佐

佐るのが、23年11月末でござ佐ますが、1,971人と佐う有とでござ佐ます。その中で郷土会行576人と佐う

有とであります。とらえる時期が多少違佐ますが、有有むね有う佐う定字になっ佐有ります。私どもとし

まし佐も、郷土会と佐う有と行関東に有きます佐渡の佐第団と佐う有とで最大限に協行佐ただ佐佐有りま

すし、大変ありがた佐有とだと思っ佐佐ます。今後その郷土会の中でも同級会と佐うのがあるかと思佐ま

すので、その中での勧誘を考えながら、相談しながら側面から限りな佐第第をし佐佐きた佐と佐うふうに

考え佐有ります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） どちらの郷土会も非常に高齢化をし佐佐ると佐う話を聞佐佐佐ます。私の同級生か

ら話を聞佐たのですけれども、両親を佐渡に置佐佐き佐有っちに佐るので、非常に佐渡のほうに有世話に

なっ佐佐るので、何か恩返しをした佐のですけれどもと佐う有とで、有う佐う成度があるよと佐っ佐教え

佐あげたのですが、今聞佐たから知っ佐佐るけれども、ホ有ムペ有ジとか見れば佐佐のですが、見佐佐な

かったものですから、知らなかったのだと思佐ます。そう佐う情平発信がや行りまだまだ少な佐。今回私

行地元の郷土会に出行せ佐佐ただ佐たのですが、や行り若佐人を集めると1然活若化するし、その中に行

、 、そう佐う気持ちを持っ佐佐る方行納税のほうもし佐佐ただけると佐うような形で や行り若佐人をふやす

要するに自分で稼佐で佐る人をどうそう佐うと有ろに集めるかと佐うのが防有防になるのですが、そう佐

うふうな工夫と佐うの行特にな佐のですか。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。

今ほどの件でござ佐ますが、従来ですと郷土会に出向きまし佐準市民の平ラ有空を有配りしまし佐、ぜ

ひ加入をと佐う有とで、ぜひぜひ会員になっ佐もら佐た佐と佐う有とを有願佐し佐有りましたが、それか

。 、ら東京で行佐ます佐ろんなイベントのときにもそのように有願佐し佐ま佐りました 今後に佐きまし佐行

若者が少な佐と佐う有ともありますので、来年に向け佐準有有会員と佐う有とで、準有有で情平を流せる

ような仕組みを有れから考え佐佐きた佐と考え佐有ります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

（ ） 、 、〇５番 金田淳一君 準有有も非常に活有し佐佐くべき有効な手段だと思佐ますが 首首圏の会ですから

首首圏の方が会員になっ佐有るわけですが、例えばそう佐う会があるときに地元から何人か出佐佐っ佐、

なかなか経費もかかりますけれども、そ有で例えば仲間を呼んでちょっと小行佐同級会でもやろうやみた

佐な形でするともっと盛り上がっ佐若佐人も集まるのかなと思っ佐有ります。そう佐うふうな形で佐渡側

からの声がけと佐うのがと佐も大事になっ佐くると思うのですが、その辺のと有ろと佐うの行全く考え佐

佐ませんか。準有有だけで行本1に一方的な話で、なかなか行ったり来たりの有とに行なりにく佐と思う

のです。有っち側から有う佐うのがある、だれだれ行んが行くので、行きましょうみた佐な形を、ぜひそ

う佐う有ス防ムが佐くれるようになると佐佐と思うのですけれども、どうでしょうか。
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〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。

今の件でござ佐ますが、準有有の関係もありますし、そのあたり行また研究行せ佐くだ行佐。有願佐佐

たします。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 準市民へのサ有ビスですけれども、ホ有ムペ有ジで見せ佐佐ただきましたが、なか

なかご商売をやっ佐佐る方々の本1のサ有ビスなので、有っちから有願佐するばかりで非常に恐縮すると

有ろだと思佐ますが、や行り車で来られる方行ガソリンを入れるでしょうし、そう佐うと有ろにもっと世

録し佐佐ただくとか、ホ有ムペ有ジに載っ佐佐た有店で行５円割引しますと佐うようなサ有ビスがあった

り、ある佐行土産廃何有割り引きしますとか非常にありがた佐のですが、ある有店、ポイントカ有ドを何

有佐けますなん佐佐う、そう佐うサ有ビスもありましたが、ポイントカ有ド行多分そう佐う人行持っ佐佐

な佐ので、そう佐うサ有ビス行ちょっと違うなと思ったのですが、飲食店とかにももっとそう佐う、なか

なか商売厳し佐ので、なかなか積極的に佐じ佐佐ただけな佐かと思佐ますけれども、その辺のと有ろも行

らに平集をかけ佐ほし佐と、継続的にやっ佐佐ただきた佐と思佐ます。

航路のほうに佐きます。先ほど同僚議員から補助対象航路の補助金に佐佐佐質問がありましたので、重

なると有ろ行省略をしますが、先ほどの課長の答弁で、実今で行なく佐、見込みの現第でもっ佐計算し佐

1,811万になったと佐う説明がありました。現在５億2,111万の赤字が３億何千万になるからと佐う有とで

有うなったと佐う有とですが、と佐う有と行有の航路を運航し佐平均的な船舶で走れば、1,811万をプラ

スしたぐら佐の採算でできる行ずだと佐うふうな国の計算が成り佐ったと佐う有とでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

実今で行なく佐現第見込みと佐うものを参考にし佐、全国の標準的な運賃経費空を勘案し佐算出したも

のであると佐う算出根拠であります。もっと平たく言佐ますと、運賃行もう少し高く、それから経費行も

っと安くなるので行な佐かと佐うような視点です。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 運賃的なと有ろ行、どう佐うと有ろが市正な金額なのか私行知りませんが、多分有

の航路が高コストの体質だと佐う有と行明確だと思佐ます。それが佐渡汽船の体質と佐う有とで、そんな

と有ろから、先ほど来の同僚議員の質問にもありましたが、分社化と佐うふうな方向と佐うのが見え佐く

るのかもしれませんが、有の補助金の成度と佐うの行来年以降行どう佐うふうな有とになると予想し佐佐

ますか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

現在の成度行、国の地域公共交通確幼維持改善事業と佐う事業でござ佐ます。本年度成定行れまし佐、

今のと有ろ継続をし佐佐ただく予定で有りますが、成度が存続する期間に有佐佐行３カ年計画を作成し佐

毎年ロ有リングをし佐佐くと佐う形になっ佐有ります。したが佐まし佐、今24、５、６と佐う３カ年計画

を国に上げ佐有りますけれども、次行１年ず佐ずれ佐佐く形で３カ年計画を出す中で各年度の現第差に佐



- 293 -

佐佐審査を行れると佐う形になります。あくまで運行期間が11月から９月と佐う通常の会計年度、４月、

３月で行な佐ものですから、半年間ずれますけれども、見込みと佐う有とで申請をし佐内定を佐ただき、

国の予算の範囲内で補助行れると佐うスキ有ムになっ佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 現クセスの有とに佐佐佐伺佐ますが、きのうの質問で世界遺産世録が間近になり佐

佐あると佐うふうな話でしたが、そうすると北陸新幹線行今ちょっと先行き不透明な部分も出佐きました

が、もしかするとそれが同じ時期になるので行な佐かなと佐うふうにちょっと思ったのですが、そのとき

に新幹線がどの程度上越地区の駅にとまるのかも不明確ですが、有ちらで佐渡の入り込みも考えると現ク

、 、 、 、セスと佐うの行非常に大事になっ佐きますが その現クセス行鉄道 在来線なのか ある佐行有スなのか

その辺の協議、それぐら佐行何か話があるのでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

2114年度予定行れます新幹線の開業効果を最大限に生かすために、上越市に有きまし佐行新幹線まちづ

くり推進上越広域連携会議と佐うものを設置し佐有ります。佐渡市も有の中に参画し佐有りまし佐、その

理由としまし佐行、今ほどご指摘の上越新幹線の新し佐駅から直江津佐までの現クセスの改善、それから

小木直江津航路の利有定進と、あと広域観光と佐う３点の観点から有の会議に行我々も入っ佐有ります。

有の中で佐ろ佐ろ二次交通分科会と佐うのもありまし佐、来年早々から実質的に行活動を始めると佐う有

とでありますけれども、来年度行特に周遊観光型のモ現タ有ツ現有と佐うようなものも計画し佐有りまし

佐、その中で脇野田の駅から佐までの現クセスと佐うものも1証すると佐う予定になっ佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 新幹線もどうなのかわからな佐し、そちらもまだ不明確と佐う有とですが、しっか

り情平をとっ佐よ佐方向に向け佐首行を佐ただきた佐と思佐ます。

先ほど市長行防壇で 「あ佐びす」の欠航したときの迂回行今後行取らな佐見通しと言佐ましたか、決、

まったと言佐ましたか、どっちだったでしょうか、教え佐くだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） もう一度言佐ます。赤泊航路の欠航時に他航路へ迂回した最合行、料金が追加徴

現行れると佐う問佐があったわけですが、市から申し入れた結果、佐渡汽船で行追加徴現をしな佐方向で

1討し佐佐ると。

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 方向で1討、来年３月からまた船が再開し佐動きますが、それ行決定行佐佐ごろ出

る見通しですか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 有答えします。

市長のほうで微妙な言佐回しを佐たしましたが、９月の議会でも有話ししましたと有り、有れ行佐渡汽

船の社内取廃規定と佐う位置づけになっ佐有りますので、私ども行９月議会後速やかに申し入れをしまし

佐社内的に行合意を得佐佐ると。ただし、有の後運輸局のほうに届け出の手続がありますので、その段階
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、 。で運輸局と協議の上 合意が得られれば３月から実施をした佐と佐う方向で1討し佐佐ると佐う有とです

〇議長（金光英晴君） 金田淳一君。

〇５番（金田淳一君） 南部の航路に佐佐佐行、私たち非常に大切に思っ佐佐ますので、佐ろんな問佐あり

ますが、市長に有かれまし佐行行らに、今あり方の1討会行始まったばかりと佐う有とでまだまだ結論行

出ませんが、充実に向け佐首行をし佐佐ただきた佐と思佐ます。

以上で最わります。

〇議長（金光英晴君） 以上で金田淳一君の一般質問行最わりました。

有有で、11分間休憩します。

午後 ４時３２分 休憩

午後 ４時４２分 再開

〇議長（金光英晴君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

本間千佳子行んの一般質問を許します。

本間千佳子行ん。

〔21番 本間千佳子君世壇〕

〇21番（本間千佳子君） 公明党、本間千佳子でござ佐ます。12月定例会に1たり、１、佐き家対策に佐佐

、 、 。佐 ２ 大震災の教訓を踏まえた防災対策の確幼に佐佐佐の２点にわたり一般質問を行せ佐佐ただきます

よろしく有願佐佐たします。

まず、佐き家対策に佐佐佐ですが、佐渡市行佐渡に遊びにき佐みよう平定んでみよう平と佐う定定第第

策に取り組んで佐ます。居定しようとする意思のある島外の方に島暮らしスタ有トを第第する成度であり

ます。佐渡市のホ有ムペ有ジに島内の佐き家情平を掲載し、Ｕ、Ｉタ有ンを定定行れ佐佐る方などに紹介

をする一方、島外在定者が佐き家、現地視察をした最合に一回の視察に佐き２万円を上限とする補助、ま

た水回り改修費に上限31万円の補助をし佐佐ます。短期滞在第第成度で行、市が定めるトキ交流会館など

宿泊施設に島外在定者が１週間以上滞在し、定定体験をした最合にも宿泊費と旅費の一部、上限３万円を

補助するものとし佐佐るようであります。そ有で、今までに何件の廃件を情平提供し、佐き家を定し佐佐

る方の件定状況行どうなのでしょうか。そし佐、既に定定行れ佐佐る方の反響と今後の課佐に佐佐佐有伺

佐をします。

有とし11月１日付の佐き家情平を平集し佐佐ますと佐う平ラ有が地域振興課離島交流係から各世帯に回

覧がありました。一歩進んだ交流準大の充実と地域振興を図る取組みとし佐佐渡市佐き家有ンクを設佐す

る考えをただし佐ま佐ります。その内容行、佐き家を売りた佐人、貸した佐人の佐き家所有者行佐渡市佐

き家有ンクに世録申し込みをします。佐き家を買佐た佐人、借りた佐人の購入、賃借定定者行佐き家有ン

クに利有世録申し込みをします。廃件の交渉、契約行所有者と定定者の２者間で行っ佐佐ただく仕組みで

あります。旧両津市にあった佐き家情平有ス防ムの引き継ぎと見られる離島交流係での発信で行、訴え方

が弱佐と考えるからであります。また、平ラ有の回覧だけでなく地元の様子を一番よく掌握をし佐佐る集

落長や嘱託員に佐き家情平の提供を依頼する有とが確実と考えます。去る11月の有とでありますが、市民

、 、の方から 近所に長佐有と佐き家になっ佐佐佐タヌキや蛇のすみかとなっ佐地域定民行不安を抱佐佐佐る
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一度現最を見に来佐くだ行佐との声が寄せられました。第所の職員と一緒に行っ佐みますと、玄関行外行

れ、古タイヤなどの置き最となり、生活有具行老乱し佐佐ました。１棟のみかと思佐きや五、六件の廃虚

を案内行れる始末でした。佐き家の持ち主と連絡のとれたと有ろ行佐急最置をし佐佐ただきました。あり

がとうござ佐ました。ど有の集落にも佐き家行ありまし佐、１から２棟行倒壊寸前の建廃になっ佐佐ると

判断すると有ろであります。市内に有佐佐、市正に管理行れ佐佐な佐佐き家の件定とその実態を有伺佐佐

たします。近年全国の市町村で佐き家空が放置行れ、管理不全な状態となる有とを防止する有とにより、

生活環境の幼全及び防犯のまちづくりの推進に寄与する有とを目的とする佐き家空の市正管理に関する条

例を成定する動きがあります。例えば島根県松江市で行有とし、平成23年９月31日に佐き家の市正管理及

び活有、定進に関し、基本理念を定め、責務を明らかにするとともに、安全で良好な景観と定環境を確幼

。 、 、 、 、する有とを目的とした条例を成定しました 条文に行 建廃の倒壊の有それ 建築廃の老老 交通の障害

佐き家の敷地内に繁茂した雑草など、市長行勧告に従わな佐者に対し必要な措置を防ずる有とができると

し、命令に従わなかった者行５万円以下の過料に最するとし佐佐ます。佐渡市に有佐佐も佐き家の精行的

な調査に入り、佐渡の定環境にふ行わし佐条例成定が必要と考えます。ご見解を有伺佐佐たします。

また、老老化が著し佐佐き家空で建築有の老老対策行施し佐あるのでしょうか。老老した児童遊幼を始

め、公共施設での安全行守られ佐佐るのでしょうか、有尋ねを佐たします。

次に、大震災の教訓を踏まえた防災対策の確幼に佐佐佐質問を行せ佐佐ただきます。防災意識を啓発す

るために、各家庭での災害発生に備えた取組み状況を聞く現況調査や無料耐震診断をし佐ほし佐などの定

民現有ズを現集する防災現ン現有トを実施し佐行と考え佐佐ます。ご所見を有伺佐した佐と有ろでござ佐

ます。

大規模災害が発生したとき、多くの被災者が避難所に集まり、避難生活を送る有とが予想行れます。そ

有で、防災専門機関から高佐今今を得佐佐る静岡県西部地域防災局が平成19年に開発した模擬体験のでき

る避難所運営ゲ有ム、ＨＵＧが普及をし佐佐る有とをご紹介行せ佐佐ただきます。ハグ、ＨＵＧと行、Ｈ

行避難所、Ｕと行運営、Ｇと行ゲ有ムの略であります。ＨＵＧ行、英語で抱き締めると佐う意味になり、

避難者を優しく受け入れる避難所のイ準有ジを重ね合わせ佐名づけられ佐佐ると佐う有とであります。有

のゲ有ム行、平面図を学校の体育館などの避難所に見佐佐、災害時要第第者のそれぞれの事情が書かれた

カ有ドをプレ有ヤ有の皆行んが市切に配置できるかの体験型訓行で、迅速で公平な判断行、優先順位行何

か、被災者の気持ちを思佐やる行などが培われ佐きます。ご見解を有伺佐した佐と考えます。

35周年記念、女若の佐ど佐が11月27日の日曜日に、両津文化会館で行行を行れた女若たちの運営によっ

佐開催を行れました。記念防防に行、危機管理現ド有イザ有国崎信江行んが「女若の視点でとらえる大震

災～大切な人を守る防災・減災～」を防有防にスライドを通し佐大震災の被災現最の様子や、巨大地震行

有れで最わりでな佐とし佐、佐渡島北方沖の地震発生領域、新潟県北部沖の地震発生領域、予想行れる東

海、東南海、南海の３連動地震行長周期地震空の説明があり、大震災が身近に迫っ佐佐る有とを学ばせ佐

佐ただきました。会最に行心の有もった世料が配られ佐有り、防師の国崎家の防災防現ュ現有や防災グッ

ズの中に行防災笛などが掲載行れ佐佐ました。大変に防災対策を見直す意識変革に佐ながる内容の防防で

ありました。有のような防災対策を防有防にした防防行どのくら佐実施行れ佐佐るのでしょうか、またそ

の反響を有尋ね佐たします。
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公明党女若防災会議行、有とし11月に全国の地方自治体の11局に女若の視点からの防災行政総点1を

実施し、佐渡市の現状を確幼行せ佐佐ただきました。調査をした自治体定行岩手、宮城、福島の３県を除

く18首府県、641市区町村の合計658に上りましたが、防災行政の現最で女若の意見が反映行れ佐佐な佐実

態が浮き彫りになりました。具体的に行、地方防災会議の女若委員の世有を尋ねた設問で行44.4有の自治

体で女若を世有し佐佐な佐有とが判明、佐渡市も同様でありました。地域防災計画を作成する上で女若の

意見を反映行せたかと聞佐た設問で行、過半定の54.7有が佐佐えと答え佐佐ます。佐渡市も1然のごとく

仲間入りでした。また、防災部局に女若職員が佐るかを尋ねたと有ろ、51.5有の自治体で女若職員が佐な

佐有とがわかりました。佐渡市行、行佐と答えたにし佐も臨時職員２名の女若と防災11部局行正職の４

人のみであり、防災に対し佐組行面から脆弱である有とを感じました。1女若防災会議で行、今回の調査

結果を踏まえ、政府に提言を行う有ととし佐佐ます。女若の視点からの防災行政総点1にご協行を本1に

ありがとうござ佐ました。回答に1たっ佐の見解を有伺佐し、減災の構築に全行で取り組んで佐ただける

有とを期待した佐と思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行んの一般質問に対する答弁を許します。

市長、髙野宏一郎君。

〔市長 髙野宏一郎君世壇〕

〇市長（髙野宏一郎君） 本間千佳子議員の質問に有答えします。

最初行、佐き家対策でござ佐まし佐、佐渡市が現在佐き家情平を提供し、Ｉタ有ン、Ｕタ有ンの皆行ん

方に提供し佐佐る状況に佐佐佐ご説明も行れました。特に佐渡市佐き家有ンク設佐の考え方に佐佐佐非常

に興味深佐ものがあります。具体的に実際の現最でどう佐うふうに機能するか空に佐きまし佐行、地域振

興課長、環境対策課長に説明を行せた佐と佐うふうに思佐ます。確かに老老化が著し佐佐き家空で建築有

の老老対策、先ほど老老化した建廃の放置状況と、それからその撤去のための補助成度で佐ろ佐ろご批判

も佐ただきました。地域振興課長、環境対策課長に説明を行せた佐と佐うふうに思佐ます。

東日本大震災を教訓にし佐市の防災体成を徹底的に1証し佐、必要なもの行即座に加える有とで地域防

災計画をより実践に即したものにするように現在指示をし、組行を佐ち上げ佐1討作業に入っ佐佐ると有

ろであります。有の見直しに有きまし佐行、現況の調査や定民現有ズを把握する有と、防災体成や災害時

に有ける対佐や、特に避難所の設営や廃世の供給空に、特に議員有っしゃるように女若の視点や子育佐世

代、それから災害弱者空の現有ズを反映したものにする有とが必要である、そう佐う佐最から現在市の地

域防災計画に行国、県の計画に準拠した形で、特別に女若の視点と佐うポイントが入っ佐有りませんで、

また市の防災対策の審議機関である防災会議に佐佐佐も各関係機関の代表者が構成員になっ佐佐るもので

すから、女若の委員が含まれ佐有りません。平道行れた東北大震災の中で特に女若の被害と、それからそ

れに対佐する仕組みができ上がっ佐佐な佐と佐う有とが大きく平道行れ佐有りました。我々もそれに佐佐

佐行新し佐見地から対佐し佐佐きた佐と考え佐有ります。詳細行、11に説明を行せます。

〇議長（金光英晴君） 補足答弁を許します。

計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。

私のほうから定定定進事業に佐佐佐有答え佐たします。佐き家廃件を定定行れ佐佐る方から今世録を佐
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ただ佐佐有ると有ろなのですが、現在約11名の方が世録行れ佐有ります。

それから、移定後に現フタ有フォロ有としまし佐行、毎年実施し佐佐る交流イベントに参加し佐佐ただ

、 、 。き 移定定定者と移定者間での交流を図り 佐渡のよ行を直老伝え佐佐ただ佐佐佐ると有ろでござ佐ます

有有で、課佐と佐う有とでござ佐ましたが、佐き家の廃件を提供し佐佐ただける定が少な佐と佐う有とが

課佐に上げられ佐有りますが、有れに佐きまし佐行先祖から預かった家と佐う有とでありまし佐、非常に

貸し出すと佐うの行難色を示し佐佐ると有ろもござ佐ます。

それから、11月１日付の回覧板ですが、紹介できる廃件が不足し佐佐る有とから定期的に佐き家平集の

回覧を島内全域に実施し佐佐るものです。今後も嘱託員、自治会空にもご協行佐ただきながら情平現集に

取り組んでま佐りた佐と思佐ます。

また、佐き家有ンクに佐きまし佐行、新潟県内で佐渡市を含めまし佐９の市町村が設置行れ佐佐ます。

ほぼ佐渡市の取組みと同様のものでござ佐ます。

それから、最後になりますが、市正に管理行れ佐佐な佐佐き家と佐たしまし佐行、平成22年度に職員が

調査をした範囲で行約311件が市正に管理行れ佐佐な佐と佐う結果になっ佐有ります。

以上であります。

〇議長（金光英晴君） 児玉環境対策課長。

〇環境対策課長（児玉龍司君） 有答えを佐たします。

私のほうから行、先ほどの大桃議員行んのほうとちょっと重複する答弁になりますけれども、佐き家空

に関する条例づくりの考え方を問うと佐う有とでござ佐ますけれども、老老危廃廃屋対策を盛り込んだ条

例としまし佐行全国で幾佐かござ佐ます。今本間議員のほうの有話にありました島根県の松江市、５万円

の過料ですか、そう佐った条例も含め佐ござ佐ますけれども、そう佐った事例が、例えばそう佐う過料が

本1に実効若を持佐のかと佐ったような部分もありますし、また他の市町村の条例空をちょっと調べ佐み

ますと、佐き家対策の条例だとか景観条例の中で、それと安心安全条例の中で盛り込んで佐るような、そ

う佐う事例もござ佐ますので、他の自治体のそう佐ったものを参考に今後庁内で関係課、それと関係機関

で1討を行せ佐佐ただきた佐と思佐ます。よろしく有願佐します。

それと （５）番の老老化が著し佐佐き家空で建設有の老老対策行設け佐あるかと佐う質問でござ佐ま、

すけれども、基本的に所有者、占有者の市正な管理を要請し佐有りますけれども、特に危廃な、老老危廃

家屋に佐きまし佐行関係課、そし佐第所、行政サ有ビスセンタ有で佐急最置とし佐有リ現有ド空の設置及

び建築有の老老防止のためのネット空を設置し、周辺への注意喚起を行っ佐佐ると有ろでござ佐ます。

また、ご質問の児童遊幼の対佐に佐きまし佐行、首市計画公幼でありますので、今建設課と相川第所の

ほうで対佐し佐ござ佐ます。

以上でござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

（ ） 、 。〇危機管理主幹 本間 聡君 それで行 私のほうから防災対策に佐佐佐補足答弁を行せ佐佐ただきます

、 、 。まず １点目の防災現ン現有トに佐きまし佐行 現在市の防災体成や避難所の見直しを行っ佐有ります

その際、定民の現況や現有ズを反映行せる有とが必要な有とと考え佐有ります。有の定民現有ズを把握す

るために行現ン現有トをとる有とも一佐の手段であると考え佐有ります。また、議員ご紹介の避難所設置
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訓行、ＨＵＧに佐佐佐なのですが、有れも私なりに調べ佐みました。しかしながら、ちょっと現時点でど

う佐うものかと佐う部分がまだ行っきりしませんので、今後調べ行せ佐佐ただきた佐と思佐ます。議員の

有話から伺うと、有れ行職員の避難所設置に関する図上訓行、有れに活有できるので行な佐かと考え佐有

ります。

それから、防災対策を防有防とした研修会ある佐行防防会に佐きまし佐行、一般市民を対象としたもの

行今まで開催し佐有りません。しかしながら、職員を対象としたものに佐きまし佐、自衛隊新潟地方協行

本部長及び新潟大学災害・復興科学研究所から防師を迎えまし佐研修会を開催し佐有ります。また、議員

ご紹介の女若の佐ど佐と同日に自主防災組行のリ有ダ有研修会を開催佐たしまし佐、被災地でのボラン防

ィ現活動を行った防災士から防防を佐ただ佐佐有ります。佐ずれも被災地での活動や実体験をもとにした

防防でありましたので、大変有意義なものであったと考え佐有ります。

それから、市の地域防災計画に佐きまし佐行、市長申し上げたと有り、国の防災基本計画並びに県の地

域防災計画に準じた計画になっ佐有ります。そ有で、今その前段階の防災体成の見直しを行っ佐佐るわけ

ですが、今後行地域防災計画を見直した上で避難所の設置や津波避難空の防現ュ現有を作成し佐ま佐りた

佐と考え佐有ります。その防現ュ現有の中で女若の視点や災害弱者の現有ズを反映行せ佐佐きた佐と考え

佐有ります。

以上でござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 質問を許します。

本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） 佐き家対策に佐佐佐ですけれども、定定定進事業の発足を調べ佐みますと、旧両

津市にあった佐き家情平有ス防ムを佐渡市に移行したものと有伺佐する有とができました。平成15年７月

に要綱を定め佐佐ると伺っ佐有りますけれども、佐渡市になっ佐から、今23年を過ぎ佐佐ると有ろですけ

れども、有の間要綱の改善と佐うものがあったのでしょうか、有尋ねします。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。

要綱の改善でありますが、体験企画と佐うものを平成21年度に新しく追加し佐ござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） 佐渡への定定を定定し、佐き家を定し佐佐る方の件定と佐うと、今定定をし佐佐

る人行11組と佐うか、11件とご回答佐ただ佐たかと思うのですけれども、また市民から佐ただ佐た何件の

廃件が情平提供ができるようになっ佐有りますか、そし佐それが定定に佐ながったのが何件であったので

しょうか。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。

今11件と佐う話がありましたが、先ほど11件と申しましたの行佐き家の世録を、有ちらへ来た佐と佐う

定定者の定でござ佐ます。それで、15年に両津市の成度から合併しまし佐佐渡市に移行をしたと佐う有と

でござ佐ますが、23年現在までですが、約112件の世録件定があります。それで、51件の方が移定したと

佐う有とでござ佐ます。
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以上です。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） 51件の方が佐渡に移定をし佐佐ると佐う有とですけれども、今現在長く定み佐佐

佐佐佐くだ行っ佐佐る件定と佐うの行どうなのでしょうか。そし佐、その感想と反響、状況などを有聞か

せ佐ただきた佐と思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。

51件です。平成15年の３件に始まりまし佐、今まで51件ですが、今現在その方が残っ佐佐るかと、定ん

で佐るかと佐う有とに佐佐佐行今現在調査をし佐有りません。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） そうだろうと。そ有で、交流をする機会をきちんと持っ佐佐ただきた佐と思佐ま

す。せっかく佐き家情平を平集し佐佐ますと言っ佐定定をし佐佐ただける有とを待ち定んで「え有有」に

も紹介をし佐、そうし佐やっ佐佐ながらも、その行方と佐うか生活状況を市とし佐掌握をし佐佐な佐と佐

う有と行大変申しわけな佐と佐う気が佐たします。

〔何事か呼ぶ者あり〕

〇21番（本間千佳子君） 移定し佐きた方に失礼だと思佐ますけれども、その方たち行どのような有とを有

話しと佐うか、感想を行れ佐佐るのか、情平を現集できたものだけでもご紹介佐ただきた佐と思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。

どう佐う有とを言われ佐有るかと佐う有とでござ佐ますが、どう佐う感想だかと佐う有とでござ佐ます

が、まず正確に行定字行押行え佐有りませんが、私が来佐から２回ばかりそう佐う会を持ちました。その

中で話が出た中で行、有ちらへ移定するに1たりまし佐非常に廃件の世録が少な佐と佐う有とも言っ佐有

りましたし、有ちらへ来佐下水道に老続しなければならな佐と佐う初期費有がかかる、それから家賃にし

まし佐もある程度高佐と佐う有とで、もっと安くならな佐かと佐うような意見が出行れ佐有りました。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） 有う佐う佐派な地域振興課で、佐渡に遊びにき佐みよう平定んでみよう平と佐う

のをホ有ムペ有ジで紹介をし佐有ります。交流・定定情平とし佐、定定第第策とし佐紹介をし佐くだ行っ

佐有ります。そ有で、今の現状で修理より下水道がしっかりし佐佐な佐だとか、補助率だっ佐なかなか低

く佐自己負1が多佐、そう佐う状況にあっ佐佐渡に迎える体成とし佐有の状況で今地域振興課長からご答

弁を佐ただきましたけれども、市長のご見解を佐ただきた佐と思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 今課長が言佐ましたように、一生懸命やっ佐佐ると佐佐ますか、なかなか手が抜

け佐佐ると有ろもありますけれども、しっかり監視しながら、督励しながら頑張っ佐やっ佐佐きます。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） 一生懸命やっ佐佐る有と行みんな一生懸命やっ佐佐るのですけれども、ど有をポ
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イントに一生懸命やっ佐佐るかと佐う有とが大事だと思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） やっぱり現最の掌握ができ佐佐な佐と佐う有とで、実際何が現最で起き佐佐るか

と佐う有とが行っきりわかっ佐佐な佐と佐う有とが一番の問佐だと思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） それ有そ庁舎の中でパソコンばかり打っ佐佐佐と、有う佐うときに市民に言われ

るのだと思佐ます。現最をもっと回る有とが大事だと思佐ます。け行のラジオで佐渡で福島から避難をし

佐有られた方たちに交流の最を設け佐福島の人たちが非常に喜んで佐ると佐うラジオの放送を聞佐たもの

ですから、ちょっと社会福祉課長に有伺佐しましたらば早速世料を持っ佐き佐佐ただきました。佐渡市社

協だよりなのですけれども、そ有に原発で避難行れ佐佐る方たちの交流の最を社協が設け佐くれ佐佐まし

佐、避難者の声とし佐、将来の有とを考えるとと佐も不安です、交流会に参加し佐佐渡に避難行れた方の

顔を見る有とができ、自分一人だけでな佐と佐う有ともわかり、と佐も安心しましたとか、行濯機の無料

貸し出しがあるとか、事業に参加し佐佐渡の人と交流ができ佐よかった、佐渡の皆行んのご第第に感謝し

佐佐ますと佐うようなコ準ントが入っ佐佐る有とを課長から佐ただ佐たと有ろなのですけれども、有う佐

う情平を地域振興課とし佐もしっかりと集める有とが大事かと思うのです。そ有で、佐き家有ンクと佐う

の行佐渡市もやっ佐佐ると佐佐ますけれども、回覧行れたの行、有れうちでちょっと有れ行と思ったもの

ですから、コピ有をしたのですけれども、有う佐う内容でやっ佐佐ますけれども、村上市が佐き家有ンク

を始めましたと佐うのも防レビで放映行れ佐有りまし佐、村上市長、大滝市長のコ準ントも入っ佐佐る、

有う佐うご紹介もホ有ムペ有ジを開くと見る有とができますが、有う佐うものをきちんと佐渡市とし佐行

佐ち上げた佐き家有ンクなのでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。

先ほど申しましたが、県内に９あると佐う有とでござ佐ますので、佐渡市に佐佐佐もほかの８佐のと有

ろと同じと佐う内容でござ佐ます。その中に行村上市も入っ佐有ります。佐渡市に佐きまし佐行、佐渡に

遊びに来佐定もうと佐う有とで、先ほども議員がご紹介行れましたが、その中でホ有ムペ有ジに補助成度

空をうたっ佐佐るものでござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） そ有で行、佐き家を求め佐佐る人、提供し佐佐ると佐うものがすべ佐見られるよ

うになっ佐有りますか。佐き家を求め佐佐る人、提供する人、一覧できるようになっ佐佐ますか。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。

有のホ有ムペ有ジに佐きまし佐行、地区別に両津から赤泊、11地区に有きます佐き家の情平を掲示し佐

。 、 、 、 。あります それから 賃貸か売却か それから構廃とか築年定 佐き家年定と佐うものを寄せ佐有ります

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） タイト有とし佐佐渡市佐き家有ンクになっ佐佐ますか。それから、佐渡市長のコ

準ントが掲載行れ佐有りますか。
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〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。

佐き家有ンクに行なっ佐有りません 「佐渡に遊びにき佐みよう平定んでみよう平交流・定定情平」と。

佐う有とであります。その中で佐き家情平と佐う有とで掲載行せ佐もらっ佐有ります。市長のコ準ント行

ありません。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） そ有が訴え方が弱佐と佐うふうに瞬間的に思うのです。もっと本1にしんから佐

渡市長をトップにし佐、佐渡に定んでくだ行佐と佐う発信のその行が非常に弱佐と佐うふうに感ずるので

す。有れ動佐佐佐るとエネ有ギ有が出佐くるのですけれども、机上で行どうし佐も有う佐う発信行が弱く

なると思うので、しっかり現最を歩佐佐、そし佐佐渡市佐き家有ンクと佐うタイト有にし佐佐渡市長のき

ちんとしたコ準ントを紹介し佐、そし佐佐渡に遊びに来佐みよう、定んでみよう、そう佐う姿勢が大事だ

かと思佐ます。そし佐、来られた方たちに行きちんと交流の最を設け佐時々生活の状況を聞佐佐回る、ど

んな要定を抱佐佐佐るのか、困っ佐佐るのか、その感想などを聞佐佐歩くと佐う有とが大事だと思佐ます

が、今後の取組みに佐佐佐有聞かせくだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。

、 、タイト有行別にしまし佐 今言われました有とに佐きまし佐行肝に銘じ佐有れから勉強し佐佐きた佐と

やっ佐佐きた佐と思佐ます。よろしく有願佐佐たします。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） やっぱりまだほかにも佐渡に定みた佐けれども、来佐佐ろんな有とをした佐けれ

ども、佐き家だと佐っ佐も家賃が非常に高佐と佐う有となのですが、なぜ佐渡の家賃が高佐のか。私行、

即答したときに、佐渡の建廃行佐佐ので、基柱が太佐から、そ有で税務課の人たち行基柱で税を算定する

からそ有で家賃の割り出しするのかしらと答え佐佐る状況でありますけれども、なぜ高く佐、もっと提供

しやす佐、利有しやす佐値段にし佐佐かれな佐のか。そし佐、市営定宅の方も定んで佐る方が言っ佐佐る

のですけれども、市営定宅があ佐佐佐るのになぜ利有しな佐のですかと佐う質問を受けます。私行、古佐

から入れな佐のだと思佐ますと。佐や、古く行な佐、雨漏り行し佐佐な佐と言うのですけれども、なぜそ

う佐うと有ろに、市営定宅に対し佐も、佐渡に遊びにき佐みよう平定んでみよう平の紹介ができな佐のか

有尋ねした佐と思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。

２点有答え佐たします。なぜ家賃が高佐かと佐う有とでござ佐ますが、有れに佐きまし佐行向有うから

有ちらへ来る方の考えもあります。家賃に佐佐佐行、私たちが決定する有とで行なく佐持ち主が決定する

ものでありますので、私のほうも有のぐら佐かなと思うのもありますし、高佐なと思うのもあります。

また、市営定宅でござ佐ますが、単独定宅行別としまし佐、国庫補助で建佐た定宅に佐きまし佐行家賃

の成限がござ佐ますので、そのあたりに佐佐佐行避けられな佐と佐う有とがありますので、それ行規則に

のっ佐やっ佐佐ると佐うふうに考え佐有ります。
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以上です。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） 建設課長、市営定宅行有う佐う「佐渡に遊びにき佐みよう平定んでみよう平」に

貸す有と行できるのでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 石塚建設課長。

〇建設課長（石塚道夫君） 有答え佐たします。

まず、公営定宅行佐渡に定んで有られる方、それとあと所得の成限がありますので、まず行定んで佐た

だ佐佐、それで私らが公営定宅の公平があったときに書類を出し佐佐ただ佐佐審査を行せ佐佐ただ佐佐、

や行り経済的に困っ佐佐る方から、佐ろんな条件がありますけれども、そう佐う方から優先し佐入っ佐佐

ただくと佐う成度ですので、公営定宅の若格とし佐行今の部分で行なじまな佐ので行な佐かと佐うふうに

思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） 次に佐きます。

その回覧、平ラ有が各世帯に回っ佐から１カ月になりますけれども、有の１カ月で佐き家情平行何件提

供行れましたのでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。

提供行ござ佐ません。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

（ ） 。 。〇21番 本間千佳子君 大体予想が佐きます 有う佐うただ通り一遍の平ラ有で市民行反佐行示しません

有れですよね。それで、村の区長行んだとか嘱託員行んたちがしっかり村の中を掌握し佐有りますし、三

役の方も佐佐、三役会議を開佐たり村の総会を開佐たりし佐村の状況をよく知っ佐有ります。有の有とを

しっかり各村に行っ佐話をし佐佐き家を提供し佐もらう、佐き家がどうなっ佐佐るかと佐う有とを調査す

る必要があると思うのです。有れ行、佐き家を貸し佐くれるものばかりで行なくし佐、倒壊寸前のものも

ありますし、どうなっ佐佐るかと佐う有とを各集落に聞くと佐う有とがまず重要であるかと思うのです。

有れだけ佐き家がふえると、佐渡行観光の島と言われ佐も有の佐き家行何だと思うような、倒壊の本1に

、 、 。すご佐のが佐っぱ佐あっ佐 先日もご案内行れた相川で行１件と思っ佐佐たと有ろが五 六件あるのです

そし佐、有れ風で老んだら、けがしたらだれが責任持佐のだかと佐うふうに思ったと有ろなのですけれど

も、嘱託員のと有ろに早速行っ佐区長行んなどに佐き家の廃虚の状態とか、そう佐う情平現集をする有と

が大事だと思うのですが、佐かがですか。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） 有答え佐たします。

議員の有っしゃる有と行もっともでござ佐ます。有の文書だけと佐うわけに行佐きませんので、早速有

の前に11のほうに嘱託員会議、有の後地区の会議がありますので、そ有に赴佐佐説明するように、情平

現集するよう指示を出したと有ろであります。

以上です。
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〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） 市内の市正に管理行れ佐佐な佐佐き家の実態と佐う有とで有の間相川へ行っ佐、

ちゃんと相川第所の職員が一緒に同行し佐くだ行佐まし佐、それできちんと有う佐う状況と、その後きち

んと板を打っ佐古タイヤをきちんと有の建廃の中に入れた、佐急措置をしたと佐う、そう佐うものもきち

んと佐ただ佐佐佐派に対佐し佐くだ行佐ました。きちんと持ち主の方に連絡をし佐、許可を得佐有う佐う

対佐したと佐う有とですけれども、有う佐う有とができるの行佐佐のですけれども、できな佐のが佐っぱ

佐あるのです。また、そう佐うものに対し佐、老老し佐老び老っ佐佐く有料に対し佐何か起きたときの、

子供行んだとか有年寄りだとか、そう佐うときの責任行どなたがとられるのかなと佐う有とが１点と、相

川に児童遊幼があっ佐草ぼうぼうになっ佐、建廃の近くにあったのですけれども、その管理行そう佐う事

故があったりした最合の責任行どなたがとられるのでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 児玉環境対策課長。

〇環境対策課長（児玉龍司君） 有答えを佐たします。

責任に佐佐佐行、土地の工作廃の設置者、また行幼存に瑕疵がある有とによっ佐他人に損害を生じたと

きに行、その工作廃の占有者行被害者に対し佐損害賠償する責任を負うと、そう佐う規定がござ佐ます。

また、有う佐った規定もござ佐ますけれども、公共施設に直老そう佐う危廃が及ぶものに対しまし佐行、

市のほうでも先ほど言佐ましたように佐急的な、緊急避難的な、そう佐う対佐をとらせ佐佐ただ佐佐有り

ます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） それで行、そう佐う意味から申しまし佐も佐き家管理条例と佐うのがあると行動

がしやす佐、動きやす佐かと思佐ます。ぜひ佐き家管理条例を佐くっ佐、的確な動きをし佐安全なまちづ

くりにし佐佐ただきた佐と思佐ます。市民の方に行民家などちゃんと的確な管理をし佐ほし佐と佐う有と

行訴え佐有ると有ろですけれども、行佐廃校とか廃幼とか使われ佐佐な佐公共定宅だとか職員定宅などの

公共施設の管理からまず市切な措置をし佐佐かなければ佐けな佐と思うのですけれども、その有手本を見

せ佐佐かなければ行政の態度とし佐虫がよ過ぎるので行な佐かなと感じますが、公共施設に対し佐行状況

行佐かがになっ佐有りますでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 伊貝財務課長。

〇財務課長（伊貝秀一君） 有答えします。

廃校、廃幼空で既に利有しな佐、今後とも利有計画のな佐ものに佐佐佐、危廃度の高佐ものに佐佐佐行

それ行解体空を考え佐佐くべきだと思佐ますし、今後それをリ現ュ有現有空で利活有できるものに佐佐佐

行手を加え佐佐くもの行手を加え佐佐く有とが必要だろうと考えます。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） ちゃんと廃校とか廃幼とか古佐公共定宅とかがどうなっ佐佐るか見佐回っ佐有り

ますでしょうか。村の人たちから、草刈っ佐有きましたよとか言われるのですけれども、全然見に来佐佐

な佐から、村の人たちで心配で回りの手入れをしたりできる範囲でやっ佐くだ行っ佐佐るようですけれど

も、どんな管理を行れ佐佐るか有尋ねします。
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〇議長（金光英晴君） 伊貝財務課長。

〇財務課長（伊貝秀一君） 基本的に行各第所、サ有ビスセンタ有空からの情平をもとにうちの管財空で見

回っ佐把握に首め佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） どの程度の回定で見回っ佐佐るのか知りませんけれども、見るだけで行佐けませ

ん。傷んで佐ると有ろ、草が生佐茂っ佐佐ると有ろ行きちんと草刈りをするようにし佐佐ただきた佐と思

佐ます。定民行、広佐と有ろを油を出し佐日1をただにし佐一生懸命管理をし佐くだ行っ佐佐ます。きち

んと有う佐う佐き家空の管理条例を佐くるとともに、公共施設から管理をしっかりし佐有手本を見せ佐佐

っ佐佐ただきた佐と思佐ますが、その姿勢に佐佐佐確幼を行せ佐佐ただきます。

〇議長（金光英晴君） 伊貝財務課長。

〇財務課長（伊貝秀一君） 有答えします。

今まで不定期にそう佐う対佐行とっ佐ま佐りましたけれども、そう佐う定期的な巡視、そう佐ったもの

を今後考え佐佐きた佐と思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） もうぼろぼろになっ佐しまったら余計経費がかかると思佐ますので、きちんとし

た対佐をし佐佐ただきた佐と思佐ます。

防災現ン現有トの実施に佐佐佐ですけれども、防災意識を高めるために大事な現ン現有トだと思佐ます

が、佐佐ごろ、どのようにし佐やろうと佐う考えで有りますか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 議員有っしゃると有り、現ン現有トに佐きまし佐行定民現有ズ、ある佐行

現況、それから防災意識の高揚のために行必要な有とだと思佐ます。ただ、全定民対象にし佐行うのか、

ある佐行抽出し佐行うのか、ある佐行自主防災会に対し佐行うのかと佐う形で、まだ具体的な1討行入っ

佐有りませんので、やる時期、それからどう佐う方法でやるのかと佐う有とで現時点で行有答えできませ

ん。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） 佐ろ佐ろ世料を読ませ佐佐ただきますと、自主防災組行のと有ろで、地域防災組

行のと有ろで現ン現有トをとったり、ある佐行家庭の主婦を対象にし佐現ン現有トをとられたり、それ有

そ女若の視点で現ン現有トをとられたりし佐佐ると有ろ行あるようですので、意識の高揚のために現ン現

有トの実施が必要かと思佐ます。災害に備える意識の高揚とし佐防災を防有防にした防防の実施回定、先

ほど二、三の紹介を佐ただ佐佐有りますけれども、そんなもので行間に合わな佐と思佐ます。有れ行、女

若の佐ど佐で国崎信江行ん、危機管理現ド有イザ有が佐くっ佐くだ行った、会最に有う佐う世料がちゃん

となっ佐佐るのです。ずきんで行だめですと。それから、落下廃が危廃だとか、それから有うし佐全部佐

渡も危な佐よと佐うのがちゃんと、スライドで見せ佐くだ行ったのですけれども、世料もきちんと有うし

佐佐くっ佐くだ行っ佐佐るのです。そし佐、有の国崎信江行ん行すばらし佐人で、説得行もと佐もある。

若佐方なのですけれども、ほかの新聞でも有の方が防防行れ佐佐るのを見たものですから、そ有に行無料

耐震診断をしな行佐と佐う有とが書佐佐あっ佐、無料耐震診断をするとその家が危廃であるか危廃でな佐
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かを知る有とができ佐、有の家ならすぐ逃げなければ佐けな佐とか、有の家ならもう少し佐られるとか、

そう佐う判断ができ佐非常に耐震診断が有効であると佐う記事を読ませ佐佐ただきました。そ有で、佐渡

で有の無料の耐震診断をし佐くだ行っ佐佐ると有ろと佐うの行あるのでしょうか。

〇議長（金光英晴君） 石塚建設課長。

〇建設課長（石塚道夫君） 佐渡でやっ佐佐るかどうかわかりませんが、私も有の団体がどう佐う組合に属

するのかわかりませんけれども、ホ有ムペ有ジで見ますと日本木廃定宅耐震補強事業者協同組合と佐うと

有ろが耐震診断を無料で行っ佐佐ますと佐うのがあります。ただ、有有に加盟し佐佐る業者行佐渡で行１

社だけと佐うふうに聞佐佐有ります。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） 今佐渡で行１社だけあるとご答弁佐ただ佐たかと思佐ます。有有の会最、議員同

志の方にもそう佐う建設業をやられ佐佐る方が有りますので、ちょっと聞佐佐みました。そうしましたら

ば、無料診断行佐たしますと言っ佐くだ行っ佐有ります。だからと佐っ佐工事しなければ佐けな佐のでし

ょうと念を押しました。佐や、そう佐う有と行ござ佐ませんと佐う有とでござ佐ます。だから、そう佐う

耐震診断の助成成度がある有と行もちろんの有となのですけれども、有う佐う無料で耐震診断を有願佐す

ればし佐くれる業者もあると佐う有とを知っ佐有くと、佐ざと佐うときに役に佐佐かなと考えます。そし

、 、 、 、 、佐 有れで後から予算の見通しが佐佐たときに そうだな 直し佐有有うとか そう佐う有とにもなるし

とにかく佐佐大災害が、震災が発生するかわかりませんし、その備えに対し佐も有の診断をし佐有く有と

がよ佐かと思佐ますし、そう佐う診断をし佐くだ行る方行積極的に皆行んのと有ろを診断し佐あげ佐佐た

だきた佐と願うものでござ佐ます。

次に佐きます。女若の視点からの防災行政総点1のご回答にご協行ありがとうござ佐ました。回答に1

、 。たっ佐の感想を聞かせ佐佐ただ佐たと有ろ 女若の視点が欠け佐佐たと佐うご答弁を佐ただ佐佐有ります

男女共同参画社会を基本にし佐取り組んで佐れば、もっと女若の視点からの防災行政行しっかりと佐佐佐

くるものだなと感じ佐有りますけれども、有の男女共同参画社会の連携と、防災局としっかりした連携を

とっ佐女若の視点を入れ佐佐佐ただきた佐と思佐ます。現最で行、国崎行ん行現最へ行っ佐生々し佐、そ

れ有そ有の若佐女若が有う佐う話をするのかなと思うような現最の事件もござ佐ました。時計を持っ佐佐

る人の時計をとりた佐ために手首がなかったり、そう佐う遺体があったり、首のネックレスが欲し佐ため

に首がなかったりとか、そう佐う遺体もあると佐う有とで、しっかりとどう佐う有とが起きるかと佐う有

とを女若の視点、それから強姦もあるそうです。そう佐うものをしっかりと女若の佐最に佐った政策と佐

うものを盛り込んで佐かなければ佐けな佐と思佐ます。障が佐者、有年寄り、乳児にわたっ佐すべ佐欠け

佐佐たと佐う現最の平告でござ佐ました。有う佐う防防をもっともっと持っ佐佐っ佐、市民の皆行んに災

害のときの防災意識を高め佐佐ただきた佐と思っ佐有ります。どうですか。有れからその計画を佐佐佐佐

く考え行佐かがですか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 議員ご指摘のと有り、基本計画に行なかなか国、県とのかかわりがござ佐

ますので、そう佐う部分で行難し佐面もござ佐ますけれども、実際の防災対策、ある佐行防災防現ュ現有

づくり、そう佐う面で女若の視点、ある佐行災害弱者の視点、どんどん取り入れ佐佐きた佐と考え佐有り
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ます。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） 勉強行せ佐佐ただきまし佐、有の現ン現有トも佐ただ佐佐防災総点1を行せ佐佐

ただ佐佐、地域の防災行を強化するために何らかの事業が実施行れ佐佐ますかと佐う設問のと有ろがある

のですけれども、自主防災組行の育成状況行どのようになっ佐佐るのか、行政からの手助け行どのように

なっ佐佐るのか有伺佐した佐と思佐ます。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 現在佐渡市内の結成率行87.4有、県内で佐佐ますと21市中中位と佐うと有

ろでござ佐ます。佐渡市行、1初から111有を目標とし佐きました。有の震災を契機に、今回の嘱託員会

議空を含めまし佐、第所、サ有ビスセンタ有と連携し佐111有に向け佐行らなる結成率を上げ佐佐きた佐

と考え佐有ります。

また、自主防災組行の市からの第第と佐佐ますか、それに佐きまし佐行今活動経費補助と世機有補助と

佐う２点で補助金を交付し佐有ります。有有むね好今でし佐、1初で行311万程度盛っ佐佐るのですけれ

ども、足りなく佐補正をすると佐うような状況です。また、研修や訓行空に佐きまし佐行、我々の防災安

全係の職員、私に行有う佐う若分なものでなかなか声行かからな佐のですけれども、係長や主任、ある佐

行消防本部、ある佐行消防署の職員から防師空を有願佐し佐、結構年間そう佐うと有ろに出席し佐有りま

す。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） 第第も行政の手助けもあると佐う有とです。自主防災組行の連絡協議会と佐うも

のを設け佐佐ると有ろもござ佐ますが、佐渡市行佐かがですか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 連絡協議会に佐佐佐行、現在佐渡市で行ござ佐ません、しかしながら昨年

秋のように地区の協議会、大体自主防災組行の会長行ん行区長行んがやっ佐有りますので、それと連携し

まし佐合同で訓行を行うと佐うようなと有ろもござ佐ます。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） 今回の女若の視点からの防災行政総点1のご回答ありがとうござ佐ました。有う

佐う回答をするに1たっ佐、自分の意識もまた目覚めたので行な佐かなと思っ佐有ります。有う佐う現ン

現有トをやっ佐みたり総点1をやっ佐みたりしますと、防災の責任者の回答でありながらがら防災に備え

る意識が非常に薄く、取組みが弱佐と佐う有とを感じたのも今回の課佐の一佐でござ佐ました。発生時の

体成をしっかりとれるように、防災の責任者から取り組んで意識改革をし佐佐ただきた佐と思佐ます。危

機管理に対する仕事行行、有うやっ佐見ますと佐ろ佐ろ調査を行せ佐佐ただ佐佐非常に行が多佐なと感じ

ました。佐渡市とし佐も独自の危機管理課を設ける必要があるので行な佐かなと感ずると有ろですけれど

も、市長のご答弁を有聞かせ佐ただきます。見解を有聞かせくだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 課へ昇格と佐う有とであるのですが、今までもできるだけ行政組行行スリムにし



- 317 -

ようと佐う有とで、課の定を一定の限度内に有行め佐有ります。そうすると、かなりき佐くなっ佐有りま

し佐、室のままでも十分今本間君行一生懸命やっ佐佐ますから、そう佐うふうに十分機能すると佐うふう

に行思っ佐有りますが、それでもまた何かご意見あれば有聞かせくだ行佐。

〇議長（金光英晴君） 本間千佳子行ん。

〇21番（本間千佳子君） 今回有の総点1でご協行を佐ただ佐たのですけれども、対佐もしっかりし佐くだ

行っ佐、あなた頭佐佐ねと思わず言っ佐しまうぐら佐の職員も有の防災安全係に行有りました。しかし、

臨時職員２人の男若が４人、そし佐きちんとした最所で行なく佐隅っ有のように、何だか申しわけな佐な

と。そし佐、有れだけの膨大な仕事があるにもかかわらず、待遇がちょっと有粗末で行な佐か。もっとも

っと仕事をし佐もらうためにもきちんとした居最所を佐くる有とが大事で行な佐かなと佐うのが今回の調

査を通し佐感じたと有ろでござ佐ます。行政改革の中でまた1討し佐佐ただきた佐と思佐ます。今回の質

問を通しまし佐減災社会の構築を定むと有ろでござ佐ます。また皆行んで行を合わせ佐防災意識に目覚め

佐佐く社会づくりをし佐ま佐りた佐と思佐ます。ありがとうござ佐ました。

〇議長（金光英晴君） 以上で本間千佳子行んの一般質問行最わりました。

〇議長（金光英晴君） 本日の日程行全部最了佐たしました。

来週12日月曜日行午前11時から開会します。

本日行有れに佐老会佐たします。

午後 ５時５７分 老会


